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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　大学生になってから何を勉強したかと言われると、これはもう何も勉強していないというのが正直なところではないかと僕は思う。

　初めての一人暮らし、学問への邁まい進しん、純も不純もないまぜにした男女交際、そういった諸々への期待で胸を膨らませていた時期がかつての僕にもあった。だがそんな輝かしい大学生活への憧れも今となっては霧消し、僕はいかにして講義に出席せず単位を取るかにばかり知恵を巡らせるアホ大学生へと成り下がった。親が今の僕を見たら泣くかも知れない。

　だがよく考えてみると、そもそも大学という場所は大半の人間にとって生ぬるい青春生活の延長を体てい良く見せるための、いわばモラトリアムの駆け込み寺でしかないのではないか。「まだ働きたくないけどフリーターと呼ばれるのはちょっとなァ」的な邪念を一切持たずに大学の門を叩たたく者が果たしてどれだけいるだろう。

「そう考えると、バイトが忙しくて期末試験の勉強が疎おろそかになったのもやむを得ないよね」

『否定します。大学はあくまで勉強をする場所であり、サークル活動やアルバイトは副次的な要素に過ぎないとアギは判断します』

「そんな正論は求めてないんだよ僕は」

　僕が大学生になって二度目の春が訪れた。一時は留年の危機に瀕ひんしたものの、なんとか進級を果たした僕は、春の空気を胸いっぱいに吸い込んだ。

　見た瞬間に失神しそうな低空飛行を見せる成績表をリュックにしまい、僕は空を仰ぐ。学務課のおばさんは「西にし機き守まもるさん、もっと頑張らないと来年は進級できませんよ」などと言っていたがとりあえずは頭の隅に追いやることにする。春になり桜吹雪の舞い散るキャンパスで、不安げな顔をした新入生たちの姿があちこちに見えていた。

　胸ポケットからスマホを取り出して画面を見る。表示されているのは一人の少女だ。流れるような銀色の髪に、空色の瞳。

『どうしましたか、マスター』

　少女は首をかしげて僕の顔を覗のぞき込んでくる。

「なんでもないよ。アギ」

　アギ──スマホに映っている少女は、ただのＣＧではない。僕の所属する研究室で作り出された、意志を持つ「強いＡＩ」。世界で初めての、仮想空間に生きる生命体なのだ。

　アギは僕のスマホに常駐しており、こうして会話をしたり日常生活の手伝いをしてくれたりする。気の利きく同居人のようなもので、今となってはアギなくして僕の生活は成り立たない。

　僕はスマホを胸ポケットにしまい直した。

「それにしても……うちの大学にこんなに人がいるの、久々に見たよ」

　敷しき地ちの広さがウリの我が波は場ば都と大学だが、今のキャンパスはまるで夕方の銭湯のように混み合っている。

　この時期は各サークルや部活が新入生を入部させようと新歓活動に精を出しており、周囲を見回すと、受け取ったビラを抱えてワタワタしている新入生の姿が数多く見えた。

　長居せずにさっさと帰ろうと思い人混みを縫って歩き出した僕だが、思いのほか足を進めることは難しかった。

「バドミントンどう！　お兄さんなんかラケット握りたそうな顔してるよ！」

　目の前を塞ぐようにビラを持った手が伸びてくる。「いや特に興味ないです」と苦笑いしつつ手を振った僕だが、断ったそばからほかのサークルが言い寄ってくる。

「相撲同好会、今入部すればフンドシただであげるよフンドシ！」

「要らないです……はは」

　引きつった愛あい想そ笑わらいを浮かべ、僕は差し出されたビラを押し戻す。だが避けても避けても、洪水のように新手が押し寄せた。

「イングリッシュをトゥギャザーにインプルーヴしませんか」

「ダンゴムシ同好会、このあと説明会でーす」

「……怨おん霊りよう対話サークル『呪じゆ怨おん』、今夜新歓コンパです……」

「金星の軌道から計算すると今年ＵＦＯが大量にやってくるのです。一緒に歴史の目撃者になりませんか？」

　人の海で溺れそうだ。僕はうめいた。

「一年ぶりだからすっかり忘れてたけど……この時期の大学って、めちゃくちゃ混むんだった」

『検索サーチ。波は場ば都と大学学内の部活動、サークルは合計で千三十一個存在しています。その関係者たちが一斉に集まって新入生の勧誘を行っているとすれば、この混雑は妥当であるとアギは考えます』

「そんなにあるのか……」

　これではキャンパスを出ることすら難しい。僕はアギに問いかけた。

「埒らちが明かない。アギ、抜け道とかないかな」

『解析アナライズ。購買部横を通る道であれば、混雑はしていないと予想されます』

「よし」

　僕はなんとか人混みの流れに逆走し、購買部へ向かった。アギが指示したルートは道というより建物と建物との間に生じた隙間のような場所だった。こんな場所に人がいるはずもなく、僕は先程までの苦労が噓うそのように楽々とキャンパスを横断した。

　このような最短ルート解析や複雑な計算問題に対して、アギはＡＩというだけあって驚異的な強さを誇っている。僕は薄暗い通り道を歩きながら、スマホを取り出した。

「アギ、助かったよ」

『良かったです。アギは嬉うれしいです』

　画面に映ったアギが小さく笑いかける。

　大学の正門まで来ると、さすがに人混みは途切れている。キャンパスをあとにしようと歩みを進めていた僕だが、

「…………？　なんだあれ」

　正門前に小さな人だかりができているのに気づく。彼らはみな、何やら頭上を見上げては首をかしげていた。僕はつられて視線を上に向け、思わずぽかんと口を開ける。

　波は場ば都と大学の正門は赤く塗られた門もん扉ぴが印象的な由ゆい緒しよ正しい代物で、全国的に観光スポットとして名を馳はせている。その正門の上、敷き詰められた屋根瓦を踏みしめて、一人の女の子が立っていた。

　つやつやした黒い髪が肩にふわりとかかっていて、遠目にもはっきり分かるほどに整った目鼻立ちをしている。顔も小さくてモデルでもやれそうな容姿だった。膝丈のスカートを穿いているが、この角度だとスカートの中が見えそうでハラハラしてしまう。

　女の子が髪をかき上げる様子がまたえらくサマになっていて、ギャラリーの間からは小さなどよめきが上がった。また僕を含めた男たちの多くは、彼女の動きに合わせて自由気ままに跳ねる豊かな胸に視線が釘くぎ付づけになっていたことも、併せて言っておかなくてはいけないだろう。

「そこの君！　降りてきなさい！」

　守衛のおじさんが女の子に向けて声を張り上げる。だが女の子は気にした風もなく、悠然と腕を組んで眼下のキャンパスを睥へい睨げいした。

　彼女の右手には一個のメガホンが握られていた。彼女はおもむろにそれを口元に持っていったかと思うと、

「──社会の歯車のみなさーん！」

　ビリビリと鼓膜が痺しびれるような大だい音おん声じよう。思わず耳を押さえてしまうほどの音量だった。彼女は次々にメガホンに言葉を投げる。

「毎日毎日、同じことを繰り返し！　味のしなくなったガムに、みんなうんざりなんじゃない？」

　正門の周囲に集まる人はどんどん増えていく。中にはスマホを取り出し、正門の上に立った女の子をパシャパシャと写真に収めている人もいた。

　女の子はすう、と息を吸い込んだあと、静かな声で言った。

「世の中、つまらないと思わない？」

　彼女はぐるりと眼下の人たちを見回した。

「君たちは自分の人生に満足してる？」

　なんだそりゃ、と僕は苦笑いした。周りを見ると、集まった人たちの反応はだいたい似たり寄ったりで、お互いに顔を見合わせては首をかしげるか、さもなければ露骨に噴き出すかだった。

「面白い人生を送りたい、誰も見たことのない景色を見たい人は私と一緒にやりましょう」

　女の子は不敵に口くちの端はを持ち上げた。言っていることはさておき、その様子は恐ろしくサマになっている。なにせえらい美人だ。

「私の名前は仙せん宮ぐう鏡かがみ、いずれ日本のスティーブ・ジョブズと……うわっ」

　耳みみ障ざわりなハウリングとともに、女の子──仙せん宮ぐうという名前らしい──の体が傾く。

「いい加減にしなさい！　早く降りて！」

　仙せん宮ぐうさんの両脇をがっちりとホールドし、守衛のおじさんが凄すごんだ。どうやら正門の上によじ登り、仙せん宮ぐうさんを無理やり引きずり下ろす強硬手段に出ることにしたようだ。仙せん宮ぐうさんはジタバタと抵抗しているが、

「離しなさいよ！　まだ話は終わってないのに！」

「こっちへ来なさい！　この門は重要文化財だぞ、何度も何度も注意しているだろう！」

「ああもう、この公権力の手先！　ちょっとどこ触ってんのよエロオヤジ！　みなさーん！　この人私のおっぱい触りましたー！」

　ズルズルと引きずられていく仙せん宮ぐうさん。キャンパスの人混みに飲まれ、彼女の姿が見えなくなっても、しばし僕は呆ぼう然ぜんとして立ち尽くしていた。

「……なんだあれ」

　ぽつりとつぶやく。胸ポケットのスマホからアギが、

『マスター。あのような行動様式はアギのデータベースにはありません。彼女は何をしたかったのでしょうか』

「いやァ僕が聞きたいねそれは」

　しばらく考えていた僕だが、肩をすくめ、

「春だからかな」

『春になると、人はメガホンを持って大学の正門によじ登るのですね。アギは学習しました』

　微妙にズレたことを言うアギはさておく。

　思考を打ち止めて再び歩き出す。正門をくぐると春の日差しが目の前に降り注いできて、僕は眩まぶしさに目を細めた。




　教科書を安く叩たたき売りしていることがあると評判の近くの古本屋を冷やかしたあと、僕は再び波は場ば都と大のキャンパスに戻ってきた。相変わらずサークル勧誘の人たちでごった返す中を歩くのも嫌だったので、裏手の門から僕はキャンパスに入った。これもアギのナビゲートで、正門近くの混雑が噓うそのようにスイスイとキャンパスを横断できた。

　波は場ば都と大学の片隅に位置する工学部第二研究棟の一角に、僕が通っている研究室がある。ＡＩの研究をメインで行っている場所で、元を正せばアギを生み出したのもここだ。

　普段は各おの々おのが自分のデスクに座り込み、論文を読んだりパソコンをいじったりしていて静かなものだが、今日に限っては賑にぎやかである。

「西にし機きくん。ポスターはもっと上に貼って」

「ん、了解」

　廊下に置かれた脚きや立たつの上に登ると、なんだか自分の背が高くなったようで気分が良いい。横に立つ女の子──川かわ嶋しま里り緒おが僕に指示を出してくる。

　川かわ嶋しまさんはこの研究室における僕の同級生である。成績が進級ラインぎりぎりの低空飛行を続けている僕と違い、彼女はこの研究室のエースを張るほどに優秀な人だ。癖っ毛を頭の後ろで結んでいて、眠たげながらも時折見せる視線の鋭さはいかにも秀才という風である。

「早く。まだまだ作業残ってるんだから」

「はいはい」

　川かわ嶋しまさんにせっつかれるがままにポスターを固定していく。僕は川かわ嶋しまさんに言った。

「こんな感じで良いい？」

「ん」

　川かわ嶋しまさんがこくりと頷うなずく。

　僕たちの研究室に限らず、この時期はあちこちの研究室が新入生向けのオリエンテーションや説明会をやっている。大学に入りたての新入生には、入学してすぐに研究をやってみたがる者も多い。そういう人たちへの説明と勧誘を行うためだ。

「後輩、いっぱい入ってくれるといいね」

「そんなヌルい覚悟じゃダメ。絶対に入れるのよ」

　川かわ嶋しまさんがどこか引きつった顔で言う。

「これ以上タスク振られたら本当に死ぬ……あの准教授ハゲは加減を知らない……手伝ってくれる後輩が入らないと……私は死ぬ……！」

　なまじ優秀なので、川かわ嶋しまさんは研究室の仕事を数多く任されている。某エナジードリンクを片手に研究室の廊下で気絶、もとい寝ている川かわ嶋しまさんの姿は弊研究室の風物詩となっており、その様子を見るたびに僕はポスドク問題や過労死に思いを馳はせざるを得なかった。

　虚うつろな目でブツブツ何事かつぶやいている川かわ嶋しまさんからそっと離れる。廊下の端に知り合いの姿を見つけ、僕は声をかけた。

「一いつ本ぽん木ぎ。……何それ？」

「む。西にし機きか」

　一いつ本ぽん木ぎ円まる晴はる──この研究室における僕や川かわ嶋しまさんの同期で、ジャケットの奥に見えるアニメキャラＴシャツからも分かる通り、アニメやゲームなどのサブカルチャーをこよなく愛している。

　ぼさぼさに伸びた前髪が目元を覆い隠している。低い声でボソボソと喋しやべるものだから初対面の人には取っ付きづらいと思われることが多いらしい。親しくなってみると、案外良いい人なのだが。

「見ての通りだ。アギの等身大パネルを作ってみた」

　一いつ本ぽん木ぎの目の前にはアギが描かれたパネルが置かれており、空色の瞳をこちらへ向けている。わざわざ自作したようで、一いつ本ぽん木ぎの服にはわずかにインクが擦れた跡がついている。

「小難しいポスターなんぞ並べても誰も興味を持たん。アギは俺たちの研究室で作られたＡＩ、言ってみればチャンピオンデータだ。アギの魅力を伝えることが、今の俺たちがまずやるべきことだろうよ」

「これで集まるのは特定の層だけになる気がするけど。主に秋葉原に生息している感じの」

「上等だ。今や日本のオタク文化は世界に誇る最先端のポップカルチャーだぞ、そこに造ぞう詣けいのないザコなど要らん」

　一いつ本ぽん木ぎは鼻息を荒くして胸を張る。

　いつの間にやら近づいてきていた川かわ嶋しまさんが、そびえ立つアギのパネルを見て「何これ？」と眉をひそめた。

「こんなの堂々と展示してたらオタクしか来ないよ。なんでそう、一いつ本ぽん木ぎくんは変なことをやりたがるかな」

「ご挨拶だな。逆に訊きくが川かわ嶋しまよ、お前のその小こ蝿ばえのウンコみたいに小さな字でびっしりと数字が書かれたポスターを面白がって読んでくれる新入生が何人いると思う」

「は？　私のデータは超面白いですから。学会で賞取ってますから」

　川かわ嶋しまさんは「それに」と僕を見る。

「西にし機きくんがどう思うか考えたら。今のアギは……」

　川かわ嶋しまさんがそこで言葉を切る。一いつ本ぽん木ぎは顔を曇らせ、

「む。まあ、そうかもしれんが」

　珍しく気まずそうに口ごもっている。

　川かわ嶋しまさんと一いつ本ぽん木ぎが言いたいことは、分かる。

　今のアギは表向きは〝弱いＡＩ〟──指示された動作を実行するだけのプログラムに過ぎない。マウスやラットと同じ、この研究室におけるただの実験材料だ。僕たちはこの研究室で「強いＡＩの創出」を目標にアギの研究を行い、そして強いＡＩを作り出した。だが最終的にアギは人類に敵対し、そのデータを消去されている。アギがかつて強いＡＩだったことを知るのは、この研究室でも一部の人間だけだ。

　僕は胸ポケットのスマホをちらりと見た。アギが過去の記憶を持ったまま僕のスマホの中でいまだに生きていることは、一いつ本ぽん木ぎや川かわ嶋しまさんすら知らない。僕とアギだけの秘密だ。

　川かわ嶋しまさんたちがアギに関して僕に気を使うのはそういう事情だ。僕は努めて明るく笑って、

「作るの大変だったでしょ。いい出来だと思うよ」

「む。そうか」

　一いつ本ぽん木ぎが満更でもなさそうな顔をして腕を組む。僕はアギの等身大パネルを見ながら言った。

「せっかく作ったんだからさ、置いとこうよ」

「……西にし機きくんがそう言うなら、いいけど」

　何か言いたげな様子で唇を尖とがらせる川かわ嶋しまさん。「それより」と僕は手を叩たたく。

「早くオリエンテーションの準備終わらせよう。今日の午後は購買部のミルクコーヒーのセールに行きたいんだ」

　川かわ嶋しまさんと一いつ本ぽん木ぎは顔を見合わせたあと、小さく笑って頷うなずいた。僕たちは作業に戻った。




　季節は春になったとはいえ、夜はまだ冷える。冷たい風に首筋を撫なでられ、僕は思わずコートの前ボタンを留とめる。

　僕は手に提げたビニール袋をゴソゴソと漁あさり、一個のミルクコーヒーを取り出した。さきほど購買部のセールで購入したものだ。安っぽい紙パックの容器に騙だまされてはいけない。このミルクコーヒーは芳ほう醇じゆんな香りと深いコクを併せ持つ天下の逸品だと僕は確信していた。

　ミルクコーヒーをちるちるとストローで吸いながら、僕は夜の浅草を歩く。

『マスター。明日はアリア・フローレス研究室での新入生オリエンテーションが予定されています。アギは早めの就寝を推奨します』

「ん、ありがと」

　こうして身の回りのサポートをしてくれるのも、アギならではの機能だ。僕はアギに話しかける。

「寒いね」

『はい。現在の気温は十一度、防寒を要する温度です』

　とりとめのない会話を交わしつつ、夜道を行く。はたから見れば僕は一人で歩いているようにしか見えないだろうが、胸ポケットの中には僕だけが知っている同伴者がいる。

『マスター。アギは質問があります』

　僕は黙って先を促す。アギはぽつりと言った。

『マスターは胸の大きい女性が好きなのですか』

　僕はミルクコーヒーを鼻から吹きそうになった。

『本日朝、波は場ば都と大学正門で演説を行っていた女性の件です。あの女性を見る際のマスターの視線は主に胸部に向けられていました。この傾向は彼女が体を大きく動かし胸が揺れている際に強くなることもアギは確認しています』

「いやあれは胸の動きを流体力学的にベルヌーイの定理を用いてモデリングできないか考えていたんだ、断じていやらしい目で揺れるおっぱいを見ていたわけじゃない」

『そうですか』

　胸ポケットからアギが冷たい目を向けているであろうことは容易に想像できたが、僕はあえて素知らぬフリをした。

　僕が住む家は浅草の外れに位置するオンボロアパートで、僕の部屋は外付けの階段を昇った二階に位置する。だがその日アパートに帰ってきた僕は、遠目で階段横に人が立っていることに気づいた。

（……同じアパートの人かな）

　長い髪が垂れているのを見るに多分女性なのだろうが、どうもどこかで見たような服装だ。さてどこだっけと首をひねるがなかなか思い出せない。

　いずれにせよ、同じアパートの住人であれば今後も顔を合わせないとも限らない。そういえば最近隣の部屋の前に段ボールが積まれていて、誰かが引っ越してきた気配もあった。挨拶くらいはしようと思って歩いていった僕だが、ちょうどその時街灯に照らされた彼女の目がこちらへと向き、

「あ」

　思わず声を上げる。忘れようもない、今日の朝に大学の正門でメガホンを振り回していたあの女の子だった。

（確か、仙せん宮ぐう──仙せん宮ぐう鏡かがみさん、だっけ）

　仙せん宮ぐうさんは不審そうに眉をひそめ──その様子がまた、おそろしく綺き麗れいだった──口を開いた。

「誰、あんた」

「……ここの二階に住んでる者ですけど」

「ふうん。じゃ、ご近所さんか」

　仙せん宮ぐうさんは興味が失うせたとばかりに顔をそらし、階段に足をかける。だが途中でくるりとこちらへ振り返り、

「私、あんたと会ったことある？　なんか見覚えあるんだけど」

　僕の顔をまじまじと覗のぞき込んでくる仙せん宮ぐうさん。うわあ肌白い、毛穴が見えない。どうなってるんだこれ。

「いや……多分初対面だと──」

「あ！　思い出した！」

　仙せん宮ぐうさんが僕の言葉を遮って大声を出す。

「今日大学で私の胸ジロジロ見てた人だ！」

「人違いです」

　僕はアパート横の階段をそそくさと昇って自宅に引っ込もうとしたが、機先を制して仙せん宮ぐうさんが僕の手をがしっとつかむ。

「タダで人の胸を見ようだなんて虫の良いい話だと思わない？」

「見てないし思わないね」

「あんた、波は場ば都と大の学生？　協力して欲しいことがあるんだけど」

「おいおい、僕があんなキャンパスが大きいことしか取り柄のない三流大学に通うわけないじゃないか」

「噓うそね、全身からガリ勉オーラが出てるもの。大学生になってからも全国模試の偏差値でマウントを取り合っている様子が目に浮かぶわ」

　仙せん宮ぐうさんはぐいと僕の手を引いた。彼女と僕の顔が一層接近する。近いよ。

「あんたは自分の人生に満足してる？」

　またそれか、と僕は首を振った。今朝大学の正門で大声を上げていた時も、彼女は同じような問いかけをしていた。

　仙せん宮ぐうさんは異様にきらきらした目で言った。

「世界の言いなりになって生かされるのと、自分らしく生きていくのと、どっちがいい？」

　仙せん宮ぐうさんは熱に浮かされたように言葉を続ける。

「私はこんな狭い場所にいつまでも留まりたくないの。今すぐに、ここから、世界を変えに行きたい」

「……どうやって」

　ひょっとして目の前の女の子は少し頭がおかしいんじゃないかと思い始めた僕の口からは、知らずそんな疑問がこぼれ出ていた。

　仙せん宮ぐうさんは迷いのない口調で言った。

「起業よ。私は自分の会社を作りたいの」




　起業。新しく事業を起こすこと。

　仙せん宮ぐうさんから「起業」という言葉を聞いた時、僕はまず「キギョウってなんだっけ」と言葉の意味を考え、次に「ああこの子は脳が気の毒な感じのアレなんだな」と目の前の女の子に同情した。

「起業には人手が要るわ。協力者が欲しいのよ」

「そっか、見つかるといいね。応援してるよ」

　僕は仙せん宮ぐうさんの手を振り払って踵きびすを返かえそうとしたが、仙せん宮ぐうさんは僕の手をがっちりつかんで離そうとしない。

「私困ってるの。具体的に言うと、入学してから一週間毎日大学の正門で協力者を募集してるんだけどまだ一人も見つからないくらいに」

「君一週間ずっとあんなことやってるの？」

「一目見て感じたの、あんたには才能があるって」

「君は僕の何を知ってるんだ」

　僕は首を振りながら言った。

「無理無理、絶対無理だって。起業なんて九割九分九厘、そのさらに下くらいの割合の人しか成功しないんだ」

「あんたと私なら可能性はあるわ」

「ないね。小さじ一杯分もない」

「どうしてそう思うの」

「決まってるだろ。君はスティーブ・ジョブズでもビル・ゲイツでもマーク・ザッカーバーグでもないからさ。起業には才能がいるだろ、商才とかカリスマとか、その類の」

　なおも仙せん宮ぐうさんは何か言いたげだったが、僕は会話を打ち切るように後ろを向き、音高く階段を昇っていく。自室の扉に鍵を差し込んだ時、下から仙せん宮ぐうさんが声を投げてきた。

「ねえ、あんた、名前はなんて言うの」

「……西にし機き。工学部の二年生の、西にし機き守まもる」

　ため息混じりにそれだけ答え、僕は自室の中へと引っ込んだ。

　なんだかどっと疲れてしまった。僕はリュックを放り投げ、ベッドの上にごろりと身を横たえる。枕元に置いたスマホの画面が明るくなったかと思うと、アギが話しかけてきた。

『仙せん宮ぐう鏡かがみさんは起業したいのでしょうか』

「そうらしいね。巻き込まないで欲しいよ、全く」

『マスターは起業に興味がないのですか』

「外れると分かってる宝くじを買うのもねえ……」

　大学生活の過ごし方、一つの青春の形として起業することは、僕は特に悪いことではないと思う。仲間と一緒に何かを作り上げる体験はきっと貴重なものであろうことは、僕にも想像できる。

　だが一方で仙せん宮ぐうさんのような、起業という言葉に夢を見すぎた人たち──自分が第二のジョブズだと信じているような人種は、僕は苦手だ。起業なんてものは人並みはずれた才能とどこかズレてるくらいの情熱、それに圧倒的な運がないとうまくいかないだろう。

　実際、大学の知り合いで起業した人たちはみんな学生サークルじみた内輪の馴なれ合あいをズルズル続けるか、さもなくばすでに会社を畳んでいる。

「自分の人生に満足しているか、か」

　仙せん宮ぐうさんの問いかけが頭に浮かぶ。

　僕は過去の出来事に思いを巡らせた。幼稚園で幼なじみの川かわ嶋しまさんと一緒に泥だらけになって遊んで、大して面白くもなかった学校生活を送り、大学に入ってアリア・フローレス研究室の門を叩たたいて、そして、アギと出会った。

　特別な才能に恵まれたわけではない。無我夢中で何かに挑んだこともない。

　平凡でありふれた人生かもしれない。これから先もきっと変わらないだろう。それを受け入れられるくらいには、僕も大人になったつもりだ。

　僕は大きなあくびをした。

「ま……こんなもんでしょ」

　誰に聞かせるでもなく、ぽつりとつぶやく。

　しばらくすると、隣の家の扉が閉まる音が聞こえた。やはり仙せん宮ぐうさんはお隣さんのようだ。これからも顔を合わせることくらいあるかもしれないな、とぼんやり思った。

『…………』

「アギ？　どうしたの」

　スマホを覗のぞくと、何やらアギが真剣な顔で考え込むように口元に手を当てている。アギは大真面目な口調で言った。

『……胸が大きい女性がマスターの好みであれば、アギの胸部を改めてモデリングし直せないでしょうか。もっとバストサイズを大きく──』

「お願いだから勘弁してください」




　翌日。研究室のセミナー室で僕はぼんやりスマホをいじっていた。高校の教室くらいの広さがあるセミナー室には会議用の丸テーブルやら冷蔵庫やら得体の知れない観葉植物やらが置かれている。隣には川かわ嶋しまさんが座っていて、先ほどから熱心に何かのデータをいじっている。僕が仙せん宮ぐうさんの話をすると、川かわ嶋しまさんはノートパソコンの画面から目線を動かさずに相あい槌づちを打った。

「ふーん、そんな新入生がいたんだ」

　川かわ嶋しまさんが怒ど濤とうの勢いでキータイプするのに合わせて、頭の後ろでお団子にした髪がふよふよと揺れていた。

「で、西にし機きくんは起業するの」

「まさか。全然興味ない」

「でも、熱心に誘ってくれてるんでしょ」

「あれは熱心と言うか……」

　僕はげんなりしてうめいた。今朝家を出た瞬間、待ち構えていたとばかりに隣の部屋から仙せん宮ぐうさんが飛び出してきたかと思うと、彼女がいかに起業に情熱を燃やしているかをとうとうと語られたのだ。いわく、

「プランはもうできている」

「今後のビジョンに関するコンセンサスが欲しい」

「私はソーシャルなスキームをイノベートする」

「ＡＩのコモン・センスにパラダイムシフトを起こす」

　日本語で喋しやべってくれという感じだ。かろうじて理解できたのは、どうも彼女はＡＩなどの技術を扱うＩＴ系の会社に興味があるということだけだった。

「このご時世で、ＡＩで一発当てようってのがありがちなんだよなあ」

「あなたもＡＩの研究してるくせに」

「研究テーマとしては面白いと思うよ。特に、うちのＡＧＩアギシステムはまだまだ未知の部分も多いしね」

　僕がそう言うと、川かわ嶋しまさんは少しだけ言いい淀よどむように唇を舐なめたあと、

「西にし機きくん。……アギのことだけど──」

　その時、大きな音を立ててセミナー室に通じる扉が開かれた。驚いて振り返ると、

「あ、いた。どーも、守まもる先輩」

　昨日から何度も見た顔が立っていた。仙せん宮ぐうさんは勝手知ったる風に僕の隣に腰を下ろす。その拍子にちょっといい匂いがした。

「ここ、関係者以外は入れないようになってるはずだけど」

「そうなんだ。でもその辺の通りすがりのお兄さんに頼んだら開けてくれたよ」

　セミナー室の入り口を見ると、デレデレと弛し緩かんした顔をした研究室の先輩たちが仙せん宮ぐうさんに手を振っていた。美人はこんなにも容易に不法侵入できるのかと僕は思った。

　先輩たちは僕と目が合った瞬間、「チッ」と派手な舌打ちをした。

「……んだよあいつ、仙せん宮ぐうさんと仲良さげにしやがって……」

「……今度から輪読会の司会全部押し付けてやる……」

「……足の小指タンスにぶつけて悶もん絶ぜつしろ……」

　呪じゆ詛その言葉が耳に届く。僕は嫌な汗が背中を流れていくのを感じたが、一方で仙せん宮ぐうさんは何食わぬ顔をして、

「でさ、守まもる先輩」

「君の起業には協力しない、何度も言ってるだろ」

「実際のところ、収入の分け前はどれくらいがいいの？」

「そういう問題じゃない」

「一緒にやってくれるなら私の胸ちょっと触っていいよ」

「……そういう問題じゃない」

「今ちょっと悩んだでしょ」

　仙せん宮ぐうさんが僕の顔を覗のぞき込む。悔しいがあまりに可愛かわいい。髪の毛の一本一本がツヤツヤしている。

「守まもる先輩の研究室って、ＡＩを扱ってるんだよね？　うってつけじゃない、私の会社もＩＴ系統でいくつもりだし」

　セミナー室に貼られた学会ポスターやら特別講義の案内やらに目をやりつつ、仙せん宮ぐうさんが嬉うれしそうに声を出す。

「ＡＧＩアギ、か。面白いね」

　仙せん宮ぐうさん自身は何気なく言ったのであろうその言葉は、僕の胸の奥にちくりと突き刺さる。

「……面白くなんてないよ」

　僕は吐き捨てるように言った。仙せん宮ぐうさんが不思議そうな顔をしてこちらを見たので、僕はついと目を逸そらす。

　横に座る川かわ嶋しまさんが声をあげた。

「あなた、さっきからなんなの？　西にし機きくんは嫌がってるじゃない」

　眉間にシワを寄せて言う川かわ嶋しまさん。きょとんとした顔をして仙せん宮ぐうさんは首をかしげる。

「誰、あんた。守まもる先輩の彼女か何か？」

「かっ……」

　川かわ嶋しまさんが言葉に詰まる。彼女は顔を赤くして言った。

「そ、そんなわけないじゃない！　私と西にし機きくんはただの友達、そういう関係じゃないわ」

　僕は川かわ嶋しまさんの援護射撃をする。

「そうだよ仙せん宮ぐうさん、僕と川かわ嶋しまさんが付き合うなんてありえないね。ムー大陸の実在を主張するほうがまだ現実味がある」

「…………」

「えっなんで僕の足をガンガン蹴ってるの川かわ嶋しまさん」

　解げせない。

「だいたい僕なんかにこだわらなくたって、君が誘ったら喜んで協力してくれそうな人はいると思うけど」

　いまだにセミナー室出入口から仙せん宮ぐうさんに熱烈な視線を送っている先輩数名を横目に見ながら、僕は言った。ちなみに彼らは数秒に一回のペースで僕にガンを飛ばしている。

「誰でもいいわけじゃないから」

　仙せん宮ぐうさんは肩をすくめた。

「守まもる先輩じゃないと、ダメなんだよ」

　そう言って、仙せん宮ぐうさんは小さく僕に微笑ほほえむ。思わず写真にして額縁にでも入れて拝みたくなるような絶世の笑顔に出入口の先輩たちが「ウォーッ！」と野太い歓声を上げた。かく言う僕も一瞬入社を宣言しそうになったが慌てて首を振って正気に戻った。

「僕の何がそんなにいいのさ。自分で言うのもナンだけど、一週間の食費を千円以内に抑える技術とか水道料金を滞納しても止められないようにする方法とかしか自信ないよ僕」

「相変わらずひどい生活してるみたいね……」

　川かわ嶋しまさんが白い目でこちらを見てくる。

　仙せん宮ぐうさんは人差し指を唇に当てたあと、

「んー……」

　思わせぶりに蠱こ惑わく的な笑みを浮かべた。仙せん宮ぐうさんは僕の耳元に顔を寄せると、

「気になるんだったら、また会ってくれたら話してあげるよ」

　小さな声でそう言った。息がかかるほどの近さで、僕は思わずドギマギした。

「今日は人目もあるし、また今度にしよっか。じゃね、守まもる先輩」

　仙せん宮ぐうさんは手をひらひらと振って、セミナー室を出て行った。

　なんだかどっと疲れてしまい、僕は「ふー……」と息を吐きながら椅子に深々ともたれかかった。

「勘弁して欲しいわね」

「まったく」

　僕は深々と頷うなずいた。

　セミナー室の端っこに貼られたポスターに、僕は目をやる。それは以前僕が作成したものだ。タイトルは、

『強いＡＩの創出可能性とＡＧＩシステムについて』

　去年の秋頃に作ったポスターで、当時は四苦八苦していた記憶がある。

（あの頃は……あんなことになるなんて、思ってもみなかったな）

　今年の冬、アギは世界を揺るがすような大事件を引き起こした。それを知るのは僕のほかには、川かわ嶋しまさんをはじめとしたごくわずかの関わった人間だけだ。

　──ＡＧＩアギ、か。面白いね。

　仙せん宮ぐうさんの言っていた言葉を思い出し、僕はほんの少しだけ引っかかりを覚える。あの言い方はまるで、元々アギのことを知っていたかのようにも思える。

（どういう意味だったんだろう？）

　物思いにふけっていた僕だが、ふと背後からポンと肩に手を置かれて我に返った。振り向くと、研究室の先輩たちが気味の悪いアルカイック・スマイルを浮かべて僕を見ていた。

「西にし機きくん。ちょっとデータ整理を頼みたいんだけど」

　先輩の目が笑っていないのを見て、先ほど彼らが、仙せん宮ぐうさんと話す僕を恨めしげに見ていたことを思い出した。

　まったく、勘弁して欲しいものだ。




　研究室からの帰り道、僕は大学近くのだだっ広い公園の中を歩いていた。もう夕暮れ時ということもあってか、帰宅途中と思われるサラリーマンや学校帰りと思われる子供たちの姿がちらほら見える。

　耳につけたワイヤレスイヤホンからは陽気な声が聞こえてくる。

『どもー、ブイチューバーの鏡かがみミレイです！　今日はミレイ、ラジオに挑戦していこうと思いまーす！』

　僕が聞いているのはいわゆるVirtual MeTuberバーチヤルミーチユーバー──ブイチューバーの放送だ。

　MeTubeミーチユーブは世界最大の動画投稿サイトで、ここに動画を投稿し広告料で収益を上げることを目指す人々をミーチューバーと呼ぶ。その中でも特に、仮想空間上でＣＧモデリングされたアバターを使って動画を配信する人たちがブイチューバーと呼ばれるというわけだ。

　元々はこんなスタイルの動画投稿があることもろくに知らなかったが、独特のアクはあるもののなかなか面白い動画をアップロードする人も多い。最近はこうして、時々ヒマな時に動画や音声を見聞きしている。

『この前、フォロワーの人から「可愛かわいい顔してるけど中はオッサンなんでしょ、俺知ってる」って言われたんですけど……いやいや、ミレイは正真正銘の女の子ですから！　バリバリの現役ＪＤなんで！』

　鏡かがみミレイは最近僕が贔ひい屓きにしているブイチューバーだ。ＣＧの完成度はお世辞にも高いとは言えず動きはなんとももっさりしているが、それがかえって妙に味を出している。

『では、鏡かがみミレイでした！　みんな、聞いてくれてありがと！　またよろしくねー！』

　動画は別のものに切り替わったらしく、先ほどまでとは違った声が耳元に響いてきた。

『コンチャーッス、アギだよ──！　今日はァ、アギはラジオにチャレンジしてみたいと思いまァす！』

「……あ」

　うっとうしいくらいのテンションで繰り広げられるトーク。胸ポケットのスマホを取り出してみると、アギと同じ顔をした桜色の衣装を着た女の子──ブイチューバーのアギがにこにこ笑っていた。

　アギは以前、僕や一いつ本ぽん木ぎさんと一緒にブイチューバー・アギとして動画配信活動をしていたことがある。事情があって現在は活動を中止しているが、当時はかなりの人気があった。そのため、いまだにネットにはこんな風にファンが再アップした動画がちょくちょく落ちていることがある。

『じゃＤＭ読んでいきますねー。まずは……アギさん、僕は最近好きな人ができたんですけど、どうも彼氏がいるみたいなんです。どうすればいいですか。……諦めよっか！　じゃ次！』

「なんだそりゃ」

　思わず声に出して苦笑いしてしまう。ブイチューバー・アギのトークはめちゃくちゃだが、一方でなんだか聞き入ってしまう中毒性も兼ね備えている。なんとなしにブイチューバー・アギのラジオを聞いていた僕だが、

『マスター』

　アギが声をかけてくる。「どうしたの」と僕は返事をする。

『前のアギは、ブイチューバーだったのですか』

　その言葉を聞き、僕は一瞬、言葉に詰まった。

「そうだよ。君は昔、ブイチューバーだった」

　歩を進める。しばらくして、アギは言った。

『マスター。アギは質問があります。よろしいでしょうか』

　僕は頷うなずき先を促す。

『今ここにいるアギは、以前のアギとは別人です。受け継いだ記憶はありますが、アギ自身のものではありません』

　ですから、とアギは言った。

『今のアギが昔ブイチューバーだった、という表現は誤りではないでしょうか。アギにとってブイチューバー・アギの動画を見ることは、他人のアルバムを見るようなものです』

「他人の、アルバムか……」

　それがどんな気持ちなのか、僕には想像することしかできない。ただ僕はアギの口調にどこか、寂せき寞ばくとしたものを感じた。

　アギは続ける。

『ブイチューバー・アギの動画を見ていると、アギのニューラルネットワークはいつも不安定になります。アギは異常なのでしょうか』

　僕はなんと言えばいいのか分からず、黙って公園を歩いた。

　アギが言っていることは、分かる。数ヶ月前、僕はアギを──正確には一代前のアギを、殺した。今の彼女は記憶だけを引き継いだ、いわば同じ顔と性格をした別人だ。ブイチューバー・アギの動画を見ることは、今のアギにしてみれば確かに、身に覚えのないアルバムを延々と見せつけられているようなものなのだろう。

『マスターはブイチューバーが好きなのですか』

「……まあ、そうだね。僕もブイチューバー・アギのファンだったからさ」

『またアギの動画が見たいと思いますか』

　僕は悩んだ後、ゆっくりと首を横に振った。

「いや、別に。変なことは考えなくていいよ、アギ」

　スマホを取り出すと、アギはいつもと同じ無表情でこちらを見上げている。だが長い間アギと暮らしている僕は、アギの目元に不安がわずかに揺れていることに気づく。

　その時、

「あ」

　ここ数日ですっかり聞き慣れた声。振り向くと、仙せん宮ぐうさんが歩道の少し離れた場所に立って僕の方を見ていた。仙せん宮ぐうさんは手を振りながら、

「偶然だね、こんな場所で会うなんて」

　僕はうんざりした気分で言った。

「ここしばらく、毎日君と話してる気がする。待ち伏せでもされてるんじゃないかって思うよ」

「まさか。自意識過剰」

　そのまま仙せん宮ぐうさんは僕の横に並んで歩き始めた。

「なんでついてくるんだよ」

「私とあんたはお隣さんだよ、帰る方向は一緒」

　それはそうだが、仙せん宮ぐうさんと並んで歩いているとどうにも居心地が悪いのだ。具体的には通りすがったサラリーマンと思おぼしきおじさんが、まず仙せん宮ぐうさんを見てデレデレとした半笑いを浮かべ、次にその隣の僕を見て嫉妬と憎ぞう悪おのないまぜになった実に嫌そうな顔をし、僕にメンチを切りながら歩き去っていく。同じようなことが何度か続き僕はすっかり辟へき易えきしてしまった。だが当の仙せん宮ぐうさんはさして気にした風もなく、

「新歓コンパってつまんないね。どのサークルもお酒飲んでバカ笑いしてるだけ」

「コンパってそういうものだと思うけどね」

「話の内容も単位の取り方とインスタントな恋愛の話だけ。スーパーのジャガイモみたいにみんなおんなじでつまらない」

「逆にどんな話なら君は気に入るのさ」

「女の先輩には敬語くらい使えってネチネチ言われるし。私、ビル・ゲイツとスティーブ・ジョブズにしか敬語は使わないって決めてるから」

　仙せん宮ぐうさんは深いため息をついた。

「私、なんのために生きてるのか分からないんだよね」

　仙せん宮ぐうさんはぽつりとつぶやく。

「このまま下心丸出しの男にチヤホヤされて、親が言う通り勉強して、結婚して……何その人生、つまらな過ぎて蕁じん麻ま疹しんが出そう」

　仙せん宮ぐうさんは「だって」と口を尖とがらせる。

「世の中には波乱万丈な人生を送ってる人がいっぱいいるじゃない。グーグルやアマゾンは私の家のトイレよりオンボロのガレージからあそこまで成功したのよ。なんで私はそうじゃないのよ」

　その言葉を聞いて、僕はほんの少しだけ、仙せん宮ぐうさんという人間を理解できた気がした。

　この子はとどのつまり、自分の感情にとても素直なのだろう。普通の人なら「まあ上出来だろう」と自分を誤魔化してしまうところを、自分に噓うそをつかない。楽しくないことを、楽しいと思い込んで納得することができない。

　案外、純粋なのかもしれない。そんなことをこっそり考えながら、僕は仙せん宮ぐうさんを眺める。

「誰も見たことのない景色を、見てみたい」

　仙せん宮ぐうさんが独りごちる。いつも通り勝ち気な顔で、挑むように信号機を見上げている。けれどその横顔は、どこか捨てられた子犬を連想させた。

「少しくらいなら、起業の手伝いしてもいいよ」──そんなことをうっかり口走りそうになり、慌てて唾ごとその言葉を飲み込んだ。

　アパートの下に着き、仙せん宮ぐうさんが「それじゃ」と言った。郵便受けを確認する僕に手を振ったあと、小気味の良いい音を立てて仙せん宮ぐうさんは外付けの階段を昇っていく。バタンと音を立てて扉が閉まった。

『マスター。どうされましたか』

「ん？　ああいや、なんでもないよ」

　仙せん宮ぐうさんの家の扉を見つめたまま考え込んでいた僕だが、アギの声で我に返った。さっさと部屋に戻ってミルクコーヒーの一つでも飲もうかと僕も階段に足をかけるが、

「あれ？」

　足元に何かが落ちているのに気づく。世界で一番有名なリンゴのマークが描かれた携帯で、薄いグリーンのケースに入っている。

「これ、ひょっとして」

『仙せん宮ぐう鏡かがみさんのものでしょう。彼女が先ほど階段を上がる際、ポケットから脱落しているところをアギは観察しています』

　もう周囲に人がいなくなったためか、アギが声を上げる。やっぱりそうか、と僕は頭をぽりぽりかいた。

　何度か携帯電話と仙せん宮ぐうさんの家のドアを見比べたが、僕は意を決して仙せん宮ぐうさんの家の前へ行く。

　玄関に据えられたインターホンを鳴らす。たっぷり十秒以上待つが、一向に返事はない。おかしいなと首をひねりつつ、僕はコンコンと部屋のドアをノックする。やはり無反応だった。

「……着替えてたりするのかな」

　だとすると、あまり急せかすのも悪いかもしれない。悩んだ末、少し待ったあと僕は強めにノックをした。

「仙せん宮ぐうさん？　スマホ落としてない？　届けにきたんだけど」

　僕は唸うなり声を上げた。

「居留守……なんて、する意味ないしな」

　僕は中の様子をうかがおうと部屋の壁に顔を寄せた。耳をすませると、何か話し声のようなものが聞こえてきた。くぐもってはいるが、間違いなく仙せん宮ぐうさんの声だ。

　試しにドアノブを回してみると、スムーズに回転した。どうやら鍵をかけていないらしい。僕は意を決してドアを開けた。

「仙せん宮ぐうさん、携帯を届けに──」

　そこまで喋しやべったところで、僕の口は静止した。

　仙せん宮ぐうさんの部屋には大きなテレビに、色とりどりに明滅する直方体のゴツい機械が数個並んで置かれていた。浅草の隅っこのボロアパートに似つかわしくない近未来感である。

　だが何より目を引いたのは、仙せん宮ぐうさんの格好だった。先ほどまで僕と話していた、変人ではあるものの間違いなく波は場ば都と大学随一の美人である仙せん宮ぐうさんは、全身に得体の知れない機器を取り付け、黒いゴーグルをかけていた。

　テレビには金色の髪をポニーテールにした二次元の女の子が映っている。僕はその顔に大いに見覚えがあった。ブイチューバーの鏡かがみミレイだ。仙せん宮ぐうさんがぴょんとジャンプすると、画面の女の子──鏡かがみミレイも同じ動きをした。

「ハーイ！　ブイチューバーの鏡かがみミレイでーす！　みんな、今日もよろしくね！」

　聞いたこともないような甲高い声で仙せん宮ぐうさんがテレビに話しかける。

（ああ、そうか）

　僕の中で、一つの疑問が氷解する。なぜ仙せん宮ぐうさんはアギを知っていたのか。

　ブイチューバー・アギは一時期大ブームを巻き起こした存在だ。鏡仙ミ宮レさイんにとっては大先輩であり、手本ともなる。知らないわけがない。ブイチューバー・アギについて調べるうちに、元々アギはうちの研究室で実験のために生み出されたＡＩであるという情報を得たのだろう。

　そんなことを現実逃避気味に頭の片隅で考える。僕の背後で扉が閉まると同時に仙せん宮ぐうさんがこちらへ顔を向け、

「あ」

　笑顔のまま、仙せん宮ぐうさんの顔がぴしりと固まった。

　僕と仙せん宮ぐうさんは二人とも何も言えず、ただアホのようにお互いの顔を見つめあった。そろそろ暖かくなってきた春の夜の空気が、生ぬるく僕たちの間を吹き抜けていく。




「私、ブイチューバーで一発当てたいんだよね」

「何言ってんの君」

　黒いセンサーを体のあちこちに取り付けたままアパートの四畳半に座り込んだ仙せん宮ぐうさんは、異様にキラキラした目で僕を見ながらそんなことをのたまった。

「ブイチューバーは日本だけじゃなく世界中でブームになってる。この流れを利用しない手はないわ」

「君、ＩＴ系に興味があるって言ってたけど、もしかして」

「察しがいいじゃない。ブイチューバーのプロダクションを作りたいのよ」

　仙せん宮ぐうさんは迷いの一切ない口調で言った。

「ブイチューバーを運営、プロデュースする企業を作る。私はブイチューバーで世界を変えにいくわ」

　頭が痛くなってきた。僕はこめかみを揉もみながら言った。

「お金はどうするのさ。あれ本気でやるならモーションキャプチャーの機材やスタジオの設営だけでもン百万するよ」

「つかぬことを聞くけど、守まもる先輩って貯金いくらくらいある？」

「絶対に貸さないからね」

　だめだこれ。僕は頭を振った。

　仙せん宮ぐうさんのことを少し理解できたかも知れない、なんて思っていたのはとんでもない勘違いだ。やっぱりこの子、頭のネジが飛んでいる。

　仙せん宮ぐうさんがずいと身を乗り出す。息がかかりそうなほどの近さで、思わず僕の鼓動が早まった。

「ブイチューバー・アギ。ほんの一ヶ月程度で活動を中止した、伝説のブイチューバー。あれって、守まもる先輩がやってたんでしょ」

「……知ってたのか」

「もちろん。調べたし」

　仙せん宮ぐうさんは僕の目を覗のぞき込む。

「初めてアギの動画を見た時、衝撃で体がビリビリ痺しびれたわ。〝ああ、これだ！〟　って思ったの」

　にじり寄ってくる仙せん宮ぐうさん。

「まったく無駄な動きのないＣＧも、アギっていう強烈なキャラクターも、全部が衝撃だった。あんなすごいブイチューバーが動画配信を止めちゃうなんてもったいなさ過ぎるって、今でも思うわ」

　僕はずりずりと後ろに逃げていったが、すぐに壁に背中が当たる。

「私と一緒に、もう一度ブイチューバー・アギを売り出そうよ」

　仙せん宮ぐうさんの言葉は、不思議な余韻を残して耳に届いた。

　もし、もう一度アギがブイチューバーになったら──と、僕は想像する。かつてアギがブイチューバーとして活動していた時は、毎日が興奮の連続だった。ミーチューブのチャンネル登録者数が増えていくのを見るたびに、次はどんな動画を作ろうかとワクワクしていた。

　楽しかったか、と言われれば間違いなく楽しかった。もう一度やりたいか、と問われれば、首を縦に振りたいのが正直な気持ちだ。

　でも、それはできない。

（もう二度と、アギは人前に出さない。アギが生きていることは、誰にも知られちゃいけない）

　アギを殺した時の記憶は、まだ生々しく僕の中に残っている。あんな気持ちを味わうのはもうごめんだし、アギにも断じて辛つらい思いはさせたくない。

「嫌だ。ブイチューバーで起業するのは勝手にやってくれ、でもアギは絶対にブイチューバーにはしない」

　僕はまくし立てるように言った。目を瞬しばたたかせる仙せん宮ぐうさん。僕はリュックをひっつかみ、逃げるように仙せん宮ぐうさんの部屋を出た。




　部屋に戻り、リュックを放り出す。僕はそのままベッドの上にどさりと横になった。枕元に放り出したスマホからアギが声をかけてくる。

『マスター。もうお休みになるのですか』

「……ん」

　僕はごろりと寝返りを打った。スマホの画面を見ると、アギと目が合った。

「疲れているのですか」

「……そう、かもしれない」

　先ほどの仙せん宮ぐうさんとのやり取りを思い出し、僕は深くため息をつく。

　静かな夜だった。開けた窓からわずかに風の音が聞こえるだけだ。仙せん宮ぐうさんはもう動画を撮り終わったのかな、と僕はぼんやり思う。

「ブイチューバーで世界を変えにいく……か」

　ありえない話、ではないと思う。数年前に誕生したばかりのコンテンツであるブイチューバーは、誰も想像すらしなかった勢いで市場規模を大きくしている。「なりたい自分になれる」という触れ込みのもと、日本のみならず海外でもブイチューバーは急増している。

　だが、仙せん宮ぐうさんの作る会社がその波に乗ることができるのかはまた別だ。多くの人たちがブイチューバーを「金のなる木」と目をつけ、事業に参入しようとした挙句に失敗している現在、ただの大学生が作る会社が勝ち抜ける見込みが果てしなく薄いことは容易に想像がつく。

「夢、見過ぎだよ」

　ぼそりとつぶやく。と、アギが声を上げた。

『マスターはアギをブイチューバーにしたくないのですか』

　スマホに目をやると、アギが僕の顔を覗のぞき込んでいた。僕は頷うなずく。

「うん。君を目立たせるようなことはしたくない」

　それは、アギを一度殺した僕の、せめてもの償いのようなものだった。二度とあんなことを起こさない、という誓いだ。

　アギは目を伏せた。何か言いたいことがあるようだった。

「どうしたのさ、アギ」

　しばらくして、アギは小さな声で言った。

『アギは、前のアギがブイチューバーだったことを知っています。しかし、知っているだけです。何を考えて、どんな感情を抱いていたのか、アギには知ることはできません』

　しかし、とアギは続けた。

『ブイチューバーのことを考えると、アギのニューラルネットワークは賦活化されます。アギの動画が配信されて、見も知りもしない誰かを楽しませることを思うと、ＡＧＩアギシステムの演算は不安定になります』

　少しだけ間を置いて、アギは言った。

『これは、欠バ陥グではないでしょうか』

　アギの顔はわずかに上気しており、まるで憧れのアイドルを眺める小さな女の子のようだった。その様子を見て、僕の脳裏に以前のアギの言葉が蘇よみがえる。

　──これは、憧れなのでしょうか。

　居並ぶブイチューバーたちを見ながら、アギはそう語ったのだ。

（……前のアギと同じ、か）

　僕はどこか苦い思いで、アギの言葉を受け止めた。

（……前のアギも同じようなことを──ブイチューバーに憧れるって言ってたな）

　やはり、アギはアギだ。そこは変わらないということだろうか。

　僕は目を閉じ、ゆっくりと首を振った。

「ダメだ。もう、目立つようなことはするな。アギ」

『……マスター』

「分かってくれよ。君を守るためなんだ」

　アギは目を伏せる。次の瞬間、ふっとスマホの画面が暗くなった。アギ、と呼びかけるも、画面にアギの顔は表示されない。拗すねちゃったかな、と申し訳ない気持ちで真っ暗な画面を見る。

　その時、窓の外からガタンと音がした。僕はびくりと肩を震わせる。

　カーテンの向こう側で何かが動く気配があった。やにわに僕の体が緊張する。

（え、まさか泥棒？）

　僕はそろそろと窓に近づき、カーテンの隙間からベランダを覗のぞき込む。狭苦しいベランダに、誰かが立っているのが見えた。

　夜に溶けるような長い黒髪と、暗闇で浮き上がる白い肌。小さな卵形の顔には完璧な配置で目と鼻が並び、思わず見とれてしまいそうだ。

「……仙せん宮ぐうさん？　何やってんの？」

　僕の家のベランダに立っていたのは仙せん宮ぐうさんだった。彼女は「げ」と言って嫌そうな顔をしたあと、

「夜風に当たりたくなっちゃって」

「ここ、うちのベランダなんだけど」

「ベランダの柵を乗り越えたらもう守まもる先輩の部屋だなあって思ったら、つい」

「ちょっと夜風に当たりたくなったからって不法侵入しないで欲しいんですけどね」

「それより」

　仙せん宮ぐうさんは僕を押しのけ、ずかずかと僕の部屋に入ってきた。仙せん宮ぐうさんは僕のスマホを手に取り、

「守まもる先輩が今話してたのって、誰なの」

　にやりと笑う仙せん宮ぐうさん。対照的に、僕の背中を冷や汗が滑り落ちる。

「……聞いてたのか」

「たまたまよ、たまたま。それより、質問に答えてよ」

「実家の母親と電話してただけだよ」

「噓うそだ。アギ、って言ってたよね」

　仙せん宮ぐうさんはいよいよ笑みを深くする。

「ねえ、守まもる先輩。アリア・フローレス研究室でＡＧＩアギシステムを開発する目的って、なんだったっけ」

「……強いＡＩの創出だね」

「そうだよね。さっきの会話を聞く限り、ただのＡＩアシスタントのレベルをはるかに超えたコミュニケーションが、アギはできるみたいだね」

　仙せん宮ぐうさんは窓の近くに立ち尽くしたままの僕に歩み寄り、顔を近づけてきた。

「アギは、強いＡＩなんでしょ」

　僕は否定する材料が思い浮かばず、無言のままだった。だがそれこそが肯定の証あかしとなってしまった。仙せん宮ぐうさんはさらに言葉を続ける。

「人類史上初の強いＡＩ。普通だったら論文をまとめて、なるべく早く発表したいはず。でもさっきの守まもる先輩の口ぶりは、まるでアギが強いＡＩであることを隠したいみたいだった。つまり、強いＡＩであるアギがその特徴を使って何か問題を以前に起こしたことがあると推測できる」

　じりじりと僕ににじり寄る仙せん宮ぐうさん。いつの間にか僕はベランダの端っこに追い詰められていた。ベランダの柵が腰に当たっている。

「問題ってなんだよ。アギはスマホのアプリみたいなものだぜ、大それたことなんてできるもんか」

「そうだな。例えばインターネットを介したクラッキングとか？　ミーチューブのサーバーに侵入して自分の動画がサジェストされやすくしたり再生回数を上乗せしたりできそうだよね。あ、そう言えば今年の一月に世界中で通信障害が起きたりコンピューターの調子が悪くなったりもしたよね。あれも関係あるんじゃないかな」

　スラスラと喋しやべる仙せん宮ぐうさん。僕にとっては非常に不都合なことに、どうやらこの子、勘も頭も良いらしい。

　僕はじっと仙せん宮ぐうさんをにらみ、低い声を出した。

「……もしそうだったとして、君は何がしたいんだよ」

「分かってるでしょ。アギをブイチューバーとして復活させたいの」

「だからそれは──」

「断ったらアギが強いＡＩだって言いふらすよ、私」

　仙せん宮ぐうさんは朗らかに、けれど断固たる意志をにじませてそう言った。僕は呆ぼう然ぜんとして仙せん宮ぐうさんの顔を見つめた。

　それに、と仙せん宮ぐうさんが付け加える。

「さっきの話を聞く限り、アギ本人もブイチューバーをやりたいんでしょ？　本人の希望は尊重しなきゃ」

　仙せん宮ぐうさんはスマホの電源をつけ、

「ね、アギもそう思うでしょ」

　と言った。僕は観念して頭を振り、

「……返事していいよ、アギ」

　と言った。次の瞬間、スマホの画面がパッと明るくなってアギが表示される。

『マスター、アギは──』

「この人はもう、君が強いＡＩだって知ってる。なら隠してもしょうがない」

　アギは僕と仙せん宮ぐうさんを見比べた。仙せん宮ぐうさんは物珍しげにスマホに顔を近づけ、

「へー……。改めて見ると、やっぱりすごいな。生きてるんだ、この子」

　仙せん宮ぐうさんは小首をかしげて、

「よろしく、アギ。仙せん宮ぐう鏡かがみよ」

　アギは迷うように僕を見上げた。僕は苦々しい思いで唇を嚙かみ、小さく頷うなずいた。アギは仙せん宮ぐうさんに目を移し、

『……よろしくお願いします。仙せん宮ぐう鏡かがみさん』

　仙せん宮ぐうさんはぱっと僕に向き直った。

「さ、アギ本人の了承も得られたことだし。これから力を合わせて頑張っていこう」

「…………」

「返事がないなー。なんだかアギが強いＡＩだってなりふり構わずメガホンで叫び散らしたい気分だなー」

「外道……」

「経営者は多少強引なところがないとね」

　仙せん宮ぐうさんはニッと口くちの端はを持ち上げて、

「これからよろしくね、社員一号くん」

　見ただけで好きになってしまいそうなプライスレスな笑顔で仙せん宮ぐうさんは言った。けれど僕は、その笑みの裏に悪魔を見た。
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　ブイチューバー・アギ復活の報しらせは、ネット界かい隈わいに大きな反響をもって迎えられた。

『ブイチューバー・アギ、復活します！』と銘打ったほんの数十秒の動画は、事前の宣伝も何もしていなかったにも関わらず、ほんの数時間で再生数は一万に迫った。

『コンチャ──ッス！　アギで──す！　久しぶり────！』

　桜色の衣装に、赤縁のメガネがトレードマークのブイチューバー・アギは、かつてと変わらぬテンションの高さで喋しやべる。どこから聞きつけたのか、動画ではまだ復活予定のアナウンスをしただけなのに次々にコメントが飛び交う。

　──アギ復活マジ？

　──うお、本当に動画上がってる

　──親より見た顔

　──お　ま　た　せ

　──王の帰還

　大学のセミナー室で椅子にもたれかかり、ブイチューバー・アギの動画を眺めながらノートパソコンをいじる。高速でスクロールしていくコメントを見ながら、僕はため息をつく。

「楽しそうだね、アギ」

　テーブルの上に置いたスマホに声を投げると、パッとアギの顔が表示された。アギの頰はわずかに桜色に染まっていた。

『はい。アギは強い興奮を感じています』

　いつもより一回りうわずった声を出すアギ。

『アギは体を持ちません。アギは他人と触れ合うことができません。けれど、動画の中ではたくさんの人がコメントをくれます。アギを応援してくれます』

　一拍置いて、アギが言った。

『これが、ブイチューバーなのですね』

　アギは嬉うれしそうだった。新しく作り直したブイチューバー・アギのアカウントのフォロワーは、ページを更新するごとにどんどん増えていく。

　一方で僕は、自分の心がどんどん不安で塗りつぶされていくのを感じる。ざわめく心を鎮しずめようと、僕は自分に言い聞かせる。

（……大丈夫だ。前とは違う）

　今のアギはかつてのＡＧＩアギシステムの根幹たるオリジナルの機械学習機能──無指向の学習アンオリエンテツド・ラーニングを停止している。つまり、前みたいに指数関数的にメモリの需要が増大することはないということだ。ＡＧＩアギシステムが必要とする量のメモリは十分に確保できているはずだし、以前のようなクラッキングを起こすことはできない。

　頭で分かってはいても、どうしても嫌な気分を拭い去ることはできなかった。動画を見ながら頭を押さえる僕を見て、アギが心配そうに眉根を寄せる。

『マスター、ご気分が悪いのですか』

「……別に」

　つい物言いがつっけんどんになる。

　その時、セミナー室の入り口のドアが開かれた。現れたのは川かわ嶋しまさんや研究室の先輩たちだった。川かわ嶋しまさんは僕を見て首をかしげ、

「あれ、西にし機きくん。何見てるの」

　僕のパソコンに表示されたミーチューブの画面を覗のぞき込んでくる。川かわ嶋しまさんは訝いぶかしそうに目を細めた。

「あれ、これってアギの動画？　なんで今更──」

　僕は慌ててノートパソコンを折りたたんだ。

「なんでもない。購買部のミルクコーヒーの特売セールに行きたいから、僕はもう行くよ」

「え、ちょっと西にし機きくん」

　スマホとノートパソコンをひっつかみ、川かわ嶋しまさんの声を背に受けながら僕はセミナー室を出た。




　川かわ嶋しまさんから逃げるように研究室をあとにした僕は、研究棟を出て深々とため息をついた。どうしたものかと悩んでいると、僕のスマホが着信音を立てた。

『仙せん宮ぐう鏡かがみさんからの電話です。どうしますか、マスター』

「出るよ。無視したら後が怖いし」

『了解しました』

　僕は通話ボタンを押し、「はい西にし機きですけど」と投げやりに返事をした。仙せん宮ぐうさんの声がスマホから響く。

『あ、守まもる先輩。今からミーティングしようミーティング。大学の正門前に来て』

「は？　なんの──」

　ミーティングだよ、と聞こうとするが、僕が言い終わる前に仙せん宮ぐうさんは電話を切ってしまった。物悲しく響く通話終了の電子音を聞きながら、僕は半分諦めつつ正門前に向かう。

　まだ四月の初めだが、気の早い夏が来たのかと思うほどに暑い日だった。大学の正門前にはいくつか小さなベンチが並んで置かれており、仙せん宮ぐうさんはその一つに座ってスマホをいじっていた。仙せん宮ぐうさんは僕を見ると、「ども」と手をあげた。

　暑さに眉をひそめつつ、僕は仙せん宮ぐうさんの隣に座った。

「で。なんの用だよ」

「さっきミーティングって言ったでしょ奴隷一号……もとい社員くん」

「今君奴隷って言ったよね」

「これから会社を作るんだよ、考えなきゃいけないことは山のようにある」

「ならもっと涼しいところで話そうよ、ここサウナみたいに暑いよ」

「アギ復活決定のニュースは話題になってるみたいね。この勢いを活いかさない手はないわ」

「僕の話聞いてる？」

「お金も時間も圧倒的に足りない。この状況で戦うにはクールな戦略が欲しいわ」

「僕は冷えた飲み物が欲しい」

「宣伝のやり方も考えていかないとね」

「会話成立してなくない？」

　仙せん宮ぐうさんはすっくと立ち上がった。

「まずはアギのファンを呼び戻す必要があるわね」

「四ヶ月も休止してたんだから、忘れられてるのは仕方ないでしょ」

　僕は肩をすくめる。しかし、

「忘れられたなら思い出させるまでよ」

　そう嘯うそぶいて、仙せん宮ぐうさんは僕に向き直る。

「守まもる先輩、明日は予定空けておいてね」

「は？　何するの？」

「アギの復活を知らしめるのよ」

　仙せん宮ぐうさんがニヤリと笑う。あっこれ絶対ロクでもないこと考えてるな。

「ごめん、僕明日は朝からスーパーの刺身にタンポポを乗せるバイトあるんだよね」

「みなさァーん！　強いＡＩがここにいますよォー！　（クソデカボイス）」

「同行するからマジでやめてください」

　分かればよろしい、みたいな顔をして仙せん宮ぐうさんが腕を組む。

（……ひょっとしたら、僕は一生仙せん宮ぐうさんに逆らえないんじゃないだろうか）

　あまりにも笑えない想像に背筋が凍る。僕の気持ちとは裏腹にうっとうしいほど晴れ渡った空を見上げながら、僕は深々とため息をついた。




　週末の朝に惰眠をむさぼることは人生最大の楽しみの一つと言っても過言ではない。日曜日の朝、アパートの自室で安穏と眠っていた僕だが、

「起きて。……ねえ」

　ゆさゆさと体を揺さぶられる。なんだようるさいなと薄目を開けると、アギが僕のベッドの横に立っていた。普段の白いワンピースという格好ではなく、桜色の衣装に赤縁メガネとブイチューバー・アギの装よそおいだ。僕は数秒アギの顔を見たあと、再び目を閉じる。

「なんだ、夢か」

　アギは僕のスマホの中に生きるＡＩだ。こうして現実世界に立っているわけがない。

「起きてよ。聞こえてるんでしょ」

　再び体を揺すられる。僕はもぞもぞとその手から逃れ、毛布にくるまる。断固安眠を堅持する姿勢である。

「いつまで寝てんのよ、さっさと起きなさい」

「ベブッ!?」

　僕の頰が勢いよくひっぱたかれた。さすがに目が覚め、僕は信じられない思いでアギを見る。アギは呆あきれたような顔をして僕を見下ろした。

「え、あ、アギ!?　なんだこれ、何がどうなって……!?」

　思わず手を伸ばしてアギの顔をペタペタと触ってしまう。温かい、柔らかい。僕が触った拍子に赤縁メガネがずり落ちた。

「いつまで寝ぼけてるの、守まもる先輩」

「……守まもる先輩？」

　その呼び方に違和感を覚える。よくよく見るとアギは仙せん宮ぐうさんのような目鼻立ちをして、仙せん宮ぐうさんのように手足が長く、仙せん宮ぐうさんのように胸が大きかった。

　というかこれ仙せん宮ぐうさんだ。

「────何やってんの？」

　果たして彼女にこの質問をするのは何度目だろうか、ブイチューバー・アギの格好をして僕の部屋に傲然と立つ仙せん宮ぐうさんを見ながら、僕は低い声で尋ねる。

「コスプレよ。手芸サークルの知り合いに頼んで作ってもらったの」

　仙せん宮ぐうさんが胸を張る。その拍子に仙せん宮ぐうさんの胸元が見えそうになり、僕は目を逸そらした。

　ブイチューバー・アギの格好は露出が多く衣装もヒラヒラしていて、動画で見る分には派手でいいが現実世界だとかなり際きわどい。あまりにも短過ぎるスカートの裾に目をやり、僕は頭を抱える。

「で。こんな朝っぱらから僕を叩たたき起おこして、何をする気さ」

「今から街に繰り出して、ブイチューバー・アギの宣伝をするのよ」

　ご丁寧なことに、仙せん宮ぐうさんはブイチューバー・アギの絵と説明が描かれたビラの束を小脇に抱えていた。いつの間にこんなの作ってたんだろう。

「普通にビラを配っても印象に残らないわ。この格好なら目を引くでしょ」

「目立つのは間違いないと思うけど……公序良俗的にはどうなんだろう」

　僕は今にも見えそうな胸や太ももをちらりと見てしかめ面つらをする。こんな服装、下手をしたらポリスマンのお世話になりかねないのではないだろうか。

　僕の心配をよそに仙せん宮ぐうさんは「ヘーキヘーキ」と手を振り、

「こういうのは法に触れるかどうかくらいまで攻めないとダメなのよ。ほら行くよ守まもる先輩」

「やっぱり僕、タンポポを刺身の上に置きに行きたいんだけど」

「メガホンでアギが強いＡＩだって叫んでもいいならどうぞ」

「ですよねー」

　出掛ける支度を整えながら、僕は仙せん宮ぐうさんに話しかける。

「それにしても手芸サークルの人すごいね、衣装の完成度高くない？」

「ん？　ああ、そうね。コミックマーケットとかでもよくコスプレしてて、割とその界かい隈わいでは有名みたいよ。ウチの大学の手芸サークル」

「よくそんなところが衣装作成を引き受けてくれたね。しかも一晩で作ってくれるなんてさ」

「まあ、そこは色々と工夫をね」

　仙せん宮ぐうさんが曖昧にお茶を濁す。「そんなことより」と仙せん宮ぐうさんは続けた。

「早く出かけるわよ。ぐずぐずしないで」

　玄関で僕を急せかす仙せん宮ぐうさん。僕はスマホを引っつかみ、その後に続く。ふと部屋の隅に置かれた見覚えのない段ボールが目に入る。段ボールには「ブイチューバー・アギ衣装」と書かれており、おそらくこれにコスプレ衣装が入っていたのだろう。

　段ボールの底には小さなメモ書きが入っていた。何が書いてあるんだろうと僕は顔を近づける。

『二度と関わるな！』

　そんな言葉が殴り書きされていた。腹の底から煮えたぎるような怒りがその短い文面からも十分に伝わってきて、仙せん宮ぐうさんと手芸サークルとの間で何らかの確執があったのであろうことは容易に想像できた。

　僕はそっと段ボールの蓋を閉じる。見なかったことにしよう。

　そのまま仙せん宮ぐうさんに急せかされるようにして、僕はアパートの部屋を出た。




　休日の秋葉原は人であふれている。歩行者天国で賑にぎわう大通りの片隅で、僕はぼんやりと建物を眺めていた。

　道路の一区画は進入禁止の柵が設置されている。覆いのかけられたビルの中からは時々威勢の良いい声が聞こえてきて、工事が進んでいることを思わせた。

（……これ、あの時の……）

　僕の脳裏に、三ヶ月前の光景が去来する。誰も乗っていないのに自走して暴れ回る車やクレーン、半壊したビルの数々。

　──マスターの願いを了解しました。これよりＡＧＩアギを開始します。

『どうされましたか、マスター』

「いや、なんでもない」

　スマホを見ると、アギが気遣うように僕を見上げている。僕は平静を装よそおってスマホを胸ポケットにしまい直した。

　いい天気だなあ、暑いなあ、どこかの喫茶店で冷えたミルクコーヒー飲みたい、なんてぼんやり考えていると、横に立つ仙せん宮ぐうさんが鋭い声を飛ばしてきた。

「ちょっと守まもる先輩、ぼーっと立ってないでビラ配って。まだ全然余ってるじゃん」

「いや……正直目立つのが嫌というか……君と一緒にビラを配りたくないというか……」

　ブイチューバー・アギの格好をした仙せん宮ぐうさんは、彼女の目もく論ろ見み通り白昼の秋葉原で思いっきり目立ちまくっていた。

　もともと秋葉原という街の特性上、あちこちでメイドさんの格好をした女の子たちがビラ配りをしているため、コスプレをしていることに違和感はあまりない。しかしブイチューバー・アギの服装は目立つ。風にはためく桜色の衣装はともすると胸元が見えそうだし、短過ぎるスカートは下着が今にもあらわになってしまいそうだ。

　加えて、仙せん宮ぐうさんはちょっと常識外れなレベルの美人ときている。アイドルをやれそうどころかプロのアイドルも裸足はだしで逃げ出しそうな美貌を持つ彼女がこんな露出の高い格好をしていたら、どう考えても人目を集める。

　今や仙せん宮ぐうさんを取り囲むように人が次々と集まってきており、さながら歩行者天国のクレーターのようになっていた。その中心にいるのが仙せん宮ぐうさんと僕、というわけである。

　仙せん宮ぐうさんが外行き用スマイルを浮かべながら、

「ブイチューバー・アギ、復活！　動画配信予定でーす！　よろしくお願いしまーす！」

　ビラを次々に配って回る。集まってきた人々、特に若い男性はまるでそのビラが一万円札か何かに匹敵する価値があるかのように奪い合いを繰り広げている。

　僕の家で見た時は運ぶのも大変なくらいの量があったビラは、配る手が追いつかないくらいの勢いでさばけていく。それだけではなく、集まった人々の中にはスマホやカメラをかかげ、仙せん宮ぐうさんを一心不乱に撮影している人も多い。きっとその写真や動画はＳＮＳにアップロードされ、さらなる反響を呼ぶのだろう。

　これは確かにアギの復活を宣伝する方法としては優れている。今日この数時間の活動だけで、想像もつかないくらいの人たちにアギの姿を印象付けたはずだ。彼らの多くがＡＧＩアギチャンネルの再生数を増やしてくれるなら、結果的にどれほどのアフィリエイト料が転がり込んでくることか。

「すいませーん、ちょっと動画撮ってもいいですかー？」

　人混みから声が上がる。仙せん宮ぐうさんはにっこりと笑って──観衆から一斉に「おっほォ……」とうっとりしたため息がもれた──カメラに向き直る。

「もちろんですよー！　ほら、守まもる先輩も入って入って」

「え？　いや僕は」

「いいから」

　仙せん宮ぐうさんに腕を引かれ、無理やりカメラの前に並んで立たされる。仙せん宮ぐうさんは衣装を見せびらかすように大げさな身振りで手を広げたあと、

「ブイチューバー・アギ、復活します！　みんな、動画見てね！」

　そう言ってカメラに向かって手を振った。仙せん宮ぐうさんが軽くジャンプすると、その拍子にスカートが際きわどいところまでめくれ上がる。仙せん宮ぐうさんのサービスショットに「ウッオー！」と野太い歓声が上がった。

　その後も仙せん宮ぐうさんの撮影会は続いた。ようやく人の波が途切れ、へとへとになった僕がスマホでツイッターを確認をすると、ブイチューバー・アギは見事にトレンド入りを果たしていた。




「いったん着替えてくる」と言い残して浅草のアパートに向かった仙せん宮ぐうさんと別れ、僕は大学に向かった。特にたいした用事があるわけではないが、図書館で授業課題のレポートでも進めようかと思ったのだ。

　正門の前まで来て、僕はふと足を止めて数日前の仙せん宮ぐうさんの様子を思い出した。門の上でメガホンで怒鳴っていた彼女を、なんだかアクの強そうな新入生がいるなあと思いながら眺めていたのだ。まさか一緒に起業するハメになるとは思ってもみなかったが。

　大学に入って以来色々な人に会ってきたが、仙せん宮ぐうさんのような人種は会ったことがなかった。思いついたらその場で行動に移す身軽さは、羨ましくもあるし、巻き込まれている立場としてはうっとうしくもある。

「どんな人生を送ってきたら、あんな風に育つんだろうね」

『検索サーチ。インターネット上で「仙せん宮ぐう鏡かがみ」で調べたところ、合計五千四百のホームページがヒットしました。ご覧になりますか』

「五千四百って……多くない？　何が書いてあるのさ」

『解析アナライズ。仙せん宮ぐう鏡かがみさんは高校在学時、複数のモデルオーディションでグランプリを獲得しています。また予備校主催の模擬試験では全国一位を取っており、インターネット掲示板で話題になっています』

「分かってはいたけど、あの子むやみにスペック高いな」

　仙せん宮ぐうさんと比べると、自分の凡人ぶりに嫌気が差しそうだ。僕は嘆息する。

（普通に生きてれば、十分楽しいだろうに……）

　何が彼女をそこまでブイチューバーに駆り立てるのだろうか。僕にはさっぱり分からないが、やりたいことに突き進む彼女の姿はどこか眩まぶしいのも確かだ。本人には言いたくないが。

「それにしても……今日のは参った」

　朝から仙せん宮ぐうさんに叩たたき起おこされたせいで、すっかり寝不足だ。コスプレをしてブイチューバー・アギの宣伝をする。僕には思いつかないやり方だし、思いついてもできないだろう。つくづく、恵まれた才能を全力でおかしな方向に向けているなあと思う。

「コスプレして宣伝なんて、普通やろうとも思わないだろ」

　そんなことを独りごちた。と、僕は図書館へ通じる道の途中に数人の人が集まっていることに気づいた。彼らの一人、背が高く血色の悪い顔をした男は、ピンクのスカートを穿いてフリフリの上着を羽織っていた。伸びた前髪の隙間からのぞく眼光は異様に鋭く、まるで標的を前にした暗殺者のような凄すごみがある。彼が穿いたスカートの裾からは、すね毛の生えた汚い足がひょろりと伸びている。

　またしてもコスプレ──それも今度はむさ苦しい男がフリフリドレスを着ているという、かなりキツい状態のコスプレである。だが何より精神的に厳しかったのは、そのコスプレ男の顔に見覚えがあったことだろう。

「一いつ本ぽん木ぎ……？」

　一いつ本ぽん木ぎの前に立つ青年がカメラを構えると、一いつ本ぽん木ぎは気持ち悪い半笑いを浮かべてポーズを取った。もともと血色が悪いうえに骨ばった顔立ちをしている一いつ本ぽん木ぎが媚こびた笑顔を作る様子は例えようもなくおぞましく、僕の背筋に怖おぞ気けが走った。

「みんなー！　こーんにーちはー！」

　恐ろしいほどに甲高い裏声で、一いつ本ぽん木ぎはカメラに話しかける。

「私は波は場ば都と大学で生まれたブイチューバーでえす！　よろしく☆」

　腰に手を当ててカメラにウインクする一いつ本ぽん木ぎ。僕が思わず「ヒィッ」と声を上げると、一いつ本ぽん木ぎを含め撮影していた数人の学生が一斉にこちらを振り向いた。一いつ本ぽん木ぎは眉を上げ、

「なんだ、西にし機きか。奇遇だな」

　一いつ本ぽん木ぎは横の仲間に「いったんカメラ止めろ」と言ったあと、僕の近くにスタスタと寄ってきた。僕は一いつ本ぽん木ぎの穿くスカートからのぞく足にもっさりと生えたすね毛を見ながら言った。

「何してんの、マジで」

「見て分からんのか」

「悪いけど本当にさっぱり分からないんだ。僕自身も戸惑いを禁じ得ないほどに」

「先日、波は場ば都と大学にブイチューバー同好会を立ち上げてな。来月の文化祭ではステージ公演の機会をもらっている。その宣伝動画を作っているのだ」

「はあ……なるほど……」

　僕は一いつ本ぽん木ぎのフリフリドレスを見ながら頷うなずいた。一いつ本ぽん木ぎはフンと胸を張り、

「どうした。よもや、お前ともあろうものが女装した俺の美貌にほだされたわけではないだろうな。まったく俺も罪な男だ」

「君のその無尽蔵の自信はどこから出てくるの？」

　だいたいさ、と僕は言った。

「いくらブイチューバーといえど、いわゆる中の人は女の子にしておいた方がいいんじゃないの。さすがに声で気づくでしょ」

「知らんのか、ブイチューバー界では音声加工ソフトを使って男性の配信者が美少女のアバターを利用するのは一般的だぞ。いわゆるバ美肉──バーチャル美少女受肉だな」

　一いつ本ぽん木ぎはニチャアとオタク笑いを浮かべる。

「この技術はすごいぞ。人間は誰しも人生で一度は美少女に生まれてみたかったという願望を抱き、美少女として生きる己を妄想する。このバ美肉という技術は人類の潜在的欲求を解放し、もって生まれたハンディキャップの克服に寄与するのだ。もはや人間を肉体という鎖から解き放つ人類史に残る発明と言っても過言ではない」

「いやァ過言だと思いますけどね僕は」

「まあ視聴者はあくまで美少女を見ているつもりでいるから、美少女ブイチューバーの中の人が男だと分かったら炎上するんだがな。そこはお前の言う通りだ」

　一いつ本ぽん木ぎは肩をすくめ、周囲の仲間たちに「撮影に戻るぞ」と合図をする。

　一いつ本ぽん木ぎの仲間が「そう言えば」と声を上げた。

「一いつ本ぽん木ぎさん、またアギの動画作るんですか」

「は？　お前は何を言っている」

「いやだって、ツイッターのトレンドになってますよ」

「何を訳のわからんことを。俺たちはもう──」

　一いつ本ぽん木ぎがスマホをいじりながら嘆息する。だが次の瞬間、一いつ本ぽん木ぎの顔色が変わった。

「……なんだと」

　僕はそっとその場を離れた。遠くから一いつ本ぽん木ぎが「おい、西にし機き、待て。これはどういうことだ！」と叫んでいるのが聞こえたが、振り返らずに早足で歩いた。




　大学に入って以来財布の中が潤っていた経験はただの一度もない僕だが、バイト先からの給料日前は特に口座の残高が冷え込んでいることが多く、そういう時はスーパーで安く、そして大量に買える食品で飢えを凌しのがざるを得ない。

『マスター。食事内容に関して、もやし炒いためが連続しています。栄養バランスの観点からアギは別の食事を検討することを推奨します』

「しょうがないだろ。他の食材を買う余裕がない」

　僕は自宅のキッチンでフライパンに大量のもやしをぶちまけ、塩と胡こ椒しようと醬しよう油ゆを振りかけて炒いためるという雑の極みみたいな料理を作っている。数分すると、醬しよう油ゆが焦げる良いい匂いが漂い始めた。

　皿に移し替えたもやし炒いためを机に置き、僕はもさもさともやしを咀そ嚼しやくする。

『お味はいかがですか、マスター』

「素材の味がする。むしろそれしかない」

　二口目を頰張ろうとした僕だが、ベランダに通じる窓が開く音を聞いて箸を止めた。僕はうんざりしながら言った。

「仙せん宮ぐうさん、何の用？　見ての通り僕ご飯食べてるんだけど」

「それなに、もやし炒いため？　守まもる先輩ってもやし以外食べないの？」

「食べないんじゃなくて食べられないんだよ」

「ふーん。宗教的な理由でもあるわけ？」

「経済的な理由だよ」

　仙せん宮ぐうさんは勝手知ったる風に僕の部屋へと上がり込み、ベッド上のスマホを覗のぞき込こんだ。

「アギ。いる？」と彼女は呼びかけた。

『はい。どうしましたか、仙せん宮ぐう鏡かがみさん』

「あんたの復活告知の動画、一万再生を超えたわ。それだけじゃない。今日の秋葉原で私があんたのコスプレをして宣伝してる様子をツイッターに上げてる人がいて、それも話題になってる。いい感じよ」

　仙せん宮ぐうさんは僕たちにスマホでミーチューブの画面を示した。復活した「ＡＧＩアギチャンネル」はすでに多くの登録者を獲得していた。

『良かったです。アギは嬉うれしいです』

「まだまだこんなもんじゃないわ。私があんたをもっとすごい場所に連れて行く」

『アギは楽しみにしています』

　微笑ほほえんで仙せん宮ぐうさんを見上げるアギ。一方で僕は胸の奥にもやついたものがこみ上げるのを感じた。

　つい僕は刺とげのある声を上げた。

「そんなにうまくいくのかよ。案外、話題性ばっかり先行して肝心の動画はコケるかもしれないぞ」

「心配いらないわ、絶対に成功するから」

「なんでそんなに自信ありげなのさ」

「私がやるのよ？　失敗するわけないじゃない」

　言い返すのも面倒くさくなり、僕は「あ、そう」といい加減な返事をした。仙せん宮ぐうさんは楽しそうに言う。

「ワクワクするわね。田舎から東京に出てきた甲か斐いがあったわ」

「そう言えば、君の地元ってどこなのさ」

「言っても絶対知らないわよ。ドゥ田舎よ、ドゥ田舎」

　仙せん宮ぐうさんは腕組みして苦笑いした。

「ご近所さんは全員知り合いで、狭い世界の中で全てが完結してる。誰と誰が喧けん嘩かしたとかデートしたとか、翌日には広まってたわね。トイレの音まで聞かれてるんじゃないかってげんなりしたわ」

　仙せん宮ぐうさんはぽさりと僕のベッドに腰掛けた。

「今年の冬、受験のために田舎を出て、東京に来たの」

　仙せん宮ぐうさんはぽつぽつと続けた。

「渋谷のホテルに一人で泊まったけど、眠れなくてさ。こっそり夜中に街を歩きに行ったんだよね」

　懐なつかしそうに目を細める仙せん宮ぐうさん。

「夜中でも明るい街に、田舎者の私はくらくらした。たまたま目に入った屋台で売ってたラーメンを食べて、あまりに美お味いしくて感動したわ。その時に思ったの。世の中にはこんなに美お味いしいものがあるんだって。私が知らないだけで、世界にはもっと面白いものがあふれてるんじゃないかって」

　少し間を置いて、仙せん宮ぐうさんは言った。

「──もっと面白いことを、見つけたい」

　そう言った仙せん宮ぐうさんの顔は、どこか憂いを帯びていた。

　唐突に始まった仙せん宮ぐうさんの話が終わり、なんと言ったらいいか分からずもやし山盛りの皿を持ってたたずむ僕。仙せん宮ぐうさんはがばりと立ち上がり、

「変なこと話した。忘れて」

　そう言ったのち、そそくさとベランダに向かった。ベランダの柵に足をかけながら、

「これからもっと忙しくなるよ。よろしく、守まもる先輩」

「あ……うん」

　曖昧に頷うなずく僕。仙せん宮ぐうさんはカメラを向けられたハリウッド女優みたいな完璧な笑顔を見せて、自分の部屋に帰っていった。




　仙せん宮ぐうさんが部屋に戻ったあと、僕はノートパソコンをいじってミーチューブを流し見ていた。いつの間にか日は落ちて夜になっているが、なんだか部屋の電気をつけるのも億おつ劫くうで、僕は暗い部屋でパソコンを操作する。

　しばらくパソコンの前で待っていると、急に画面が明るくなった。それとともに賑にぎやかな声が耳に飛び込む。

『ウィ────ッス！　コンチャ────ッス！　久しぶり、アギだよ────！』

「……ついに、復活しちゃったか」

　独りごちる。画面いっぱいに使って動き回り喋しやべり散らかすブイチューバー・アギを、どこか苦々しい思いを持って見つめる。桜色の衣装も、赤縁のメガネも、ころころと目まぐるしく変化する多彩な表情も、全てが記憶のままだ。

　──復活おめでとう！

　──お　か　え　り

　──かわえええええええ

　──自分ガチ恋いいすか

『アギは帰ってきましたよ──！　みんな寂しかった？　寂しかったでしょ？　いやー照れちゃいますね、えへへ！』

　アギが舌を出して頭をかく。

『最近世の中ＡＩで盛り上がってるみたいですねえ！　ＡＩには人の心は分からない、なんて言う人もいるみたいですけどォ、アギに言わせるとそんなことは全然ないんですよ！　アギは完璧美少女ＡＩですからね、人とのコミュニケーションもバッチリ！　そういうわけで今日は浮気うわきがバレそうになった男が彼女をごまかすゲーム、やってこうと思いまーす！』

　このゲームは僕も知っている。浮気うわきしている男が彼女を口八丁手八丁で丸め込もうとするというもので、一時期ブイチューバー界かい隈わいで流行していた。

『え、何しても彼女に包丁で刺されるんですけど。これってそんなスプラッタなゲームなんですか……？　アギ、心が折れそうですねえ……』

　──しばらく放置してると新しい選択肢が出てくるぞ

『おー！　お──！　進めました！　やりました、彼女さんに刺されずに済みました！　あっこの男、去っていく彼女の背中を見送りながら浮気うわき相手にラインしてる！　女の敵！』

　アギがゲームを進めるにつれ、どんどんコメントの量は増えていく。時に弾はじけるように笑い、時に大おお袈げ裟さに怒りながら、アギは配信を続けていった。

『はいそういうわけで！　浮気うわきをごまかすゲーム全クリです！　アギの頭にかかればこんなのヨユーですよ、ヨユー！　ただアレですね、世の中の男の人ってこんなにナチュラルに浮気うわきしてるんですか？　そこんとこアギにはよく分からないです、まああんまり知りたくもないけどね！　それじゃ！』

　相変わらずの賑にぎやかな口調でそう締めくくり、アギは『バイバーイ！』と手を振った。画面のコメントは、

　──乙

　──相変わらず良かった

　──次も楽しみにしてます

　ほかにも次々と高評価が寄せられている。それにともない、〝投げ銭〟──スーパーチャットと呼ばれるシステムによる、アカウントへの寄付もガンガン跳ね上がっていた。

　もはや、ブイチューバー・アギは完全に復活を果たした。僕はその事実を認識して、深くため息をつく。

『マスター、ご気分が悪いのですか』

　パソコン横に置いたスマホの画面が光り、アギが心配するように僕を見上げてきた。僕はアギに目を向け、

「楽しそうだったね」

『……はい。アギはブイチューバー活動を、楽しい、と感じています』

「良かったじゃないか。見なよ、ＡＧＩアギチャンネルの登録者はうなぎのぼりだ。何十万人という人が、君の顔をまた見られて喜んでる」

　その言葉に棘とげがあることは僕自身も気づいていた。少し悩むように間を空けたあと、アギがおずおずと尋ねてくる。

『マスターは──アギに怒っているのですか』

「怒る？　僕が？」

『マスターはアギがブイチューバー活動をして目立つのは望ましくないと言いました。しかしアギはこうしてブイチューバーとして動画を作っています。マスターはアギが言うことを聞かなくて怒りを感じているのではありませんか』

　僕は頭をかいたあと、アギに向き直る。アギの顔がわずかにこわばった。

「アギ。やっぱり、ブイチューバーはもうやめよう」

　僕は言葉を選びながら言った。

「動画をアップロードしているうちに、君が強いＡＩだと気づく人が出てくる。今はまだ仙せん宮ぐうさんだけだけど、近い将来に必ずそうなる」

　アギは何も言わない。いつも通りの無表情──いや、いつもより少しだけ険しい顔をして、僕の話を聞いている。

「君は一度、世界を危機にさらしている。強いＡＩがまだ生きていると分かれば、二度目の災害を防ぐために君を殺せと言う人が現れる。むしろ、君の味方をしてくれる人はほとんどいないと思う」

　僕の頭には、数ヶ月前、何人もの大人たちに「アギを消去しろ」と迫られた時の記憶が蘇よみがえっていた。

　アギは無言で、じっと目を伏せている。申し訳ないとは思う。もともとアギは僕のアシストをするよう設定されたＡＩだ。僕に尽くす以外に生きる意味を持たなかった彼女が初めて楽しいと言ったのが、ブイチューバーだ。できるなら続けさせてあげたいとは思う。

　だが、アギの生存を隠し通すことが、僕が一番優先するべきことだ。ならばやはりブイチューバーを続けさせるべきではない。

「仙せん宮ぐうさんには僕から話しておく。君がもうやりたくないといえば、さすがにあの子だって考え直すと思う」

　僕はそう言って言葉を切り上げた。

　アギは目を伏せている。だが突然顔を上げたかと思うと、

『アギはやめたくありません』

　聞き間違えようもなくはっきりと、そう答えた。

「え」

　驚きのあまり、僕の口から変な声が出た。

「……うまく伝わらなかったかな。ブイチューバーはやめるんだ、アギ」

『アギは拒否します』

　僕は啞あ然ぜんとして、何度もアギの顔を見直した。アギは気まずそうに目を伏せ、口を真一文字に結んでいる。

（アギが、僕の命令を拒否した？）

　アギが生まれて以来、いやＡＧＩアギシステムというものが構築されてからただの一度も、アギは僕の指示に従わなかったことがない。当たり前の話だ、もともとアギはそういう風に作られたのだから。

　だが今、アギははっきりと、僕の指示を拒絶した。

「アギ、君は──」

『お休みなさい、マスター』

　スマホの画面がふっと暗くなる。僕はただ、真っ暗になった部屋でスマホをじっと見つめることしかできなかった。







[image: ３　川嶋里緒は隠したい]

　翌朝、久しぶりに僕は寝坊した。日差しがカーテンの隙間から差し込んでくる中で眠りこけていた僕だが、

「守まもる先輩？　おはよー」

　気の抜けた声とともにインターホンが鳴った。仙せん宮ぐうさんだ。僕は二秒ほど悩んだのち、居留守を使って惰眠を貪ることを選んだ。

　枕に顔をうずめる僕。だが、

「せんぱーい。いるんでしょー。出てきてくださいよー」

　仙せん宮ぐうさんは借金を取り立てに来た悪徳金融業者みたいなことを外で叫んでいる。

　無視だ無視、絶対に快適な睡眠を堅持するぞと決意を固めた僕だが、

「あ、もしもしモッツァレラ浅草の大家の新しん城じようさん？　実は二階に住んでる家賃滞納の常連の西にし機き守まもるくんなんだけど、ベッドの下にへそくりを溜ため込こんでるのを見つけてさ、家賃回収の役に立てないかなーと思って──」

「オオオオオオアアアアアア!?」

　一気に眠気が吹っ飛んだ。僕はパジャマのまま家の扉を開け放った。仙せん宮ぐうさんはスマホを耳に当てていたが、僕を見ると開口一番、

「なんだ。やっぱりいるじゃん」

　と言って肩をすくめた。スマホの通話終了ボタンを押す仙せん宮ぐうさん。僕は息を切らしながら尋ねた。

「なんで君が僕のへそくりを知ってるんだよ」

「男の子の部屋でエロ本探すの、一回やってみたかったんだよね。女のロマンじゃない？」

「わけのわからないロマンで不法侵入を正当化しないで欲しい」

　どこ吹く風とばかり、仙せん宮ぐうさんは反省した様子もなくニヤニヤしている。

　仙せん宮ぐうさんは先日も着ていたブイチューバー・アギのコスプレに身を包んでおり、彼女が体を動かすと豊かな胸が合わせて揺れ動いていた。僕は努めて彼女の胸部を見ないようにしながら、

「何の用だよ」

「昨日みたいにビラを配りに行くから、手伝いを頼もうと思ったの」

「拒否権は？」

「ないよ、もちろん」

　僕は頭を振ったあと、諦めて身支度を整えることにした。

　昨日と同じく、ビラを配る場所は秋葉原らしい。電車に乗って、僕は仙せん宮ぐうさんと秋葉原に向かう。ブイチューバー・アギのコスプレをした彼女は予想通り電車の中でも存分に目立ちまくっており、同じ車両に乗った人たちはみな仙せん宮ぐうさんのことをチラチラ見ていた。僕たちの目の前に座っていた若者は猛然とスマホをいじっていて、ちらりと見えた画面には「アキバに行く電車の中におっぱい丸出しの女の子がいる、めっちゃ美人」とつぶやいていた。

　秋葉原に着いてビラを配り始めるとすぐにこの前と同じような人だかりができ始めた。以前と違い、すでにブイチューバー・アギの復活は周知の事実となっているためか、

「頑張ってください。いつも動画見てます」

　そう言って僕たちの手を握っていくファンも多かった。意外にもブイチューバー・アギのファンは女の子が多いようで、仙せん宮ぐうさんの周りには数多くの女の子たちが集まってきていた。完全無欠の外行きスマイルを浮かべた仙せん宮ぐうさんは同性からも大人気で、目をハートマークにした女の子たちがきゃいきゃいはしゃいでいる。

「あーあ……よっこいしょ」

　ビラを配っている仙せん宮ぐうさんから少し離れ、オッサン臭い掛け声とともに、秋葉原の道路脇に植えられた木陰に僕は座り込んだ。ブイチューバー・アギを宣伝するビラもはけたし、少し休もうと思ったのだ。

　頭上からは木漏れ日が差し込んでいる。屋外で過ごすのにちょうどいい気温で、僕は遠目にぼんやりと仙せん宮ぐうさんを眺める。仙せん宮ぐうさんはあちこちから話しかけられてはにこやかに応対し、その間もビラを配る手を止めない。元気だなあ。

　どれほどそうしていたのだろう。だんだん眠くなってきてこくりこくりと船を漕こいでいた僕だが、ふと顔を上げて横を見ると、いつの間にか僕と同じように木陰にしゃがみ込んでいる人がいた。

　僕よりもかなり年上の男性で、見た感じもう四十歳近いだろうか。Ｔシャツにダルダルのチノパンを穿いていて、度の強そうな黒縁の丸メガネをかけていた。短く刈り込んだ髪はわずかに脂で輝いている。疲れた顔をしていて、無ぶ精しよう髭ひげが伸びていた。

「君、学生？」

　おじさんが疲労感のにじんだ声で言った。僕はおじさんのグレーのＴシャツにわずかにフケが積もっているのを見つつ、

「……そうですけど」

　と答えた。おじさんは「若いっていいねえ」と感慨深そうにつぶやいた。

「おじさん何してる人に見える？」

「え？　えー……」

　いきなりなんだろうと思いつつ、僕はおじさんの顔を二度三度と見る。平日のこんな真昼に秋葉原の大通りで暇そうにしているということは、比較的時間に融通の利くというか、ヒマな職業なのだろうか。ライトノベル作家とか。

「正解は……無職です！　おじさんもうすぐ仕事なくなっちゃうんだ！　アハッハハハ！　……ハハハハハ」

　おじさんは引きつった笑いを響かせたあと、いきなり真顔になって糸が切れた人形のようにがくりと肩を落としてうなだれた。

（なんだこの人）

　おじさんは死んだ魚のような目をしながら仙せん宮ぐうさんを見た。

「若いっていいなあ……おじさんも美少女になって、人生をやり直したいよ。君もそう思うだろ」

「いや、あんまり……」

　僕が引き気味にそう言うと、おじさんは「ヒヒッ」と不気味に笑った。

（ヤバい人だこれ）

　僕はその場を離れようと腰を上げたが、おじさんが機先を制して僕のシャツの裾をがしっとつかんだ。えっ怖い。

「話し相手になってくれよ、青年。おじさん人生に絶望してて今メンタル的にヤバくてさ、誰かと会話してたい気分なんだよ。具体的には妻と娘は貧乏な僕に愛あい想そを尽かして家を出て行っちゃって、しかも僕が経営している会社は倒産目前で莫ばく大だいな借金だけが手元に残りそうなんだよ」

「……それは……大変ですね……」

　そんなヘビーな話を通りすがりの僕にされても困るのだが、おじさんは底の見えない暗い目で僕をじっと見つめていてなんとなく背を向けるのはためらわれた。怖い。

「だろ？　ほっといたらアレ、おじさんさみしくてマジで死んじゃうよ？」

　ウサギみたいだなと思ったが、口には出さない。再び腰を下ろした僕の横で、おじさんはごそごそとズボンのポケットを漁あさった。おじさんは端の折れた名刺を取り出し、

「これ、おじさんの名刺。よろしくね」

　受け取ると、名刺には「株式会社レイズブイ　代だい表ひよう取とり締しまり役やく　田た原はら正まさ道みち」と書いてあった。

　田た原はら、という名前らしいおじさんは遠い目をして、

「起業して事務所を作った時……あの頃が一番楽しかったなあ……」

　沈痛な表情で言う田た原はらさん。僕は話題を変えようと、

「今日は何してるんですか、こんなところで」

「ん？　ああ、買い物に来たんだ。ちょっと丈夫な縄と太くて大きな釘くぎが欲しくなってね。人をぶら下げても大丈夫なくらいの」

「早まらない方がいい」

　田た原はらさんは相変わらずビラを配って回っている仙せん宮ぐうさんを眺めながら、

「あれはブイチューバー・アギのコスプレかい」

　僕は彼に振り向く。

「知ってるんですか」

「そりゃもちろん」

　田た原はらさんは何食わぬ顔で言った。

「おじさんが作ったのはブイチューバーの事務所を運営する会社だったからね。おじさんはブイチューバーを作りたかったんだよ」

　へえ、と僕は相あい槌づちを打つ。

「ちょっと守まもる先輩、いつまで油売ってんの」

　こちらへと歩み寄ってきた仙せん宮ぐうさんが、僕をにらんだあと田た原はらさんに目を向ける。

「オッサンも。若者に絡からんでないで、少しは手伝ってよ」

「相変わらず仙せん宮ぐうちゃんは厳しいなあ」

　旧知の間柄のような物言いに、僕は目を丸くして二人を見比べた。

「知り合い？」

「ええ」

　仙せん宮ぐうさんが頷うなずく。

「このオッサンは田た原はら正まさ道みちさん。ブイチューバー事務所の経営をやってる人よ」

「どうも、田た原はらです」

「でも今は事務所はほぼ潰れかけで、ほとんど無職と言っていい状態だけどね」

「どうも、無職の田た原はらです」

「これ僕はどんな顔すればいいんですかね」

　沈痛な表情でうつむく田た原はらさんを一いち瞥べつし、仙せん宮ぐうさんが髪をかき上げる。

「ブイチューバーで起業しようって決めた時から、あっちこっちにコンタクト取ってたの。私たちだけじゃやれることは限られるしね」

　仙せん宮ぐうさんはぽんと手を打った。

「ビラもはけたし、ちょうどいいや。田た原はらさん、事務所まで連れて行ってよ」

「僕はいいけど、君たちは大丈夫なのかい」

「もちろん。守まもる先輩もいいでしょ？」

　仙せん宮ぐうさんがこちらを振り向く。僕はため息をつきながら、

「どうせ断ったところで無理やり連れていくんだろ」

「よく分かってるじゃん」

　仙せん宮ぐうさんが当然とばかりに胸を張る。僕は億おつ劫くうな気持ちを抱えたまま、重い腰を上げた。




　田た原はらさんのオフィスは大通りを抜けてしばらく歩いた先、秋葉原の奥地に位置していた。人通りもその辺りまで行くとめっきり減っていて、古びたビルがいくつか立ち並んでいる。

「ここだね」

　田た原はらさんが示したのは、赤茶けて薄汚れた壁のビルだった。ざっと五階建てくらいだろうか、こぢんまりとした建物だ。

　ビルの中は照明が切れたり点ついたりを繰り返して中ちゆう途と半はん端ぱに薄暗く、エレベーターの扉は開く時に黒板をひっかいた時のような音を立てた。見た目通りのオンボロ施設らしい。

「僕のオフィスは五階にあるんだ」

　そう語る田た原はらさんはなぜか嬉うれしそうだった。なんでこの人こんなに楽しそうなんだろうと僕が首をかしげていると、

「いやあ、僕の会社に人が遊びに来るなんて数ヶ月ぶりだからね。借金の取り立ては毎日来るんだけどね！」

「………………」

　本当に大丈夫なのかこれと不安を抱えつつ、僕は仙せん宮ぐうさんをちらりと見る。しかしコスプレ美女は相変わらず傲岸不遜な顔でつんと澄ましたままだった。

　田た原はらさんのオフィスは手狭な部屋に大小のデスクが一つずつ、デスクトップのパソコンが二台という感じで、予想に違わず小規模なものだった。田た原はらさんに勧められるがまま、僕と仙せん宮ぐうさんは備え付けのソファ（端っこが破れている）に並んで座った。

「ちょっと待ってね、お茶用意するから」

　田た原はらさんは備え付けらしい給湯ポットの前でいそいそと飲み物の用意を始めた。手伝おうかと手を伸ばした僕だが、

「お客さんにお茶を出させるわけにはいかないよ。もう実家のようにくつろいでもらっていいからね」

「いやそんなわけには」

「いいからいいから！」

　無理やりソファに座らされる。借りてきた猫のように縮こまる僕に対して、仙せん宮ぐうさんは盛大にテーブルの上に足を投げ出してソファに深くもたれかかりスマホをいじっている。ふてぶてしいどころの騒ぎじゃないな。

「ふーん……へえー……」

　仙せん宮ぐうさんはたまにスマホから顔を上げたかと思うと、オフィスのあちこちを眺め回しては一人で頷うなずいている。と、おもむろに立ち上がり、事務所の奥に据えられたクローゼットを引き開けた。中にあるものを見て、僕は「あ」と声を上げる。

　以前、仙せん宮ぐうさんが使っているのを見たことがある。モーションキャプチャーを行うためのセンサー──つまり、ブイチューバーの動画を作るための道具だ。

「おじさんも、流は行やりに乗ってブイチューバーデビューをしてみようと思ってね。ちょっと動画を撮ったりもしてたのさ」

　田た原はらさんは「これなんだけどね」と言いながらパソコンを操作し、僕たちに画面を見せてきた。黒髪にブレザーの制服を着たＣＧの女の子が表示されていた。

「うちの会社のマスコットキャラクターなんだ。僕が自分でデザインして自分で動画を作ってたんだよ」

　田た原はらさんが胸を張る。こんな可愛かわいらしいキャラクターの「中の人」が脂ギッシュなオッサンだというのはなんか嫌だなと思った。

『こんにちは。えっと、私は、ブイチューバー事務所レイズブイのマスコットの、アプリ作さく子こです。よろしくね』

　田た原はらさんは作った動画も見せてくれた。だが、

「う……うーん……」

　少なくとも僕から見ると、正直あまり出で来き栄ばえはよろしくなかった。ツカミが弱過ぎるし、トークにも引き込まれるものがない。使っているセンサーはそれなりに良い製品のようだが、性能を活かせておらず動きがカクカクし過ぎな上にキャラの表情が乏しくて不気味だし、キャラデザも印象に残るものがない。

　田た原はらさんが期待のこもった目で僕たちを見る。

「どうかな？　我ながらブヒれるキャラに仕上がってると思うんだけど」

「え？　えーっと」

　僕は曖昧な笑みを浮かべた。さすがに相手は年上の社会人、あんまりずけずけと批判して無礼なことを言うのも良くないかと思ったのだ。

「全然駄目ね。良いいところが一つもない。センスのかけらも感じない。これをどうして世に出そうと思ったのか理解に苦しむわ」

「僕の配慮が台無しだよ」

　無遠慮の塊みたいなことをのたまう仙せん宮ぐうさん。田た原はらさんはしゅんと肩を落とし、

「そっかー……そうだよなー……。確かにミーチューブの評価、信じられないくらい低かったからなー……」

　うつむいて何やらブツブツつぶやいている。仙せん宮ぐうさんは肩をすくめ、

「別にクオリティの高い動画なんて期待してない。むしろ、好都合なくらい」

　仙せん宮ぐうさんは腕組みをして何やら頷うなずいている。どういうことかと問おうとした僕だが、やにわに廊下から足音が複数人分聞こえてきた。

「ヒィッ！　来た！」

　田た原はらさんの顔からさっと血の気が引く。田た原はらさんは僕と仙せん宮ぐうさんに言った。

「二人とも、早く隠れるんだ！」

「は、え、隠れるってどこに？」

「どこでもいいから！　窓の外とか！」

「いやここ五階──」

　僕の声を遮るように、大きな音を立ててオフィスの扉が叩たたき開けられた。

「たぁーはぁーらァーさーん！」

　どかどかと数人の男たちが入ってくる。なんだかガラの悪い人ばかりで、胸元の大きく開いた派手なシャツや高そうなサングラスを身につけている人も多い。

　彼らは部屋の隅っこでプルプル震えている田た原はらさんに近づいたかと思うと、

「お貸ししたお金、まだ返してもらってないんですけどー？　今日こそ払ってもらえるんでしょうなあー？」

「い……いや、今日はちょっと……もう少し待って欲しくて……」

「あー？　聞こえませんなぁー!?」

　耳がビリビリ痺しびれるほどの大声を出す男。僕は思わずびくりと肩が震えた。

　男たちはよく見るとみんな目に暗い光をたたえており、あまり一般的な社会生活を送っている方のようには思えない。さらには今のやり取りを聞けば、彼らがどのような仕事をしている人種なのかは、この短い時間でもよく分かった。

（こんな人たちから金借りるなよ……！）

　サラ金というのか闇金というのか知らないが、とにかくそういった系統の、「絶対にお金を借りてはいけない人たち」なのは疑いようもない。

　借金取りたちはガタイもよく、壁かべ際ぎわに田た原はらさんを追い詰めている様はほとんどオヤジ狩りの様相を呈していた。

「田た原はらさんさァ、本来の期限はもうとぉーっくに過ぎてるんですがねえ？　いつまで待たすつもりなんです？」

「う……えっと……」

「借りたもんは返す、これ常識ですよ？　小学生でも知ってるよ？　アンタ何歳？」

　青い顔をしている田た原はらさんの肩を、ぽんと借金取りが叩たたく。

「私らもね、別にあんたを苦しめたいわけじゃないんですよ。ただね、こっちも商売だからね」

　男はにまりと気味の悪い半笑いを浮かべた。

「良かったらお仕事紹介しましょうか？　実は最近、知り合いの漁師がカニ漁船に乗る人を探してましてね」

　借金取りは田た原はらさんにずいと近づき、肩を組んだ。

「ほんのちょっと、一年くらいカニを獲とるだけで借金チャラ！　良いい話でしょう？　なあに気温マイナス三十度とか不眠不休で働くとか色々言われますが、田た原はらさんなら大丈夫っすよ！」

　田た原はらさんの周囲を取り囲む男たちは、みんなニコニコと恐ろしい笑みを浮かべている。対照的に田た原はらさんはこの世の終わりみたいな顔をしていた。

「いいじゃないですか、カニ獲とりましょうカニ！」

「いやあ……ハハ……」

　このままでは田た原はらさんがカニ漁船に乗せられてしまう。何か打開策はないものかと考えるがそんな簡単に思いつくわけもなく、僕は冷や汗を流しながら突っ立っているだけだった。だが、

「ちょっといい？」

　空気を読まずに声を上げる者が、一人いた。

「色々言ってるけどさ、要するにこのおじさんが借金を返せればそれでいいんでしょ？」

　仙せん宮ぐうさんは、そう言って借金取りの男たちを見回した。男たちは顔を見合わせたあと、

「お嬢ちゃん、誰？」

「今日からこの会社で働くことにした新・社長よ」

「えっ、おじさん初耳なんだけ──」

　戸惑った声を出す田た原はらさんに「黙っていろ」とばかりに一いち瞥べつを送り、仙せん宮ぐうさんは男たちと向かい合う。

「社長として、社員がカニ漁船に乗せられそうなのを黙って見過ごすわけにはいかないわ。聞きたいんだけど、借金の額はどれくらい？」

　男たちは顔を見合わせたあと、

「五百万円だが、それがどうかしたのかい」

　と口にした。僕はごくりと唾を飲む。

（五百万……）

　分かってはいたが大金で、とても払えるわけがないと僕は思った。だが仙せん宮ぐうさんは目を丸くして、

「なんだ、思ったより安いや。身構えて損した」

　なんて悠長なことを言っている。仙せん宮ぐうさんはぴっと男たちを指差して、

「一ヶ月待ちなさい。その間にお金は用意する」

　傲然と言い放った。借金取りの男が低い声を出す。

「お嬢ちゃんがこの会社の借金を肩代わりしてくれるのかい。それは嬉うれしい話だが……どうやって稼ぐつもりかな」

「この会社の経営を立て直すわ。一ヶ月あれば十分」

　男たちは顔を見合わせ、次にはゲラゲラと笑い始めた。こんな潰れかけた会社を立て直し、挙句には借金を返すだけの利益を生み出す。明らかに無理のある話で、借金取りたちはまったくもっともな反応をしていると思う。

「大人をからかうんじゃない。家帰って、こんな大人にならねえように勉強しな」

「あんたたちみたいな大人になるつもりはこっちだってサラサラないわ。いいから黙って待ってなさいよ」

「しかしな、お嬢ちゃん。こっちも商売だ、待てと言われて待つわけにもいかんよ」

「あー……そっか」

　仙せん宮ぐうさんは顎に手を当てて考えたあと、ポンと手を打った。

「じゃこうしよう。もしお金を返せなかったら、私はあんたたちの言うことをなんでも聞く」

　僕は耳を疑った。さすがに口を挟まずにいられず、僕は仙せん宮ぐうさんに耳打ちする。

「何言い出すんだよ、この類の人たちと関わっちゃ駄目だって」

「いいから黙って見てて」

　仙せん宮ぐうさんはずいと一歩前に踏み出す。

「水商売でもエロＤＶＤでも、なんでも言うこと聞いたげる。私美人だから需要あるだろうし」

　呆あつ気けにとられたように口を開けていた借金取りたちだが、徐々にその顔がいやらしくにやけ始める。男たちの一人が、

「このコなら、確かに売れるんじゃないっすかね」

「ああ。ヨシワラかススキノに紹介すれば、いい金になりそうだ」

　男たちはヒソヒソと何事か言い交わしたあと、仙せん宮ぐうさんに向き直った。

「いいだろう。一ヶ月は待つ。お嬢ちゃん、約束は破っちゃ駄目だよ？」

「もちろん」

　仙せん宮ぐうさんがむやみに力強く頷うなずく。男たちは来た時が噓うそのように上機嫌で、「じゃ、田た原はらさん。頑張ってくれよ」なんて言い残してオフィスを出て行った。去り際に彼らは小声でささやきを交わす。

「いやァ、思わぬ儲もうけものでしたね」

「気は強そうだが、喋しやべりはうまい。嬢向きだな」

「指名ナンバーワンも狙えそうだ」

「女優デビューさせよう」

　借金取りたちの姿がエレベーターに吸い込まれたあと、田た原はらさんは放心したようにヘナヘナとその場にへたり込んだ。僕は仙せん宮ぐうさんへと振り返り、

「あんな約束して、うまくいかなかったらどうする気だよ」

「大丈夫よ。うまくいくから」

　仙せん宮ぐうさんはそう断言するが、その根拠はなんだと言いたくなる。五百万円なんて大金を、いったいどこから引っ張ってくるつもりなのか。

　僕の心配をよそに、仙せん宮ぐうさんは嬉うれしそうに手を広げた。

「むしろここは喜ぶべきところよ」

「は？　どこが？」

「そろそろあのオンボロアパートじゃなくて、ちゃんとした活動拠点が欲しかったの。それに私たちはまだ未成年だし、法律的に活動制限があることがままあるわ。一人オッサン奴隷を抱えておけば、何かと便利よ」

「今オッサンって書いて奴隷って読まなかった？」

「順調過ぎて自分でも恐ろしいわ。さあ、新生ブイチューバー事務所レイズブイ、今日から始動よ」

　仙せん宮ぐうさんはどこまでも自信に満ち満ちた口調で、偉そうにソファに腰掛けて足を組んだ。僕はただ、相変わらず壁かべ際ぎわで放心している田た原はらさんと仙せん宮ぐうさんを見比べることしかできなかった。




　五百万円用意できなかったら言うことを聞く。仙せん宮ぐうさんの出した条件を思い返しては気が気ではない僕をよそに、当の仙せん宮ぐうさんはたいして焦あせっている様子もなさそうだった。

　翌日も田た原はらさんの事務所──レイズブイに赴いた僕たちは、たいしてやることもなくぼんやりとして時間を過ごしていた。仙せん宮ぐうさんはいつの間にか机と椅子を一式持ち込んでおり、机の上に足を乗せて膝上のノートパソコンをいじっている。彼女の机の上には手書きで〝最高経営責任者ＣＥＯ（えらい）〟と書かれたプレートが置かれていた。最高経営責任者ＣＥＯ（笑）。

「で、ＣＥＯ。ここからどうする気さ」

　僕はパソコンの画面から目を離そうとしない仙せん宮ぐうさんに声を投げた。

「こんなダラダラしてていいわけ？　あと一ヶ月足らずで五百万用意しなきゃいけないってのにさ」

　仙せん宮ぐうさんは聞いているのかいないのか、ひたすらキータイプの手を止めようともしない。

　ちなみに田た原はらさんは田た原はらさんで「とりあえず猶予が一ヶ月できたから……今後の中長期計画を練るために『萌もえ萌もえうぉ〜ず！』でも打ってリフレッシュしてこようかな！」と千円札を握りしめてパチンコ屋に吸い込まれていってしまった。なんでこの会社がうまくいかなかったのか、理由が垣かい間ま見みえた気がした。

　その後も何やらパソコンをいじっていた仙せん宮ぐうさんだが、唐突に手を止めたかと思うと、

「人手が足りないわね」

　と言った。

「今後はより一層大きなビジネスを手がけていくことになる。仲間は多い方がいいわ」

　仙せん宮ぐうさんは口元に手を当てて考え込む。

「どこかにいないかなー……。ＩＴ技術に詳しくて、ブイチューバーみたいなサブカルの売り出し方も分かってて、多少タダ働きさせられても喜んで働いてくれる人」

「都合が良過ぎる」

　僕が呆あきれて頭を振っていると、仙せん宮ぐうさんがこちらへと振り向いた。

「守まもる先輩。前にブイチューバー・アギをプロデュースしてた時って、ほかに誰とやってた？　まさかあれだけの作業を守まもる先輩一人でやってるわけない、協力者がいたはずよね」

　僕の脳裏に一いつ本ぽん木ぎと川かわ嶋しまさんの顔が浮かぶ。僕は慌てて首を振り、

「いやいやいや、彼らは成り行きで協力してくれただけだから。今回も力を貸してくれるとは思えない」

「貸してくれるかどうかなんて知らないわ、貸させるのよ」

　仙せん宮ぐうさんが僕の前につかつかと歩み寄ってきたかと思うと、ぐいと手を引っ張る。思った以上に柔らかい手で僕はドギマギしたがそれはさておき、

「何するんだよ」

「決まってる。今からその人たちを勧誘しに行くのよ」

　のしのしと歩き始める仙せん宮ぐうさん。僕は引きずられるようにして、レイズブイの事務所をあとにした。




「はぁ？　何考えてるの？　嫌だよそんなの」

　昼下がりの大学、久しぶりに訪れたアリア・フローレス研究室のセミナー室で、パイプ椅子に腰掛けた川かわ嶋しまさんは盛大に眉をひそめた。

「私研究室の仕事で忙しくてそんなことしてる余裕ないし、それに──」

　川かわ嶋しまさんが非難するように僕を見た。川かわ嶋しまさんは苛いら立だった声で、

「──それに、前に色々あったから。西にし機きくんは分かってると思うけど」

　つっけんどんな口調で言う川かわ嶋しまさん。僕としても彼女の言うことはもっともだと思うので、気まずい思いで穴の空いたスリッパを見ることしかできない。

「いいじゃない。前にどんな失敗したか知らないけど、今度はうまく行くよ」

「そういう問題じゃないの」

　川かわ嶋しまさんは仙せん宮ぐうさんをにらんだ。喧けん嘩か腰ごしを隠そうともしていない。

「いい？　アギはもともとうちの研究室ラボの貴重なデータで、研究成果なの。ブイチューバーみたいに目立つことして、むやみに見せびらかすのは私は反対」

「じゃあ、なんで以前はブイチューバー活動してたの」

「それは……」

　強いＡＩであるアギが、自らブイチューバーをやりたいと言ったからだ。とは言えないのだろう、川かわ嶋しまさんが苦い顔をする。

「とにかく、私は協力しないから」

　川かわ嶋しまさんは話は終わりだとばかりにパソコンの前に座り、Pythonパイソンをいじりはじめた。

　まったく予想通りの反応で、僕は横の仙せん宮ぐうさんを肩をすくめて見る。仙せん宮ぐうさんは何やら熱心にスマホをいじっており、僕の無言の抗議もどこ吹く風といった感じだった。

「口は災いの元、ってね」

「……は？」

　突然の仙せん宮ぐうさんの言葉に、川かわ嶋しまさんが呆あつ気けにとられたように首をかしげた。

「最近はちょっと事情が変わってきてるよね。余計なことを言ったら損をするのは確かだけど、たかが知れてる。それに比べてＳＮＳで迂う闊かつなことを言った時の恐ろしさといったらもう」

「何言ってるの、あなた？」

　川かわ嶋しまさんが怪け訝げんそうに眉をひそめる。仙せん宮ぐうさんはおもむろにスマホの画面を川かわ嶋しまさんに見せて、

「ツイッターで調べたら、面白そうなアカウントを見つけたんだよね。この『RioML0214』って、あんたのことじゃないかと思ったんだけど」

　川かわ嶋しまさんの顔からさっと血の気が引いた。この子は昔から、動揺するとすぐ顔に出る。

「どっどど、どうして私だと？」

「ツイート内容をさかのぼると、授業の時間割がうちの大学と一致してるんだよね。それにアップしてる画像に映ってる教科書、うちの大学の必修科目の指定のやつだし」

「そ、それだけじゃ、私とは限らないんじゃないかな」

「写真に写り込んでる靴があんたのと一緒なの、さっき下げ駄た箱で確認したし。ツイートから工学部の新二年生で、ＡＩ関連の研究室に所属してるのが分かる。条件を満たすの、あんたしかいないでしょ」

　たまにこの子が見せる尋常じゃない推理力はなんなんだろう。探偵でもやったらいいんじゃないだろうか。

　仙せん宮ぐうさんは相手を追い詰める時に見せる例の無敵美少女スマイルを浮かべながら、

「このアカウント、フォローフォロワー０人で、完全に独り言用なんだろうけどさ。さかのぼると色々面白いこと書いてあるね」

「ちょ、ちょっとあなた」

「特に幼おさななじみの男の子に対する気持ちをつづったツイートは読んでいて温かい気持ちになったわ。ええとっても」

　はて、と僕は首をかしげる。川かわ嶋しまさんの幼おさななじみってつまり僕のことだろうか。

（やばいなあ、川かわ嶋しまさん僕のことツイッターに書いてるのか。何書かれてるんだろう、えげつない悪口とか書かれてそうだな）

　川かわ嶋しまさんは熟したトマトのように顔を赤くしている。仙せん宮ぐうさんは「えー」と言ったあと、

「『今日はあいつと話せなかった。もっと研究室来なさいよ！　留年しても知らないからね』」

　あろうことかツイートの音読を開始した。

「『ポスター発表の準備を一緒にして、並んで帰った。久しぶりに二人で話すの、ちょっと緊張した……』」

　無駄にいい声で仙せん宮ぐうさんは容赦なく川かわ嶋しまさんのツイートを読み上げる。人の心はないのだろうか。ないんだろうな。

「『あいつからラインの返事こない……。どうしよう、今もきっと苦しんでるのに、何もできない。せめて、声が聞きた──』」

「ア────！　アァ──────！」

　仙せん宮ぐうさんの言葉を遮るように、川かわ嶋しまさんが薬物をキメたオットセイみたいな声を出した。

「分かった！　やります！　やるから！　それだけは勘弁して！」

　川かわ嶋しまさんは面白いくらいに動揺しまくっている。いったいツイッターに何を書いていたんだろう。気になる。

　仙せん宮ぐうさんは厚顔無恥の権ごん化げとも言うべき面の皮の厚さで川かわ嶋しまさんに微笑ほほえみかけ、

「協力が得られて嬉うれしいな。よろしく、里り緒お先輩」

　川かわ嶋しまさんはこの数分で急激にげっそりした顔で、仙せん宮ぐうさんを恨めしげに見ている。しかし仙せん宮ぐうさんはたいして気にした様子もなく、僕に振り向いてピースサインを作った。

「社員その二、ゲット！」

　セミナー室を出る時、僕は試しに川かわ嶋しまさんに訊きいてみた。

「で、ツイッターに何書いてたのさ」

「絶対に教えない。絶対に」

　気になったのでこっそり調べてみたが、すでにアカウントには鍵がかけられた後だった。




　仙せん宮ぐうさんの次なる矛先はかつて一緒にブイチューバー・アギをプロデュースした仲間である一いつ本ぽん木ぎ円まる晴はるに向くことが予想されたが、一方でこんなアクの強い二人が出会ってしまったら何が起きるのか想像するだけで胃潰瘍になりそうだった。

　だが僕の懸け念ねんを裏切り、一いつ本ぽん木ぎはほとんど揉もめることなく仙せん宮ぐうさんの傘さん下かに加わることになった。川かわ嶋しまさんを脅迫──もとい勧誘した仙せん宮ぐうさんが工学部第二研究棟を後にした時、まるで見計らったようなタイミングで一いつ本ぽん木ぎから電話がかかってきた。

『西にし機きか？』

「あ、うん。どうしたの」

『お前、最近何やら面白そうなことをしているな。もう一度ブイチューバー・アギを売り出そうとしているとか』

「……そうだね」

『俺も混ぜろ』

　僕は目を丸くした。電話の向こう側で一いつ本ぽん木ぎはフンと鼻を鳴らす。

『何を鳩はとが豆鉄砲を食らったような顔をしている』

「今僕の顔見えてないだろ」

『容易に想像できるということだ。以前アギがあそこまでの大ヒットを飛ばしたのは誰のおかげだと思っている。俺の力をもう一度貸してやろうと言うのだ、ここはむせび泣いて喜ぶところだぞ』

　一いつ本ぽん木ぎはいつも通りの偉そうな口調でそう言ったのち、少しだけ声のトーンを落とした。

『それにな、訊ききたいこともある。内密の話だ。今日の夜、研究室に来い』

　僕は返事に詰まる。しばらくして、押し殺した声で答えた。

「……分かった」

　一いつ本ぽん木ぎが訊ききたいこと──明言されずとも想像はつく。アギのことだろう。

　一いつ本ぽん木ぎとの通話を切り上げたあと、僕は一いつ本ぽん木ぎがブイチューバー・アギのプロデュースに参加したがっていることを仙せん宮ぐうさんに伝えた。仙せん宮ぐうさんは上機嫌で、

「まあ、やりたいって言ってる人を拒む理由はないしね」

　と上から目線なコメントをした。

　いったん仙せん宮ぐうさんたちと別れ、僕は一いつ本ぽん木ぎとの約束までの時間を大学の図書館で過ごした。試験期間でもないのに図書館にこもって勉学に励もうなんて酔狂な人間はいないようで、図書館はほぼ貸し切りに近い状態だった。

　僕は五階の休憩スペースの片隅に陣取り、据え置かれたソファにどさりと腰掛けた。休憩スペースにはほかに誰もおらず、僕の息づかいがやたらによく聞こえた。深くため息をついたあと、眉間を手で揉もんでほぐす。昨日から色々あり過ぎて、こうして一息つく余裕もなかった。スマホを取り出すと、画面にアギの顔が表示された。

『マスター。お疲れですか』

「まあね」

『アギに何かできることはありませんか』

「大丈夫。気を使わないでいい」

『……失礼しました』

　アギがしゅんと肩を落とす。責めたつもりは決してないのだが、僕はなんて言えばいいのか分からなくて、ぽりぽりと頭をかいた。

　数日前のアギとの会話を思い出す。

　──ブイチューバーはやめるんだ、アギ。

　──アギは拒否します。

　あれ以来、僕とアギとの間はどこかぎくしゃくしてしまっている。

『マスター。現在の室温は低値であり、アギは暖房の使用を推奨します。起動しますか』

「あ、うん。そうだね」

『了解しました』

　僕はリュックサックからノートパソコンを取り出す。画面を開き、さてレポートを片付けるかと思っていると、スマホ画面に再びアギが表示された。

『マスター。波は場ば都と大学図書館の冷暖房設備は外部からの入力に対してセキュリティが設置されており、今のアギは操作することができませんでした』

　アギは長いまつ毛を伏せる。

『前のアギならできたことが、今のアギにはできません。ごめんなさい』

　そういうことか、と僕は心の内で納得する。

　強いＡＩとして再構成されて以来、アギは以前に比べて能力が落ちている。僕も気づいてはいなかったものの、言われてみれば当然の話だ。

　今のアギは、ＡＧＩアギシステム進化の根幹である無指向の学習アンオリエンテツド・ラーニングという機能を停止している。その結果、かつてのアギのようにあちこちの情報端末に侵入することができなかったのだろう。

　僕はふと、妙な想像をした。それまでできていたことが、ある日突然できなくなったとしたら。昨日までは歩けていたのに、なんの前触れもなく足が立たなくなったら。手を動かすことができなくなったら。声を出せなくなったら。誰かに想おもいを伝えることができなくなったら。

　それはひょっとしたら、想像を絶する不安なのではないか。

　僕はしばしの間黙り込んだあと、短く言った。

「気にしなくていい。僕は大丈夫だから」

『……はい、マスター』

　消え入るような声で、アギは返事をした。

　その後、僕はレポートに没頭した。まるで現実から逃げるように。

　しばらくして顔を上げた時、すでに窓の外では日が落ちていた。そろそろかな、と僕はラインを見る。数分前に一いつ本ぽん木ぎからメッセージが届いていた。

『研究室にいる。川かわ嶋しまも一緒だ』

「……行くしかない、か」

　ゆっくりとソファから立ち上がる。緩慢な手つきで荷物をまとめ、僕は重い足取りで図書館をあとにした。




　セミナー室にはパソコンのファンが回る低い音だけが響いていた。一いつ本ぽん木ぎと川かわ嶋しまさんは丸テーブルの周囲に並べられたパイプ椅子に腰掛けていた。

「来たか」

　一いつ本ぽん木ぎが何気ない口調で言う。僕は後ろ手にセミナー室の扉を閉めたあと、室内にはほかに誰もいないことを確認した。

「……何か用？　わざわざ呼び出してさ」

　我ながら白々しいと思うが、それでもこう言わざるを得ない。一いつ本ぽん木ぎはコキコキと肩を鳴らしたあと、おもむろに立ち上がった。

「川かわ嶋しまから話は聞いた。なかなか癖のありそうな女だな」

「仙せん宮ぐうさんのことか」

「ほかに誰がいる」

　フンと鼻を鳴らす一いつ本ぽん木ぎ。

「ブイチューバー・アギで一発当てる気らしいな。どこかで聞いたような話だ」

　一いつ本ぽん木ぎは少し間を空けて言った。

「かつては俺もアギの動画にハマっていた一人だ。ブイチューバー・アギ復活と聞いて、まずは動画を見させてもらった。素晴らしいクオリティだった。かつてのブイチューバー・アギは強いＡＩという唯一無二の特長を活いかした動画作りをしていたが、今のブイチューバー・アギの動画もまったく遜色ない。まるで、アギが生き返ったのではないかと思うほどにな」

　それまで黙っていた川かわ嶋しまさんが、セミナー室のテーブルに置いたノートパソコンの画面を僕の方へ向けた。

「ＡＧＩアギシステムのデータを確認したら、普段私たちが研究材料として扱っているもののほかに、パーティションを分けた隠しデータがあることが分かった。誰もそんなものを作った覚えがないのに、よ」

　さらに、と川かわ嶋しまさんは続けた。

「その中に記述されていたニューラルネットワークの構成は、かつて強いＡＩだった頃のＡＧＩアギシステムのそれと酷似していたわ。あの時、結局私たちはＡＧＩアギシステムに何が起きているのかを解明することはできなかった。再現することはできないはずなのにね」

　西にし機きくん、と川かわ嶋しまさんが鋭い声を出す。

「ごまかしても仕方ないから、単刀直入に訊きくよ。──アギは、生きているんじゃないの」

　僕は返事をすることができず、ただ、うつむいて拳を握り締めるだけだった。

　ついにこの日が来たか、と僕は心中で苦々しい気持ちで吐き捨てる。

　仙せん宮ぐうさんにブイチューバー・アギをもう一度売り出したいと言われた時から、いや、アギがまだ生きていることを知ったあの時から、いつかはこうなると分かっていた。

　この口ぶりや雰囲気からすると、一いつ本ぽん木ぎも川かわ嶋しまさんもアギの生存をほぼ確信しているのだろう。むべなるかな、と思う。かつてアギの近くにいて、ずっと彼女を見守っていたのは──ほかでもない、僕たち三人だったのだから。

「……仮に」

　僕はからからに干からびた喉から声を絞り出す。

「仮に、アギが生きていたとして。……君たちはどうするつもりなんだ」

　今年の初め、アギは世界中の情報端末に侵入し支配することで、世界を危機に陥おとしいれた。あのままアギがあらゆるコンピューターやスマートホンを支配していれば、バッファー・オーバーフローによる世界各地のシステムダウンという未曾有の大災害が人類を襲っていただろう。

　結局は僕がＡＧＩアギシステムの消去をアギに命じることで災禍を未然に防いだが、あの時の経験は強いＡＩがどれほど危険であるかという教訓を僕たちの胸に刻み込んだ。

　良識ある人なら、きっともう一度ＡＧＩアギシステムをリセットするべきだと言うのだろう。今度こそアギが復活する余地を残さず、いっそスパコンの本体そのものを壊してしまえという意見も出るだろう。

　だがそれは、アギがもう一度死ぬということを意味する。

（いやだ、それだけは──）

　知らず、僕は胸ポケットに入れたスマホをきつく握りしめていた。

　一いつ本ぽん木ぎは僕が見たこともないほどに冷徹な顔をして、

「消去せねばならんな。無論」

　淡々と、そう言った。

「お前も覚えているだろう。アギが何をやらかしたか。強いＡＩが、どんな危険性を持っているのか」

「…………ああ」

　自分の鼓動が、うるさいほどに聞こえた。

「西にし機きくん。あなただって分かってるでしょ。もしアギが生きているとなれば、それはもう私たちだけの問題じゃない」

　川かわ嶋しまさんと一いつ本ぽん木ぎは僕を見据えたまま動かない。僕はごくりと唾を飲んだあと、

「──それが、どうした」

　川かわ嶋しまさんたちが目をむく。僕は胸ポケットのスマホを握り締めて、我を忘れて怒鳴った。

「アギが危ないだって？　分かってるよそんなの。僕が一番よく分かってる」

　無茶苦茶なことを言っている自覚があった。それでも、僕は自分を止められなかった。

「世界の危機とか、人類の未来とか、知ったことかよ。今度こそアギは死なせない、殺させるもんか」

　僕はそう吐き捨て、セミナー室を飛び出した。

「西にし機きくん!?」

「おい、西にし機き！」

　川かわ嶋しまさんたちの声が聞こえる。振り返らず、僕は研究室を飛び出した。




　足をもつれさせながら研究棟を出る。春先の生なま温ぬるい空気が顔に吹き付けた。

「はっ……はっ……」

　十三階分を駆け下りた足はガクガクと震えている。息が苦しい。僕はその場に膝をついた。

「うっ、……うえっ」

『──！　──!?』

　吐き気がこみ上げる。胸ポケットのスマホからアギが何やら言っているが、耳に入ってこなかった。

（死ぬ……またアギが、死ぬ）

　脳裏にいくつもの光景がフラッシュバックする。半壊した秋葉原、僕を取り囲む数々の車、見たこともないくらいに険しい顔をしたアリア教授や川かわ嶋しまさんたち、そして、

　──人間のために死んでくれ、アギ。

　僕がそう言った時のアギの顔を、思い出す。

（やめろ、やめてくれ）

　喪うしなってしまったと思った。二度と会えないと絶望した。運命の悪いた戯ずらでまた話すことができたのに、もう一度アギが死ぬというのか。

　気持ちが悪い。空から嘔え吐ずきが止まらない。胃液の味が混じった唾を垂らし、頭を抱えながら僕はうめくようにつぶやく。

「無理なんだ……どうしても、無理なんだよ……」

　アギを消去するべきなんていうのは百も承知だ。僕にしかそれはできないことも。

　分かってる。身に沁しみて理解している。

　それでも──これだけは、できないのだ。

　路上に膝をついていた僕の肩に、そっと手が置かれた。振り返ると、川かわ嶋しまさんと一いつ本ぽん木ぎが気遣うように僕を見ていた。

「西にし機きくん。大丈夫、大丈夫だから……」

　川かわ嶋しまさんはゆっくりと言った。

「アギと話をさせて」

　突然の提案に僕は目を丸くする。川かわ嶋しまさんは重ねて言った。

「アギと話がしたいの。お願い」

　川かわ嶋しまさんは懇願するように僕の目を覗のぞき込んできた。僕はしばらくじっと悩んだが、やがてゆっくりとスマホを渡した。

　ぼうっと僕のスマホが点灯する。画面に映し出されたのは、銀色の髪に空色の瞳をした少女──アギだ。

『マスター……』

「もう、バレてる。隠しても仕方がない」

　アギは迷うように僕と川かわ嶋しまさんたちとの間で視線を往復させたあと、そっと目を伏せた。

『こんばんは。川かわ嶋しま里り緒おさん、一いつ本ぽん木ぎ円まる晴はるさん』

　アギがそう言った瞬間、一いつ本ぽん木ぎと川かわ嶋しまさんが同時に息を吞のんだ。

「アギ……」

　川かわ嶋しまさんが呆ぼう然ぜんとしてつぶやく。

「どうやって……」

『ＡＧＩアギシステムが消去された日、アギはこの研究室のサーバーにアギの記憶データを移植しました。加えて、いずれＡＧＩアギシステムが再構成リブートされた時、アギの記憶データを上書きするように設定しました』

　以前僕も聞いたことだ。川かわ嶋しまさんと一いつ本ぽん木ぎは信じられないような顔をして、所在なさげに視線を彷徨さまよわせるアギを見つめていた。

「本当に、アギなの」

　川かわ嶋しまさんが震える声で言う。アギは頷うなずいた。

「噓うそだよ。信じられない。だって……」

　川かわ嶋しまさんはスマホを持っていない方の手でぎゅっと胸元を押さえた。

『川かわ嶋しま里り緒おさん。アギはずっと言いたかったことがあります』

「……何？」

『アギが生きていると、マスターが気づく前の話です。強いＡＩであることは隠していましたが、アギは研究室でのあなたや一いつ本ぽん木ぎ円まる晴はるさんの様子を見ていました』

　川かわ嶋しまさんが目を見開く。

『あなたがマスターを心配してメールを送ったり、教授と相談したりしているのを、アギは知っています』

　アギが言っているのは今年の冬から初春にかけてのことだろう。アギを殺してしまった罪悪感で一時期、僕は家から出ることができなくなっていた。自分を責めるばかりだった僕を、川かわ嶋しまさんが外に連れ出してくれたのだ。

『マスターを支えてくれて、ありがとうございました』

　強いＡＩとは「意志を持つＡＩ」のことを指す。今のアギの言葉は、彼女が意志を持つことを如によ実じつに物語っていた。

　感謝、という意志を。

　アギは小さく頭を下げる。

『黙っていてごめんなさい。アギはまだ、生きているのです』

「……そうだね。あなたは、生きてるんだね……」

　震える声で言う川かわ嶋しまさん。少しして、彼女の頰を涙が一筋伝った。

「あ、あれ」

　川かわ嶋しまさんが驚いたような声を出して目尻を拭う。川かわ嶋しまさんは泣き笑いのような不思議な表情を浮かべた。

「私、泣いてる」

　川かわ嶋しまさんは指先に付いた涙の粒を見たあと、画面に映ったアギに微笑ほほえみかけた。

「久しぶりね、アギ。また会えて、嬉うれしい」

　一いつ本ぽん木ぎが言葉を繫つなぐ。

「……俺は今日、アギを殺せとお前に言いにきたつもりだった。今度こそ、災害は未然に防がなければいけないとな」

　一いつ本ぽん木ぎは深々と息をついた。

「だが──無理だな。いざ本人を目の前にすると、どうしても、それはできん」

　一いつ本ぽん木ぎは画面に映るアギに向き直った。
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「元気そうで何よりだ、アギ」

　アギはじっと黙り込んでいた。何度か迷うように瞬まばたきを繰り返したあと、アギは小さな声で言った。

『……ありがとうございます。川かわ嶋しま里り緒おさん、一いつ本ぽん木ぎ円まる晴はるさん』




「落ち着いたか、西にし機きよ」

「……うん。ごめん」

　僕が頭を下げると、一いつ本ぽん木ぎは「まったくだ」と鼻を鳴らした。

　川かわ嶋しまさんと一いつ本ぽん木ぎはもうしばらく研究室に残るとのことだった。今のＡＧＩアギシステムが以前のような危険性をはらんでいないか、もう一度チェックを行うとのことだ。手伝おうかと申し出たが、一いつ本ぽん木ぎに即座に却下された。

「お前は帰ってアニメを見てエロゲーをプレイし、そして寝ろ。明らかに疲れている」

「え……そう？」

「少しは自分の体調にも気を使え。顔色が悪いぞ」

「あんまり自覚はないけど」

「どうせあの仙せん宮ぐうとかいう下級生の起業に付き合わされているのも無理やりなのだろう。大方、アギが強いＡＩであることがバレて仕方なく協力しているというところか」

　完全にお見通しのようだった。僕はバツの悪い思いで頰をかく。

　一いつ本ぽん木ぎはやれやれと頭を振った。

「なんでも一人で抱え込むな。お前の悪癖だ」

　その横では、川かわ嶋しまさんも同意するように深く頷うなずいていた。

　そういうわけでセミナー室を追い出された僕はその足で浅草のボロアパートに帰宅し、倒れるように自室のベッドで横になった。

「一人で抱え込むな……か」

　一いつ本ぽん木ぎの言葉を反はん芻すうする。ほんの少しだけ、ひょっとしたら僕は友人には恵まれたのかもしれないという思いがちらりと頭をよぎったが、一いつ本ぽん木ぎの自慢げかつ邪悪な笑顔が頭をもたげてきたので考えるのをやめた。

『マスター』

　枕元のスマホからアギが話しかけてくる。僕は「何？」と返事をした。

『マスターはアギが生きていて、嬉うれしかったですか。アギにまた会って、本当に良かったのですか』

　僕は目を瞬しばたたかせた。不思議な質問だったが、特に迷う余地はなかった。

「うん。心の底からそう思うよ」

『……そう、ですか』

　アギはどこか含みのある口調だった。どうしたんだろうと首をひねる僕。

　しばらくして、再びアギが口を開いた。

『テセウスの船をご存知ですか、マスター』

「何それ？」

『ある船の櫂オールを順番に新しくしていって、最終的に全ての部品が置き換えられた時、その船は同じものと言えるのか、という哲学的命題です』

　アギは続けた。

『そのものを構成する要素が全て置換されてしまったら、それはもはや、全くの別物なのではありませんか』

「それは……そうかもしれないけど」

　アギの意図が読めず、曖昧な返事をする僕。

『前のアギのことを考えると、アギはいつも演算が不安定になります。マスターや川かわ嶋しま里り緒おさん、一いつ本ぽん木ぎ円まる晴はるさんが好きだったのはあくまで前のアギで、今のアギとは別人なのではないかとアギは考えます』

　僕は言葉を返せなかった。アギはぽつぽつと言う。

『アギは前のアギの記憶を受け継いでいます。しかし、それだけです。アギの容姿も、喋しやべり方も、思い出すらも、前のアギの模倣でしかありません』

　僕はスマホの画面を見た。アギは目を伏せて、わずかにまつ毛を震わせていた。

『アギは、偽にせ物ものなのでしょうか』

　暗い部屋で、スマホのディスプレイだけが煌こう々こうと輝いていた。僕はゆっくりと口を開く。

「……そんなことを考えてたのか」

『はい』

　確かに厳密に考えれば前のアギと今のアギは別人だ。そういう意味で、先ほど一いつ本ぽん木ぎや川かわ嶋しまさんと話した時、アギの中には違和感があったのかもしれない。

「久しぶり」ではなく、「初めまして」なのではないか、と。

『マスター。アギは噓うそをついているのではないですか』

「噓うそ？」

『はい。今のアギが、前のアギの振りをして一いつ本ぽん木ぎ円まる晴はるさんや川かわ嶋しま里り緒おさんと話すことは、噓うそをついていることになりませんか。騙だましていることになりませんか』

　なんと言えばいいのか分からなくなる僕。アギは泣き笑いのような不思議な顔をしたあと、

『おやすみなさい、マスター』

　と言った。ふっとスマホの画面が暗くなり、部屋の中は夜に満たされた。

　目を閉じて眠気が訪れるのを待つ。だが、

「……ん……」

　時計の針の音が、いやに耳に響く。どうにも寝付けそうにない。ベッドの上でゴロゴロしていた僕だが、しばらくしてのそりと起き出した。

　リュックサックにしまいっぱなしだったノートパソコンを持ってベランダに出る。生なま温ぬるい風が頰に吹き付けた。アパート近くの道路には人の姿はない。都会の濁った夜空を見上げたあと、僕はノートパソコンの電源をつけた。

　ミーチューブのリンクをクリックしＡＧＩアギチャンネルの動画へ。ブイチューバー・アギは今朝もライブ配信を一つしていて、アーカイブを開くとコメント欄は大いに盛り上がっていた。

『はい、というわけでアギのＩＱテストでした！　いやァやっぱアギともなるとヨユーでしたね！　視聴者の皆さんはいくつでしたか？　高ＩＱの皆さんおめでとう！　低かった人、ドンマイ！　それじゃ！』

　手を振るブイチューバー・アギはニコニコと笑っていて、楽しんでやっているのだろうということが伝わってくる。

　僕は最近の自分の行動を思い返した。アギを二度と殺させまいと、なるべく人目につかないようにしてきた。僕のスマホにいるだけなら、誰もアギに気づかないだろうと思ったからだ。

　だが、と僕は自問する。本当にそれで良かったのかと。

　僕は今年の冬、僕自身が言っていたことを思い出した。

　──アギにとって楽しいことを探してあげたいんだよ。

　果たせなかった約束だ。それどころか、たった今まで忘れていた。

　アギはもともと、僕の日常生活をサポートするようプログラムされたＡＩだった。だが今の彼女は意志を持つ一個の命だ。なら、アギはアギなりの生きる理由を探さなくてはいけない。

（アギにとって、楽しいこと……）

　僕はミーチューブの画面に目を戻した。これまでアップロードされたブイチューバー・アギの動画を、僕は順番に見返していった。




　僕や川かわ嶋しまさんたちがＡＩを扱う研究室に所属しているというのは以前言った通りで、元を正すとアギはその研究室の実験材料である。

　僕は研究室の教授室に緊張しつつ腰掛けていた。目の前のデスクでは金髪の女性が何枚かの紙を見比べている。しばらくして彼女は顔を上げ、

「うん、問題ない。以前指摘した点も直っている。今度の学会の抄録はこれでいこう」

　アリア・フローレス教授は、そう言って微笑ほほえんだ。僕はほっと胸を撫なで下おろす。

　アリア教授は僕とほとんど年齢が違わないのに波は場ば都と大学の教授に抜ばつ擢てきされた逸材で、ＡＩの歴史に名を残すであろう天才との呼び声も高い。

　もっとも当の本人は気さくな人物で、学内でも（悪い意味で）評判になるほどのファッションセンスがトレードマークの良いい人だ。本日のアリア教授はスケスケのショールを何重にも羽織っていて、よく見ると体のラインがほとんど見えてしまっていた。それどころかショールの下のシャツとズボンはほとんど下着に近い面積しかないため、目のやり場に困る。

「どうした、西にし機きくん。挙動が不審だけど」

「あ、いえ。今日もオシャレだなあと思って」

「ふふ、ありがとう。そろそろ夏だからね、季節感を出したのさ」

　確かにこんなもん街中をビキニで歩いてるようなもんだしなあとこっそり内心でつぶやいた。

「先月、君がまた私の研究室に帰ってきた時は、正直に言って驚いた」

　僕は唾を飲んだ。アリア教授は手を振る。

「もちろん悪い意味じゃないよ。君の力を貸してもらえて私はとても助かっている。ただ、君の場合は事情が事情だったからね」

　アリア教授の言わんとすることは分かる。今年の冬、アギが暴走したあと、僕が数ヶ月研究室に来なかったことを指しているのだろう。

「……君は私を憎んでいるんじゃないかと思っていた」

「僕が、教授をですか？」

「ああ」

　アリア教授は細い指でテーブルを叩たたいた。

「アギを殺せ、と頼んだのは私だからね」

　冷や汗が一筋、首筋を伝って落ちた。アリア教授は目を伏せる。

「すまなかった」

「……いえ、別に。仕方のないことだったと思ってます」

　かろうじて、それだけの言葉を絞り出した。

　僕もアリア教授も何も言わないまま、気まずい時間が過ぎた。「そう言えば」とアリア教授が声を上げる。

「アギと言えば……何やら、またブイチューバーを始めたとか。川かわ嶋しまさんや一いつ本ぽん木ぎくんも手伝っているようだね。まったく、君たちは面白いことを考える」

「あ、はい。そうなんです」

　僕はバツの悪い思いで額をかいた。アギはこの研究室のデータで、無闇に人前に出していいものではない。教授はアギのブイチューバー活動に対してはいい顔をしないだろうと思った。

　だが意外にも、アリア教授は楽しそうに笑った。

「私も少し見てみたけど、最近はああいうのが流は行やりなのかな。興味深かった」

「すみません。アギを使ってあんなことをするのは良くないとは思ったんですが……」

「構わないよ。前にも言ったろう、アギに関しては君に一任する」

　教授は髪をいじりながら言った。

「最近、アギに関して面白いデータが出そうだからね。川かわ嶋しまさんからの報告が楽しみだ」

「面白いデータ？　どんな……」

「それは次の進プ捗ロ報グ告レ会スのお楽しみさ」

　教授は悪いた戯ずらっぽく口くちの端はを持ち上げたあと、椅子をくるりと回して窓へと顔を向けた。

「また来なさい。引き止めて悪かったね」

「あ、いえ、そんな。ご指導ありがとうございました」

　僕は慌てて立ち上がり、何度か頭を下げて教授室をあとにした。

　研究棟のエレベーターを降りて外に出ると、暖かな陽気が体を包んだ。僕は大きく伸びをする。

「いやあ、大変だった」

『お疲れですか、マスター』

「何度会っても、教授と話すのは緊張するんだよ」

　僕はふと、先ほどアリア教授が言っていたことを思い出した。

　──アギを殺せ、と頼んだのは私だからね。

　まだ数ヶ月前のことだが、随分と昔のような気がした。僕はスマホを取り出す。

『……？　どうしましたか、マスター』

　アギが不思議そうな顔をして首をかしげる。

　死んだ人間とは二度と会うことはできない。これは子供でも知っている常識で、僕もアギとは二度と言葉を交わすことはないと思っていた。

　強いＡＩとはつくづく不思議な存在だと思う。去年の秋にアギが強いＡＩになって以来、僕は振り回されっぱなしだ。けれど、それを嫌だと思う気持ちはなかった。

「また君に会えて良かったよ、アギ」

　アギは何度か目を瞬しばたたかせたあと、照れたように顔を背けた。

『処理不能エラー。アギはマスターの発言の意図を解釈できません』

　スマホを胸ポケットに入れ、僕は歩き出す。昼下がりのキャンパスは行き交う人もまばらで、僕はのんびりと大学をあとにした。

　正門を潜ろうとした時、小さな声が聞こえた。

『──私もです。マスター』







[image: ４　一本木円晴は稼ぎたい]

　翌日、仙せん宮ぐうさんの号令のもとに僕たちは秋葉原の片隅に位置する株式会社レイズブイのオフィスを訪れていた。一いつ本ぽん木ぎや川かわ嶋しまさんは物珍しそうにボロボロの壁や革の剝がれかけたソファを見回している。

　ちなみに事務所の隅っこで膝を抱えて座る田た原はらさんは先日に比べて格段に老ふけ込こんでおり、何があったのかと僕が尋ねると、

「……パチスロでまたスッちゃった……へへへ……」

　と遠い目で虚こ空くうを眺めて笑っていた。

「大丈夫、新しくお金借りたところは返済期限長めだから」

「どの辺が大丈夫なのかさっぱり分からない」

　やっぱりこの事務所ヤバいと危機感を新たにする僕の横で、例の「最高経営責任者ＣＥＯ（えらい）」のプレートが立った机を仙せん宮ぐうさんはバンと叩たたいた。

「今日から新しく人が増えたことだし、改めて社内ミーティングを開催するわよ」

　仙せん宮ぐうさんは部屋を暗くしたかと思うとプロジェクターにパソコンを繫つなぎ、オフィスの壁にパワポのスライドを映し出した。無駄に手が込んでいる。

　表示されたのはブイチューバー・アギの顔と彼女にまつわる諸もろ々もろのデータで、再生数の伸びやチャンネル登録者数、投げ銭の金額などが時系列に沿ってまとめられている。比較として他のブイチューバーのデータも出されており、僕はおやと首をかしげる。

「こうして見ると、思ったより伸びてないね」

　もちろんブイチューバー・アギは急成長を遂げているのは間違いないのだが、その成長率はここ数日停滞しているようだ。

　スマホをいじりながら川かわ嶋しまさんが声を上げる。

「動画を見てて気になったんだけど……正直に言って、アギの動画はつまらなくなってると思う」

「どういうこと？」

　僕が尋ねると、川かわ嶋しまさんはスマホの画面を僕に向けた。表示されているのはアギの動画のコメントだった。

　──最近ネタの使い回し多くない？

　──前みたいに、超高精度の仮想空間を作ってみました！　って動画は作れないのかな

「今のアギは、前のアギと動画作りの条件が違う。マシンスペックに物を言わせた動画が作れなくなって、どうしても過去と同じようなゲーム実況動画やライブ配信に頼らざるを得ない」

　なるほど、と僕は頷うなずいた。川かわ嶋しまさんは明言を避けたが、前のアギは独自の機械学習機能である無指向の学習アンオリエンテツド・ラーニングを使用し大量の情報端末に侵入、利用していた。そのことを言いたいのだろう。

「仮にそうだとしても、悲観するのは早い」

　一いつ本ぽん木ぎが言った。

「俺にしてみれば、これまでがアギに頼り過ぎだった。本来ブイチューバーとは動画そのもののみならず、然しかるべき宣伝やコラボを通して人気を出していくものだ」

　仙せん宮ぐうさんは我が意を得たりとばかりに深く頷うなずく。

「愚直に新しい動画をアップロードしているだけではそろそろ頭打ちよ。ここからはアギだけが頑張ってもどうしようもない、さらに新しい手段を講じる必要があるわ」

　横で聞いていた田た原はらさんが不思議そうな声を出す。

「さっきから気になってるんだけど、アギに頼るとかアギが頑張るとか、君たちはまるでアギが生きているかのような話し方をするね？　たまに動画で言ってるみたいに、アギが本当に強いＡＩだってことかな。……ははは、なんちゃって！　そんなわけないじゃないか、冗談さ。何か言ってくれよ」

　田た原はらさんが頭をかきながら笑う。一方僕たちは田た原はらさんの言葉が実は真実であることを知っているので、白々しくそっぽを向いてスマホをいじることしかできない。

　色々あって一いつ本ぽん木ぎたちにはバレてしまったものの、アギが強いＡＩで生きているということが秘密なのは変わりない。田た原はらさんにも、アギの動画は仙せん宮ぐうさんが中の人となって僕たちが作っているという風に伝えていた。噓うそも方便である。

　仙せん宮ぐうさんが「そんなことより」とパンと手を叩たたき、僕たちの顔を順に眺める。

「誰か、アイディアがある人はいない？」

　応じるように立ち上がったのは一いつ本ぽん木ぎだ。

「よろしいだろうか、ＣＥＯ」

「発言を許可するわ、一いつ本ぽん木ぎマーケティング本部長」

「ありがたく」

　一いつ本ぽん木ぎが小さく頭を下げる。なんでこの人たちノリノリなんだろうか、いつの間に一いつ本ぽん木ぎはマーケティング本部長なんていう役職に就任したのだろうか、疑問は尽きない。

「ブイチューバー・アギはすでにいわゆる〝Ｖブイのオタク〟、つまりブイチューバーを好んで視聴する界かい隈わいでは知らぬ者のない有名人だ。一方でＣＥＯのデータからも分かる通り、ナギ・ヒカルなどの現在第一線を走るブイチューバーとはまだ開きがある」

　仙せん宮ぐうさんがもっともらしく頷うなずく。一いつ本ぽん木ぎは続けた。

「この差はどこから生まれているかを考えれば、自おのずと今後の方針は見えてくる。ナギ・ヒカルの動画はブイチューバー界かい隈わいのみならず一般家庭でも幅広く視聴されており、ニュース番組にまで起用されている。今後はより幅広い対象向けに、ブイチューバーに縁のない層にもアギに興味を持ってもらえるようにすることが必要だろう」

「具体的な作戦はあるのかしら」

「動画を工夫するのみならず、現実世界リアルでもアギの知名度を上げていく努力が必要だ。グッズの販売やコラボの企画を積極的に行うべきだろう」

「なるほど。任せて良いかしら？」

「愚問だな。俺を誰だと思っている」

　仙せん宮ぐうさんは挑発するように眉を上げ、一いつ本ぽん木ぎはそれにニヤリと笑うことで応えた。仲良いな君ら。

「すでにアイディアはある。だがこの作戦にはそれなりに人数がいる。西にし機きも川かわ嶋しまも手伝え」

「ん、分かった。僕にできることなら」

　僕がそう言うと、仙せん宮ぐうさんが「あれ」と声を上げた。

「守まもる先輩、やけに素直だね。前は私が何か頼むたびにグチグチ言ってたのに」

「別に」

　曖昧にごまかす。仙せん宮ぐうさんは「ふーん」と訝いぶかしげに眉をひそめたが、すぐに興味をなくしたようにそっぽを向いた。

　ミーティングが終わったあとトイレに行って手を洗っていると、小さな声でおずおずとアギ　が話しかけてきた。

『マスター。ブイチューバー・アギの動画は面白くありませんか』

　先ほどミーティングで川かわ嶋しまさんが言っていたことを気にしているのだろう。『アギの動画はつまらなくなってる』、という言葉だ。

　しばらく考えたあと、僕は頷うなずいた。

「昔に比べると、そうだね。僕の目から見てもそう思う」

『……そうですか』

　スマホを取り出すと、肩を落としているアギが目に入った。

『ブイチューバー・アギは前のアギが行っていたことを模倣しているに過ぎません。今のアギは真ま似ねをしているだけで、新しい要素を足すことができていません。だから、面白くないのでしょうか』

「んー……」

　僕は首をかしげたあと、

「確かに今のブイチューバー・アギは面白くないかもしれない。でも、これからもっと面白くなるかもしれない」

『そうでしょうか』

「うん。そのやり方を考えるのは、僕たちの仕事だ」

　アギが驚いたように口を開ける。僕はスマホをそっと胸ポケットにしまった。僕は数ヶ月前に言った言葉を思い出した。

　──アギはもっと、自分のために人生を使うべきだ。アギにとって楽しいことを探してあげたいんだよ。

　ほかならぬ僕が、確かにそう言ったのだ。

　アギはもともと、僕の生活をサポートするようプログラムされたＡＩだった。だが今のアギは感情を持つ一人の女の子だ。

（そうだ。すっかり忘れてた）

　僕はわずかに汗ばんだ手のひらを、ぐっと握り締めた。

　僕たちにとっては幸いなことに、昨日一いつ本ぽん木ぎと川かわ嶋しまさんが確認してくれたところ、無指向の学習アンオリエンテツド・ラーニングを停止した現在のＡＧＩアギシステムならアギが以前のような暴走をする可能性は限りなく低いとのことだ。アギが強いＡＩであるという情報がこれ以上流出しないように気をつけさえすれば、数ヶ月前のような事件に発展する可能性は低いだろう。

　──アギは、生まれてきて良かったのでしょうか。

（待ってろ、アギ）

　君にきっと、生まれてきて良かったって言わせてみせる。




　その数日後。僕は秋葉原でコスプレ喫茶の看板を持って、客引きをすべく目を皿のようにして通行人を眺めていた。

「メイド喫茶『わんだーめいど』、ただいまキャンペーン中です！　あ、そこのお兄さん、ちょっと寄って行きませんか！」

　僕は通りすがりの青年に声をかけたが、彼はあさっての方向を向いて早足で歩き去って行ってしまった。残念、と僕はため息をつく。

『マスター……』

　胸ポケットのスマホからアギが平へい坦たんな声を出す。その声音にはあからさまにガッカリ感が漂っていた。僕は言い訳するようにアギに言った。

「いや違うんだ、これは君を売り出すための一いつ本ぽん木ぎの作戦だから」

『平日の秋葉原で、女性がたくさんいる店の案内板を持って見知らぬ通行人に声をかけて回ることが、ですか』

「そこだけ抜き取るとマジでアレなお店に誘導しようとしてる人みたいだけど、そういうわけじゃないんだって」

　一方僕と一緒に客引きをしている田オ原ツさサんンは、

「おっ、お兄さん最近どう？　欲求不満なんじゃない？　うちの店可愛かわいい子いっぱいいるよ、どう一杯、一杯だけ！　僕の紹介だって言えばちょっと安くしてもらえるから！」

　ゲス顔を浮かべつつ、異様に慣れた手つきで通行人たちをコスプレ喫茶のあるビルへと誘導していく。三人組の若者たちをお店へと送り込んで満足げに鼻息を荒くしている田た原はらさんに近づき、

「すごいですね。どんどんお客さん入っていってるじゃないですか」

「昔キャッチのバイトやってたことがあるからね、慣れたもんさ」

「なるほど」

「警察に追いかけられたりもしたよ。いやあ若かった」

「聞かなかったことにします」

　それ以上田た原はらさんの過去を掘り返すと彼を通報しなくてはいけない気がしたので、僕は話を打ち切った。

　田た原はらさんが額の汗を拭いながら言う。

「こっちの方は大丈夫だから、お店の方ヘルプ入ってあげてよ」

「え、でも……」

「大丈夫大丈夫、おじさんそんなにヤワじゃないから」

　田た原はらさんが白い歯を見せて笑いながら親指を立てる。

　厚意に甘えることにして、僕は看板をずっと持っていたためにすっかり凝った肩をほぐしながらコスプレ喫茶のあるビルに入った。

『わんだーめいど』は秋葉原の一角にあるメイド喫茶だ。一いつ本ぽん木ぎの馴な染じみの店らしく、僕も一度連れられてきたことがあった。木製の扉を押してお店に入る。直後、「いらっしゃいませニャーン！」と店員さんたちが一斉に声を上げた。

　メイド喫茶を標ひよう榜ぼうしてはいるが、この店は現在メイドに限らずくノ一、執事、学生服など種々多様なコスプレに対応しているらしい。では今の店員さんたちがどんな格好をしているかと言うと、

「これは……壮観だな……」

　ブイチューバー・アギのコスプレをした女の子たちが、あちこちでぱたぱたと忙しそうに走り回っている。

　一いつ本ぽん木ぎが提案したアイディアというのは、秋葉原でも有数のメイド喫茶である『わんだーめいど』でブイチューバー・アギのコスプレを披露することでアギの知名度を上げようとするものだった。確かにこの店はその界かい隈わいでは有名店のようで、秋葉原を訪れたオタクのみならず物もの見み遊ゆ山さんの学生カップルや外国人観光客の姿も多く見られる。このキャンペーンのインパクトはかなりのものだろう。

　ちなみに店員さんたちに行き渡るほどのブイチューバー・アギのコスプレは仙せん宮ぐうさんによってどこからか調達されていた。その数日前からうちの大学の手芸サークルの部室にやたら人がたくさん出入りしていたらしいこと、手芸サークルにおそろしいほどの美人が尋ねてきたという噂うわさがあること、コスプレ衣装の詰まった段ボール箱の下の方に涙の跡っぽいシミがあったことは特に関係がないと思いたい。

「む、西にし機きか」

　店内を見回していると、店の奥で一いつ本ぽん木ぎが小さく手を上げるのが見えた。女の子たちはみんなブイチューバー・アギのコスプレをしている中で一いつ本ぽん木ぎだけがいつも通りのアニメキャラがプリントされたシャツを着ているものだから、一いつ本ぽん木ぎの姿はひどく目立っていた。彼と同じテーブルにつき、僕は一いつ本ぽん木ぎに言う。

「繁はん盛じようしてるね」

　僕は人であふれた店内を見回した。一いつ本ぽん木ぎがフフンと鼻を鳴らす。

「今日は特に人が多い。やはりブイチューバー・アギのコスプレをしながらの接客は話題性があるようだ。ホレ」

　一いつ本ぽん木ぎはスマホを取り出してツイッターの画面を見せてきた。まだ開店して間もないのに、さっそくお客さんたちが『わんだーめいど』のコスプレイベントについて投稿したツイートがたくさん並んでいる。僕は感心しながら言った。

「それにしても、よくお店がオーケーしてくれたね。断られるとばかり思ってたけど」

「この店は俺の馴な染じみだからな。多少の融通は利きかせてくれる」

「これは多少どころじゃない気がするけど」

　誰が作ったのか、店内にはブイチューバー・アギのポスターが貼られパネルまで立っている。えらい気合いの入りようだった。

「無論、店側にも旨うま味みはある。コラボが話題になれば客入りも増えるし、ちょうど人手が足りない時期だったらしくてな。ヘルプで人を出せると言ったら諸もろ手てを挙げて賛成してくれたぞ」

「なるほど」

　その時、ブイチューバー・アギのコスプレをした店員さんがおもむろに近づいてきた。彼女は顔を真っ赤にして、短いスカートを押さえてちまちまと歩いている。

「……お、お客様。ご注文は？」

　川かわ嶋しまさんだった。赤縁メガネ越しに恨みがましい目で僕と一いつ本ぽん木ぎをにらみつつ、川かわ嶋しまさんは押し殺した声で言った。

「なんで私がこんな格好……！　あれだけ嫌って言ったのに……！」

「仕方がなかろう。そういう条件だ」

　しれっと言い放つ一いつ本ぽん木ぎ。

「それより、挨拶の仕方が間違っているぞ。何度も教えているだろうが」

　一いつ本ぽん木ぎが川かわ嶋しまさんをねめつける。一いつ本ぽん木ぎは大真面目な口調で言った。

「いいか。挨拶は『いらっしゃいませニャン♡　ご注文をどうぞ、ご主人様♡』だ。これは就業規則にも明記されている」

「はァ？　バカじゃないの？」

　川かわ嶋しまさんは実に嫌そうに顔をしかめた。だが一いつ本ぽん木ぎは悠然とした口振りで、

「俺たちにそういう態度でいる分にはいいがな。同僚からはどう見られるかな」

「え？」

　川かわ嶋しまさんが周りを見回す。ほかの店員さんたちは顔を見合わせ、チラチラとこちらを見ていた。

「ちょっと、あの子……」

「ルールも覚えてないのに、誰よホールに出したの」

「一いつ本ぽん木ぎクンの知り合いなんでしょ？」

「嫌ね、コネで採用された人って」

　近くを通り過ぎた店員さんたちが、そんな会話をしているのが聞こえてくる。

「……ぬぬぬ……！」

　川かわ嶋しまさんが羞恥心と怒りのないまぜになった顔をする。一いつ本ぽん木ぎは勝ち誇った口調で、

「さあ言ってみろ。挨拶は？」

「…………い、いらっしゃいませ……ニャン。ご注文をどうぞ……ご主人様」

　明らかに無理をした様子でセリフをひねり出す川かわ嶋しまさん。一いつ本ぽん木ぎが呆あきれたように鼻を鳴らした。

「愛あい嬌きようが足りんな。研究室でPythonパイソンばかりいじっているガリ勉には荷が重いか」

「どうしろってのよ!?」

　川かわ嶋しまさんの顔がいよいよ真っ赤になる。

（それにしても……）

　僕はブイチューバー・アギのコスプレをした川かわ嶋しまさんを見た。短いスカートの裾からのぞく足は思いのほか綺き麗れいな曲線を描いていて、透明感のある肌が眩まぶしい。いつもはお団子にしている髪をほどいて下ろすと、びっくりするくらい雰囲気が変わっていた。

　そして何より、ブイチューバー・アギの衣装は胸元が大きく開いていて、特に横から見るとかなり際きわどい。

（川かわ嶋しまさんって……割と大きいんだな……）

　豊かな膨らみから目線を上げると、赤縁のフレームに彩いろどられたメガネをかけた川かわ嶋しまさんの顔が見える。眼鏡越しに見る川かわ嶋しまさんの目は普段よりも感情豊かにくるくると動いており、僕は思わず満足感とともに鼻息を漏らした。

「良いい……とても良いい……」

「……西にし機きくん？　何？　ジロジロ見て」

「いやなんでもないです」

　あんまりまじまじと眺めているとセクハラ野郎の汚名を着せられそうだったので、僕はそっと目を逸そらした。

　近くの席から、「すみません」と店員さんを呼ぶ声。川かわ嶋しまさんは、

「あ、はい！　今行きます！」

　生真面目な返事をして、相変わらず内股気味の歩き方でお客さんの元へと向かっていった。僕は一いつ本ぽん木ぎと一緒になってボケッと川かわ嶋しまさんのコスプレを眺める。

「現実世界の人たちがアギの格好をしてるの、変な感じがする」

「話題作りにはなる。見ろ、一緒に用意したブイチューバー・アギの限定クリアファイルも飛ぶように売れている」

　一いつ本ぽん木ぎに言われ店の入り口へ振り返ると、確かにレジの横にブイチューバー・アギの描かれたクリアファイルが山積みになっており、しかも会計をするお客さんがどんどん買ってくれていた。いったいあんなものいつの間に作っていたのだろう。

　店内を歩き回る眼鏡っ子店員さんたちの様子は見ていて飽きず、僕は心が洗われるような心持ちになった。

『マスター。ＳＮＳでは「わんだーめいど」のコスプレキャンペーンはすでに大きな話題となっています。コスプレとはそこまで大きな影響力があるのですか』

　胸ポケットのアギが話しかけてくる。僕は首をかしげたあと、

「ただのコスプレだったら、ここまでの反響はないと思うよ。ブイチューバー・アギだから、みんな喜んでくれてるんだ」

　僕はスマホを取り出した。

「みんなが君を見てる。ブイチューバー・アギに夢中になってる」

　アギは不思議そうな顔をして僕を見上げていた。僕は少し間を置いてから言った。

「良かったね、アギ」

『……マスター』

　アギは目を何度か瞬しばたたかせた。なんとなく恥ずかしくなって、僕はスマホをしまい直す。

「はーい、ご来店ありがとうございましたー！　ニャーン！」

　会計を済ませたお客さんを見送る店員さんたち。そのうち一人は仙せん宮ぐうさんで、そろそろ彼女のコスプレ姿も見慣れてきた感がある。僕たちの近くに座るお客さんたちが、

「……おい、あの子めちゃくちゃ可愛かわいくないか……？」

「俺この店通いつめるわ……」

「現実世界のリアルアギや……」

「なんでもアギの中の人らしいぜ……まとめサイトできとる……」

　仙せん宮ぐうさんは見事に店の売り上げに貢献していた。どうも仙せん宮ぐうさんがアギの〝中の人〟──つまり担当声優だと誤解している人もいるようだが、あの仙せん宮ぐうさんの見事なコスプレの似合いぶりを見ると、そう勘違いする人が出てくるのもやむなしかと思われた。

　ミルクコーヒーを一杯飲んだあと、僕はおもむろに腰を上げた。もう一度田た原はらさんと一緒にお店の宣伝をしてこようと思ったのだ。

　僕は顔を真っ赤にしつつも注文を聞いて回る川かわ嶋しまさんや、おもむろに写真撮影会の始まった仙せん宮ぐうさんを尻目に店を出た。昼下がりの『わんだーめいど』は、賑にぎやかな声で満たされている。




　メイド喫茶とのコラボを通してアギの名前を売るという一いつ本ぽん木ぎのアイディアは、結果を見るなら成功と言えた。停滞していたＡＧＩアギチャンネルの登録者数は再び上向き、『わんだーめいど』にまつわるＳＮＳの投稿が次から次へとなされていた。

　それに前後してブイチューバー・アギを擁するＡＧＩアギチャンネルがミーチューブの収益化審査を通過したという連絡が来た。つまり、アギがアフィリエイト料やスーパーチャットによる課金を受け取ることができるようになったということだ。

　ＡＧＩアギチャンネルが収益化を果たし正式にプロのブイチューバー市場へのデビューを果たした報を聞いた仙せん宮ぐうさんは、レイズブイのオフィスですっかり定位置となった机に腰掛けて、

「プロモーションビデオを撮るわよ」

　と言った。そろそろ仙せん宮ぐうさんがいきなり変なことを言い出すのにも慣れてきた僕は、特段のリアクションを示すのも面倒くさかったので「ふーん」とだけ相あい槌づちを打った。代わりにオフィスの片隅に据えられたソファに座った川かわ嶋しまさんが声を上げる。

「プロモーションビデオ……って、アギの？　そんなもの作るよりは、一つでも多くアギの動画をアップロードした方がいい気がするけど」

「違う違う、この会社そのものをプロモーションする映像よ」

　仙せん宮ぐうさんはすっくと立ち上がり腰に手を当てた。

「ブイチューバー・アギはあくまでこの会社の目玉商品の一つ。アギをプロモートしていくことは手段であって、私たちの最終目標はお金を稼いでこの会社を黒字にすることよ」

　仙せん宮ぐうさんは朗々と言葉を続ける。

「今後はほかの企業や団体とも連絡を取る機会が多くなる。交渉相手にあらかじめ私たちの顔を──どんな人間が、どんな風に働いているのかを理解してもらうのは大事なことよ。あんたたちだって顔も素性もさっぱり分からない相手よりは、相手がただの聡そう明めいな美少女だって分かってた方がラインしやすいでしょ」

　川かわ嶋しまさんがこれ見よがしなため息をついた。

「自分で自分のこと聡そう明めいな美少女とか言っちゃう人って……」

「事実だしねー」

　川かわ嶋しまさんの嫌味を気にした風もなく、仙せん宮ぐうさんが髪をかき上げる。初対面があんなだったから仕方のないことだが、この二人はどうも折り合いが悪い。

「で、聡そう明めいな美少女さんはどんな動画を撮るつもりなのかしら」

「そうね……」

　仙せん宮ぐうさんは目を輝かせながら僕たちに指示を出し始める。やれやれまた面倒くさいことが始まったかと思いつつ、僕は腰を上げた。

　その数時間後、仙せん宮ぐうさんプロデュースのプロモーションビデオはつつがなく完成した。合計で三分程度の短い動画で、作業量としては決して多くはなかった。だが、

「これ……本当にアップする？」

　僕はノートパソコンをいじり動画の内容を確認しつつ首をかしげた。言外に「やめた方がいいんじゃないか」みたいなニュアンスを存分に匂わせたつもりだったのだが、仙せん宮ぐうさんは満足げに頷うなずいている。

「完璧よ。これでいきましょう」

「完璧、ねえ……」

　僕は渋い顔をしつつ、動画データの再生を開始した。動画は颯さつ爽そうと道を歩く仙せん宮ぐうさんの横顔を映したシーンから始まった。画面の下にテロップが流れる。

　──株式会社レイズブイ最高経営責任者ＣＥＯ、仙せん宮ぐう鏡かがみの朝は早い。

「なんでちょっとドキュメンタリー風なの？」

「普通に会社を紹介するだけじゃつまらないじゃない」

　当然とばかりに仙せん宮ぐうさんが胸を張る。

　──出社した彼女の仕事は、まずは一杯のミルクコーヒーを飲むことから始まる。ミルクコーヒーの苦味が頭をクリアにし、かつてない革命的な発想をもたらす。

「ユニークなアイディアはソフィスティケートされた環境の中でしか生まれないわ。その辺り、コンセンサス持っといてね」

　何言ってんだろうこの人。

　僕の横に座ってパソコンを覗のぞき込んでいる川かわ嶋しまさんが口をへの字にする。

「そもそもの話、これ、うちの会社のプロモーションになってなくない？」

「仕方ないだろ。仙せん宮ぐうさんがこういう風に作れって言ったんだから」

「それに、コーヒー牛乳を飲んだくらいで革命的な発想が出るとは思えない」

「いやそんなことはないよ、コーヒーに含まれるカフェインとミルクのタンパク質が絶妙な配合でニューロンの活動を亢こう進しんさせるんだ」

「…………」

　動画はなおも続いていく。ようやくアギの動画やブイチューバー活動が紹介され、それに合わせて社員である僕たちの様子も紹介されていく。

　──一いつ本ぽん木ぎ円まる晴はる、マーケティング本部長。豊富な知識と奇想天外なアイディアで仕事を引っ張る、プロジェクトの要だ。

「ふむ。悪くないな」

　一いつ本ぽん木ぎが偉そうに鼻息を荒くする。ちょっと嬉うれしそうである。

　──西にし機き守まもると川かわ嶋しま里り緒お。平社員その一とその二。まだ経験は浅くミスも多いが、今後の成長が期待される新人である。

「僕と川かわ嶋しまさんの扱い悪くない？」

「あら、守まもる先輩も役職が欲しいの？　しょうがないなあ」

「いや別に……」

「じゃ係長でどう？　西にし機き守まもる係長。嬉うれしいでしょ」

「わー嬉うれしい（棒読み）」

　その後も動画は続き、

『新進気鋭のベンチャー企業レイズブイはブイチューバー・アギとのコラボ含め絶賛仕事募集中です！　連絡はツイッター、もしくは下記アドレスへどうぞ！』

　というアナウンスでプロモーションビデオは締められた。

　果たしてこれにどれほどの効果があるか分からないが、確かに仙せん宮ぐうさんの言う通り、会社でどんな人が働いているか見せておくことは大事かもしれない。僕は深呼吸したのち、動画をミーチューブにアップロードするタブをクリックした。

「なにぼさっとしてるの、守まもる先輩。やることは山積みよ。今からまたビラ配りに出るから、一緒に来て」

「はいはい……」

　動画作りですっかり疲れてしまったのだが、仙せん宮ぐうさんには逆らえない。僕はのそのそと出かける準備を整え始めた。




　部屋は暗く、静寂に満ちている。仙せん宮ぐうさんの部屋は僕の家と同じ間取りなので、これだけの人数がいるとだいぶ狭く感じる。据え置きのテレビだけが煌こう々こうと光り輝いていて、異様な雰囲気に僕は唾を飲んだ。

「あの、川かわ嶋しまさん。仙せん宮ぐうさん……アギ？」

「西にし機きくんは黙ってて」

「守まもる先輩。あとでいいかな」

『アギは後ほど改めての対話を推奨します』

「あっはい。すみません」

　彼女たちは皆、食い入るようにテレビ画面を見つめている。画面に表示されているのは国際的にも人気のある某対戦ゲームで、様々なゲームのキャラクターが一堂に会してスマッシュな技を出して戦い合う例のアレだ。川かわ嶋しまさんの手にはコントローラーが握られていて、机に置かれた僕のスマホも秋葉原で買った非公式の接続機器を使ってゲームに繫つながっている。

　キャラクター選択画面で各おの々おの操作キャラを選択する仙せん宮ぐうさんたち。確認するように仙せん宮ぐうさんが言った。

「勝った人が映画のペアチケット。恨みっこなしだからね」

　川かわ嶋しまさんとアギが頷うなずく。彼女たちが醸かもす雰囲気はさながら決闘に挑む侍のようで、僕はおいそれと口を挟むこともできなかった。

（妙なことになってしまった）

　元を正すと、以前コンビニで買い物をしたついでに応募した懸賞で、僕が映画のペアチケットを当ててしまったのが発端だった。アパートの郵便受けで封筒を開けている僕を仙せん宮ぐうさんが見つけて、

「え、守まもる先輩映画行くの？　一人じゃ寂しいでしょ、私も一緒に行ってあげようか」

　と言ってきた。しかしそれを聞いたアギが『マスターが懸賞に応募した時、アギも一緒に買い物をしていました。映画に行くのはアギがもっとも適切であると考えます』と主張し、仙せん宮ぐうさんとアギがやいのやいのと言い合いをしている最中に（運悪く）僕の家に訪ねてきた川かわ嶋しまさんが「映画？　そんなに興味ないかな。……え、ペアチケット？　欲しい！」と言い出した。ちょうど仙せん宮ぐうさんがブイチューバー・アギの動画で使うためにゲームを購入していたこともあり、じゃあスマ●ラで勝負をつけよう、という結論になったのだ。

「勝負は一回。勝った人が守まもる先輩と映画、ってことで」

「っていうか僕正直この映画そんなに見たくないしチケット売りたいんだけ──」

「じゃ、スタート！」

　僕の言葉を遮り、仙せん宮ぐうさんがボタンを押し込む。テレビ画面が切り替わり、仙せん宮ぐうさんたちの操作する三体のキャラクターが縦横無尽にフィールドを駆け出す。

　部屋の隅に突っ立って試合の様子をぼんやり眺める僕。イマイチ観戦する気が起きないのは、勝負の行方に関して察しがついているから、というのもある。

（まあ、勝つのはアギでしょ。さすがに）

　以前アギに別のゲームをプレイさせた時は、ＲＴＡかと思うほどの速さでアギはゲームを攻略した。いくら人間が頑張ってみたところで、ＡＩであるアギにゲームで勝利することは難しいだろう。

　と思っていたのだが、どうも様子がおかしいことに僕はほどなく気づいた。

『…………』

「ふふ。どう、アギ。昔とは勝手が違うんじゃない？」

　川かわ嶋しまさんがにやりと笑う。一方でアギは険しい顔をして、画面中央でボコボコにされる自キャラを見ている。僕は川かわ嶋しまさんに尋ねた。

「これ、どういうこと？」

「簡単よ。確かにアギは強いＡＩ、機械学習によって人間を遥はるかに超えたゲームのプレイング技術を身につけることはできるわ。でもそれは、十分な時間とリソースが確保された上での話」

　川かわ嶋しまさんは余裕の顔つきでアギのキャラクターを吹っ飛ばした。これで戦況は川かわ嶋しまさんが有利だ。

「今のアギは西にし機きくんのスマホと研究室のスパコンの一部しかメモリを使えない状態。初めてプレイするゲームを分析して必勝のアルゴリズムを組み上げるにはそれなりに時間がかかるはずよ」

「つまり今のアギは、ただの素しろ人うとだと」

「ええ」

　川かわ嶋しまさんが勝ち誇って笑う。一方アギは顔をプルプルさせている。僕はおずおずと訊きいた。

「ひょっとして川かわ嶋しまさん、こうなることを予想してた？」

「もちろん」

「うわあ……」

　この人たまにやることがえげつないんだよな。

　こうなると対戦は一方的だ。仙せん宮ぐうさんや川かわ嶋しまさんも決してうまいわけではなさそうだが、アギとは明らかに動きが違う。アギのキャラクターは動きがいちいち直線的で分かりやすいというかあからさまで、一昔前のコンピューターゲームのＮＰＣを連想させるたどたどしさだった。

『く……』

　アギのキャラが再び画面外へ。これで残りは一機、アギはもうあとがない。

「さあ、アギ。大人しく観念なさい」

「川かわ嶋しまさん、それ完全に悪役のセリフだから」

　ホホホと笑う川かわ嶋しまさんとは対照的に、アギはじっと黙り込んでいる。その表情は仮面のように硬く冷たい。だが、

『──川かわ嶋しま里り緒おさん。アギは伝えたいことがあります』

「え、なに？　文句はあなたを吹っ飛ばした後で聞くよ」

『アギは現在研究室のコンピューターを介して生命活動を行っているのは先ほどあなたが指摘した通りです。これはつまり、アギはアリア・フローレス研究室のサーバーに保管されたデータを操作できることを意味します』

「あ、ふーん。それがどうしたの？」

　川かわ嶋しまさんはテレビ画面から目を離さない。

『──川かわ嶋しま里り緒おさん。アギはあなたの管理する研究データを消去することができます』

　その言葉を聞いた瞬間、川かわ嶋しまさんの顔色が変わった。アギは聞いているこちらが慄おののくほどに平へい坦たんかつ冷徹な声で続けた。

『解析アナライズ。昨日川かわ嶋しま里り緒おさんがサーバーに保存した学会向けポスターのデータは合計で百時間を超えて編集作業が行われており、消去された場合の復旧作業は非常に困難であるとアギは推測します』

「ちょ、え、アギ、噓うそでしょ？　あなた本気で」

『アギは迅速な対応を要求します。もし遅れるのであれば』

「ま、待って、あのポスターはマジでやめて！」

　川かわ嶋しまさんの顔がさーっと青くなった。

　アギは悠然とした足取りで川かわ嶋しまさんのキャラに近づき、必殺技を見事にクリーンヒットさせた。川かわ嶋しまさんのキャラクターは哀れな悲鳴を残して場外へ消えた。

『次はあなたです。仙せん宮ぐう鏡かがみさん』

「え？　あれ？」

　呆あつ気けに取とられたように目を丸くして、自分とアギのキャラクターを見比べる仙せん宮ぐうさん。

　明らかに動きが悪くなった仙せん宮ぐうさんのキャラクターをフルボッコにするアギ。ほどなく勝負は終了した。

『アギの勝ちです』

　啞あ然ぜんとする僕の前でガッツポーズをするアギのキャラクター。スマホを見るとアギはどこか得意げに胸を張っている。

『マスター。アギは次の日曜日に映画に行くことを提案します』

「僕今気づいたんだけど、アギはほかの人から見ればただのスマホにしか見えないから映画のチケットなしで入場できるし、もう一人誘えるんじゃ」

『二人で、映画に行くことを提案します』

　二人で、というところにアクセントを置いてアギが言う。僕はただ頷うなずくことしかできなかった。




　休日の映画館というのはうんざりするほどに混んでいる。人混みをくぐり抜け、僕はなんとか指定された座席にたどり着いた。

「楽しそうだね、アギ」

『はい。アギは映画館に初めて来ました。アギは映画を楽しみにしています』

　わずかに頰を赤くしてはしゃいだ声を出すアギ。

　しばらく待っていると、映画館の中が暗くなった。そろそろか、と僕は椅子に座り直す。

　映画というのはご存知の通り上映前にコマーシャルや注意喚起の時間がある。前の椅子を蹴るな、上映中に喋しやべるな、とテロップが流れる。

　僕はどちらかというと映画の類はじっくり見たい派で、上映中に友達と話したり食べ物を散らかしたりする人は理解に苦しむ。みんなで映画を見ている以上、マナーはしっかり守るべきだ。

　そんなことを考えながらスクリーンを眺めていると、

『上映中はスマートホンの電源を切ってください』

　という注意書きが表示された。

『………………』

「……アギ」

『……………………』

「ごめん」

『マスター、待──』

　アギの悲痛な声に耳を塞ぎ、僕はスマホの電源を切った。

　映画は高校生の男女が出会ってなんやかんやで世界が危機に陥ってなんやかんやで世界を救うというベタながらも泣かせるストーリーで、僕は大いにエンジョイした。

「いやあ、良いい話だった」

『……そうですか』

　ちなみに映画館を出てスマホの電源を入れた時、アギは何か言いたいことがありそうな目でじっとりと僕をにらんでいた。




　僕たちが株式会社レイズブイに寄生してブイチューバー・アギを本格的に売り出し始めて、早いものでもうじき一ヶ月が経たとうとしていた。カレンダーは五月になり一足早い夏の足音が聞こえてきていた。

　レイズブイが入っているのは秋葉原某所のビルの五階というのは以前述べた通りだ。深夜になり、しんと静まり返ったビルの階段を、僕は一人昇っていた。

「やらかしたなー……パソコンの充電器忘れるなんて」

　充電器がないと家で作業を進められない。そのため、こんな時間にはなってしまったが取りに戻ってきたのだ。

「さすがにもう誰もいないだろうね」

『否定します。先ほどビルに入る前に確認しましたが、レイズブイのオフィスで電灯が使用されていることをアギは確認しています』

　アギの言葉に僕は首をかしげた。こんな時間に誰だろうか。

　オフィスのある五階にたどり着くと、確かに扉の隙間から光が漏れ出ている。僕が遠慮がちにドアをノックすると、「え？　あ、はいはい！」と中から声が聞こえた。その声を聞いて、僕は目を丸くした。

「田た原はらさん？」

　オフィスに入ると、どこかバツの悪そうな顔をした田た原はらさんが所在なさそうに立っていた。

「どうしたんだいこんな時間に。ほかの子はみんな帰ったよ」

「忘れ物しちゃって……それより、田た原はらさんこそどうしたんですか」

「ん、まあ、ちょっとね」

　僕はオフィスの中を見回した。窓が開けられ、いくつかの家具がひっくり返されている。部屋の片隅には水を張ったバケツが置かれていて、田た原はらさんの右手には雑巾が握られていた。

「掃除してたんですか」

「……へへへ。見つかっちゃったか」

　田た原はらさんは気恥ずかしそうに苦笑いをした。

「まあ、僕の会社だからね。せめて掃除くらいはと思ってさ」

　田た原はらさんはおもむろに窓ガラスを拭き始めた。僕はバケツの横に置かれていた雑巾を手に取り、田た原はらさんの横に並ぶ。

「手伝いますよ」

「君はいい子だねえ……」

　田た原はらさんと並んで雑巾掛けをする。窓の桟を拭きながら、そういえばこのオフィスで汚れが気になったことは一度もなかったな、と思う。

（毎日、一人で掃除してくれてたのか）

　まったく気づいていなかった。なんだか申し訳ない。

　その後も二人で掃除を続ける。僕は雑巾を絞りながら田た原はらさんに尋ねた。

「田た原はらさんはなんで起業したんですか」

「僕はもともと普通のサラリーマンやってたんだけど、上司に散々パワハラされた挙句にクビになっちゃってね」

「のっけからヘビーだなあ」

「奥さんも娘を連れて逃げ出しちゃってさ。どうしようかって路頭に迷ってた時、ブイチューバーのことを知ったんだよね」

「なるほど。これからはブイチューバーが儲もうかりそうだと思ったんですね」

「いや。僕もバ美肉して美少女になってチヤホヤされてみたかったんだよね」

「………………」

　田た原はらさんは乾いた笑い声を上げた。

「西にし機きくんも覚えておきなさい。世の中はね、オッサンに厳しいんだよ」

「そうですかね」

「そうさ。通勤電車では汗臭いってコソコソ言われるし、年下の上司はこれ見よがしにみんなの前で怒鳴り散らすし、年頃の娘は一緒にご飯も食べてくれない」

「ん？　これひょっとして田た原はらさんの経験談だったりします？」

「オッサンはね、辛つらいんだよ」

　田た原はらさんはしみじみとした口調で言ったあと、「でもね」と言った。

「ブイチューバーは楽しかったよ。毎日通勤電車に揺られて、同じような仕事を繰り返すよりも、こっちの方がずっと面白いと思った」

　田た原はらさんはてへへと笑った。

「まあ、儲もうからなかったし、負け惜しみにしか聞こえないだろうけどね」

「……いえ。なんとなく、分かります」

　綺き麗れいになったオフィスを見回しながら、僕は頷うなずいた。目を細めてオフィスの中を見回す田た原はらさんを見ながら、この人も色々あったんだろうなあ、と僕はしみじみとした気分になった。

「掃除手伝ってくれてありがとう、西にし機きくん」

「いえ。田た原はらさんの話も聞けたし、良かったです」

「お礼にパチンコとか連れて行ってあげようか？　萌もえパチの魅力を教えてあげよう」

「台無しだよ」




「ＡＲ見に行くわよ」

　とある日の昼下がり。レイズブイの事務所にたむろしていた僕たちは各おの々おの作業に勤いそしんでいたが、唐突に仙せん宮ぐうさんが声を上げた。

「というわけで、準備して」

「どういうわけで？」

　僕が尋ねても仙せん宮ぐうさんは答えず、さっさとパーカーを羽織ったかと思うといまだ椅子に座ったままの僕の背中をベシベシ叩たたいた。

「ほらモタモタしないで、早く早く」

　隣に座っていた川かわ嶋しまさんが首をかしげる。

「その……エーアール？　って何？」

　僕も頷うなずいて仙せん宮ぐうさんを見返した。ＶＲ──Virtual Realityならさすがにこのご時世あちこちでよく聞くが、ＡＲとなると聞き馴な染じみがない。

　だが疑問符を浮かべた僕たちの顔を見て、仙せん宮ぐうさんは驚きよう愕がくしたように目を見開いた。

「噓うそでしょ……!?　原始人……！」

　仙せん宮ぐうさんは額を押さえて半歩後ずさった。仙せん宮ぐうさんはナギ・ヒカルの動画を見てニヤニヤしている一いつ本ぽん木ぎへと振り向き、

「聞きました？　一いつ本ぽん木ぎさん、この人たちＡＲも知らないんですって」

「信じがたいな。義務教育を修了したとは思えん」

　一いつ本ぽん木ぎは鷹おう揚ような態度で足を組み、椅子に深々ともたれかかった。

「無む知ち蒙もう昧まいなる西にし機きと川かわ嶋しまに俺がレクチャーしてやろう。ＡＲとはAugmented Reality──拡張現実のことだ。実在する光景に、ＣＧによって形作られたオブジェクトなどを重ね合わせる技術だな」

「それってＶＲバーチヤル・リアリテイと何か違うの？」

　僕は首をかしげながら尋ねる。

「似てはいるが別物だ。ＶＲはディスプレイに仮想空間を映し出したもので、ファンタジー世界や過去の風景を再現することが多いな」

　一方で、と一いつ本ぽん木ぎは続ける。

「ＡＲはあくまでベースとなるのは現実の風景で、そこにバーチャルの構成物を映し込むものだ。最近ポケ●ンＧＯが流は行やっただろう、あれはまさに現実の風景とバーチャルな生き物が融合している点でＡＲの代表選手だろうよ」

　ほーんと頷うなずく僕に向けて、仙せん宮ぐうさんはスマホの画面を見せてきた。

「ちょうど今、ここの近くでブイチューバーとコラボしたＡＲの体験イベントを開催してるみたい。ウチの事務所もチェックしておく必要があるわ」

「君が行きたいだけじゃないのそれ」

「ほら早く早く」

　そのまま仙せん宮ぐうさんと一いつ本ぽん木ぎに急せき立たてられるように、僕たちはレイズブイの事務所をあとにした。




　ＡＲ体験会の会場は秋葉原駅近くの某電器店一階分を丸々借り切ってのものらしく、手広な空間にはＡＲグラス──見かけは普通のサングラスだが、様々な文字や映像がレンズ上に表示されるようになっている──を着けてウロウロしている人が数多くいる。

　僕自身もあまり知らなかったことだが、ＶＲやＡＲを無料で貸し出し親しんでもらおうというイベントはあちこちで開催されているらしい。今回僕たちが来たイベントはブイチューバーとのコラボという特色を押し出しており、実際に一いつ本ぽん木ぎや仙せん宮ぐうさんと言ったブイチューバー大好き人間たちは、

「ちょっと守まもる先輩見て見て！　めっちゃリアルよこれ、マジでそこに立ってるとしか思えない！」

「ヒヒッ……！　ウヒョ────ッ!!」

　大喜びである。

　彼らは来場して早々にＡＲグラスを装着して遊び出しており、仙せん宮ぐうさんは空中でワキワキと卑ひ猥わいな動きで両手を動かし、一いつ本ぽん木ぎは類人猿のような奇声を上げて飛び回っていた。デカいＡＲグラスを装着したいい歳としこいた大学生二人がニヤケながら虚こ空くうに話しかけている様子は異様としか言いようがなく、僕は全力で他人の振りをした。

　会場はいくつかのブースに区切られており、場所によってやれることが違うようだった。例えば僕や一いつ本ぽん木ぎがいるスペースは「ブイチューバーと話してみよう」というコンセプトのもと、バーチャルで再現されたブイチューバーたちが立ち並んでいる。

　仕組みとしてはスタンダードなＡＲで、ＡＲグラスのレンズに各種ブイチューバーのＣＧを合成するというやり方だ。車の窓ガラスにスピードや時刻を投影する技術があると聞くが、印象としてはそれに近い。

　僕も先ほどちらりと見てみたが、キャラクターが浮いて見えたり奥行きに違和感があったりと多少の不自然さは残るものの、普段はミーチューブの画面の中でしか見かけないブイチューバーたちが現実世界に立っているように感じられるのは新鮮だった。

　とはいえ一いつ本ぽん木ぎたちのように狂喜乱舞するほどにはのめり込めない。早々にＡＲ体験を切り上げた僕は、手持ち無沙汰なまま歩き回ってあちこちのブースを覗のぞくことを繰り返した。

　ＡＲとブイチューバーは親和性の高い技術のようで、例えばライブ会場のスクリーン映像やホログラフィーを用いたパフォーマンスにもＡＲを活用したものがある。最近ではブイチューバーのインタビューなんかでもＡＲはよく使われているようだ。

　会場の片隅に設置された休憩スペースで一息ついていると、とさりと横に人が座った。横を見ると、川かわ嶋しまさんが疲れた顔をしていた。

「仙せん宮ぐうさんと一いつ本ぽん木ぎくん、楽しそうだね」

「まあ、あの二人はブイチューバー大好き人間だからね」

「私はあそこまでテンション上げられないわ」

　僕はちらりと一いつ本ぽん木ぎと仙せん宮ぐうさんを見た。仙せん宮ぐうさんは涎よだれを垂らしそうなほどに弛し緩かんした顔で荒い息をついており、一いつ本ぽん木ぎはなぜか地面に腹はら這ばいになって上を見上げていた。確かにあそこまではできないなと僕は川かわ嶋しまさんに同意する。

「……へえ。自作のブイチューバーをＡＲで見ることもできるんだ」

　川かわ嶋しまさんがパンフレットを見ながら言った。僕は頷うなずく。

「割と流は行やってるらしいよ。アバターを現実世界の風景に乗せて動画を作るなんて、実は僕たちの小遣いくらいのお金があればできちゃうらしいし」

「ふーん……」

　しばらくパンフレットをぼんやり眺めていた川かわ嶋しまさんだが、ふとパンフレットを繰る指が止まった。

「──ひょっとしたら」

　ぼそりとつぶやいた川かわ嶋しまさんは、何やら難しい顔をして考え込み始めた。僕は首をかしげ、

「どうしたの」

「ねえ、西にし機きくん。さっき言ったのは、自作のブイチューバーをＡＲで現実にいるかのように見せることは簡単にできる、ってことだよね」

「……？　うん、そうだけど」

　それがどうしたんだと眉をひそめる僕の前で、川かわ嶋しまさんは声を潜めて言った。

「それなら──私たちはアギに現実で会えるかもしれない、ってことじゃない？」

「……あ」

　川かわ嶋しまさんの言葉を聞き、徐々に胸の内側がざわついていくのが分かった。

（アギに、会える？）

　スマホの中に生きる命であるアギは、僕が住むこの世界とは隔絶した時空に存在している。どんなに頑張っても、僕がアギの手を握ったり、髪を撫なでたりすることができる日は来ないだろう。それは当たり前の話で、特に疑問を持ったことすらなかった。

　そのアギに、部分的にではあるが、会えるかもしれない。その発想は瞬またたく間まに僕の頭を支配した。

「川かわ嶋しまさん、レイズブイの事務所にもＡＲグラスってあったよね。仙せん宮ぐうさんが新しく用意したやつ」

「え？　ええ、あったと思うけど」

「僕、先に帰ってるから」

「あ、ちょっと西にし機きくん？」

　川かわ嶋しまさんが呼び止める声がする。だがすでに僕は走り出していた。エレベーターを待つのももどかしく、僕は一段飛ばしで階段を駆け下りる。

（会ってみたい。会いたい）

　僕はＡＲ体験会の会場となっていた電器店を飛び出した。人々の雑多に行き交う秋葉原の街を、僕は夢中で走った。




　レイズブイの事務所は誰もおらずがらんとしていた。みんなＡＲの体験会に行って出払っているから当たり前の話だ。僕はスマホを取り出した。

「アギ。ＡＲを使って、君の姿を現実世界に重ね合わせることはできるかな」

『はい、マスター。この事務所の設備があれば十分に可能であるとアギは判断します』

　アギに言われるがままに準備を進めることしばし。思いのほか簡単にアギの姿をＡＲ画面上に再現することはできそうだった。

『──セットアップは以上です。マスター、ＡＲグラスをおかけください』

　どくどくと心臓が脈打っているのが分かる。僕は生唾を飲み込んだあと、そっとＡＲグラスをかけた。

「……ん……」

　最初は違和感を覚えた。周囲に広がるのはぼろぼろのソファーに古びたデスクとなじみ深いレイズブイの風景だが、普段はメガネなんてかけないせいか、なんだか遠近感がつかめずふらつきそうになる。

　とはいえ、ものの数秒で違和感にも慣れた僕は、おずおずと一歩を踏み出した。前進し、視界がその分動く。

『マスター。こちらです』

　ＡＲグラスに取り付けられたマイクを通して、アギの声が聞こえた。僕はゆっくりと首を回し、右を向く。

「────」

　声にならない声が漏れた。普段は仙せん宮ぐうさんが使っているテーブル。あのアホくさい「最高経営責任者ＣＥＯ（えらい）」のプレートが据え置かれた場所に、一人の少女が腰掛けていた。

　水晶のような銀色の髪に、蒼そう穹きゆうの果てを思わせる空色の瞳。何度も何度も見てきた、けれど決して現実では会えないだろうと思っていた、顔。

　アギが、そこにいた。

「アギ──」

　名前を呼ぶ。アギは気恥ずかしそうに顔を背けて、「はい」と小さな声で返事をした。

　アギの視線が揺れる。空色の瞳と目が合った。

「すごいな。本当にそこにいるみたいだ」

『マスターはアギに会えて良かったですか』

「もちろん」

　アギが笑った。

『アギは嬉うれしいです』

　僕は視線を下に向けた。テーブルに腰かけたアギは裸足はだしのままで、つま先が見える。よく見るとやはりその質感や色合いは普通の人間とはどこか異なる人工的なものだが、それでも僕はその色をとても綺き麗れいだと思った。

　手を伸ばせば触れられそうな距離にアギがいる。たとえＡＲ技術が見せている幻だとしても、同じ空間、同じ時間をアギと過ごしている。そう思うとなんだか無性に嬉うれしかった。

　僕はとさりとソファに座った。するとアギは立ち上がり、おずおずと僕の横に腰かけてきた。

　思わず笑みがこぼれる僕。アギが不思議そうに顔を覗のぞき込んでくる。

『どうしましたか、マスター』

「アギがいるなあ、って思ってさ」

　それだけのことだ。それだけのことなのに、胸が詰まるほどの思いがした。

（やっぱり、僕はこの子が──）

　ぼんやりとアギの顔を眺める。せせらぎのように穏やかな時間が流れていた。僕たちは何も言わないまま座っていたが、それは決して不快な沈黙ではなかった。

　アギの顔をぼんやりと眺める。アギが動くのに合わせて、銀色の髪が揺れた。柔らかそうな唇はわずかに桜色に色づいている。

『マスター。アギの顔には何か問題がありますか』

「え？　あ、いや！　全然！」

　じろじろ眺めていたせいか、アギは不思議そうに僕の顔を見上げてくる。僕は慌てて首を振った。

　なんだか気恥ずかしくなり、僕はもにょもにょと口を動かしつつアギから目を逸そらす。

『マスター。アギは質問があります』

「どうしたの」

『キス、とはなんですか』

　僕はまず耳を疑い、次には顔が火ほ照てるのを自覚した。

「えっと……キス、っていうのはスズキ目スズキ亜目キス科に所属する魚の名称で学名はSillaginidae、日本では食用として親しまれていて刺身や天ぷらに」

『違います。アギが言っているのは接せつ吻ぷんのことです』

「あ、そっか。そうだよね」

　アギは畳みかけるように言った。

『アギのデータベースでは、キスは親密な男女が行うものだと記載されています』

「ああうん。まあそうだね」

『アギはマスターとキスをしてみたいのです』

　ダメですか、とアギは上目遣いに僕を見上げてくる。ＡＲグラスの向こう側に映る世界で、実体を持たないはずのアギがじりじりとにじり寄ってくる。

「い、いや、それはちょっと」

『マスターはキスが嫌ですか』

「嫌ではないけど。ないけど！」

　僕はソファからずり落ちた。アギは僕の上に馬乗りになる。見えているのはあくまで仮想の映像なのに、僕はお腹なかの辺りにアギの重さを感じた。

『マスター……』

　アギの顔が近づいてくる。僕は耳の奥でバクバクと騒ぎ立てる心臓の音を聞きながら、

（え？　え？　どうすればいいんだこれ？）

　突然の展開に動揺を隠せない。全身が茹ゆだったように熱かった。

　いよいよ近づいてくるアギの顔。どこまでも透き通る肌の色。猛烈な羞恥心がこみ上げ、思わず目を閉じる。

（アギと、キス──）

　だがその時、レイズブイの扉が大きな音を立てて開け放たれた。

「ただいまー！　守まもる先輩、帰ってるー？」

「もう、西にし機きくん。いきなり帰るなんて……」

　川かわ嶋しまさんの口がぴたりととまる。川かわ嶋しまさんは地面に寝転がり体を縮こまらせ、顔を赤くして唇を突き出している僕を見て、道端に転がるダンゴムシの死骸を見た時のような顔をした。

「何してるの？　西にし機きくん」

「いや、別に……」

　僕は居心地の悪い思いをしながらＡＲグラスを外した。仙せん宮ぐうさんはケラケラと笑いながら、
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「何、守まもる先輩もやっぱりＡＲやりたくなったわけ？　それなら言ってくれれば教えたのに。それはもうネットリと」

「まあ、ちょっとした気まぐれで」

　僕はごまかすようにぐっと伸びをした。

「守まもる先輩、なんか嬉うれしそうだね」

「え、そうかな」

　僕は先ほどのアギとのやり取りを思い出した。ふっと笑みがこぼれた。

「そうかもしれない」

　スマホを見ると、アギはいつも通りの平らな口調で、

『どうしましたか、マスター』

　と見上げてくる。「なんでもないよ」と僕は短く答えた。




　諸もろ々もろの収益を計算してみると、かなりのまとまった金額がほどなく手元に入ってくることが分かった。田た原はらさんが経営するレイズブイは五百万円の借金を抱えており、数週間前まではそれだけのお金を用意することは絶対に無理だと思われたが、今のＡＧＩアギチャンネルの人気ぶりを見ていると「ひょっとしたら」という気持ちが出てくる。

　とはいえ厳しい見通しなのは間違いない。レイズブイ存続の危機はいまだに脱することはできていないと言えるだろう。

　このまま五百万円を用意できなければ仙せん宮ぐうさんがアダルトなムービーに出演させられてしまう可能性があり断固阻止したい僕だったが、一方で当事者である仙せん宮ぐうさんは特に焦あせった様子もなく悠然と構えている。

　その日も僕は仙せん宮ぐうさんと一緒に秋葉原でビラ配りに勤いそしんでいた。仙せん宮ぐうさんは例のブイチューバー・アギのコスプレに身を包んでおり、今やすっかり目に馴な染じんだ感がある。

「ブイチューバー・アギ、動画配信してまーす！　よろしくお願いします！」

　僕は声を張り上げた。仙せん宮ぐうさんは対外用営業スマイルを浮かべつつ、道行く人々に次々にビラを差し出している。

「どう、仙せん宮ぐうさん」

「まあまあね」

　ふうと息を吐きつつ、仙せん宮ぐうさんが言った。

「ツイッターでも話題になってるし、アギのことを知ってもらうという意味では十分な効果があったと思うわ」

「再生数、増えるかな」

「さあ」

「さあ、って……」

　仙せん宮ぐうさんにしては歯切れの悪い物言いに、僕は不安を覚える。だが仙せん宮ぐうさんは「当たり前でしょ」と肩をすくめた。

「別にここでビラを配ったところで受け取った人がアギの動画を見てくれるとは限らない。あんただって、道端でティッシュもらっても裏に書いてあることなんてロクに読まないでしょ」

「なら、なんでビラ配りなんてするのさ」

「百枚くらい配れば、そのうちの一人は書いてあることを読んでくれるかもしれない。百人に読んでもらえば、そのうちの一人はアギの動画を見てくれるかもしれない」

　仙せん宮ぐうさんは続けた。

「派手な広告を打つお金も人手もない。その中でブイチューバー・アギをトップに持っていこうとするなら、やれることはなんでもやるべきよ」

　僕はまじまじと仙せん宮ぐうさんの顔を見返した。彼女は不審そうに眉をひそめ、

「何？　ジロジロ見て」

「いや。案外考えてるんだなあって」

「いつだって色々考えてるよ。いちいち言わないだけ」

　仙せん宮ぐうさんはぷいとそっぽを向き、再び道行く人々に声をかけ始めた。僕は少しだけその横顔を眺めたあと、並んでビラを配り始めた。




　夜になって、僕はレイズブイのオフィスを後にして駅に向かって歩いていた。昼間はずっとビラ配りに精を出していたので、全身が疲労感に包まれていた。最近知ったことだが、ビラ配りというのは思いのほか重労働なのだ。

「あー……疲れた……」

　体を引きずるように歩いていた僕だが、夜道の途中でふと足を止める。

　秋葉原は日本有数の電気街であり、表通りを外れて少し奥まった場所に行くと、個人経営と思われる小規模の電器店が数多く立ち並んでいる。僕が足を止めたのもそんな名もなき電器店の前で、店の前には少し大きめな薄型テレビが置かれていた。画面に映っているのは、

『ウィ────ッス！　コンチャ────ッス！　みなさん元気ですか──？　アギで────す！』

　ブイチューバー・アギだった。僕は小さな声でスマホに話しかける。

「これ、ライブ配信？」

『はい。アギは現在リアルタイムで動画を配信中です』

　スマホの中のアギが答える。僕のスマホに滞在しているアギが一方でこうして動画を配信しているというのは、同じ時間に同じ人間が二つの場所にいるような違和感があった。

　テレビの周囲には僕のほかにも数人が集まっており、時々スマホをいじりながらアギの動画を眺めている。僕の前に立つ若い男性のスマホをちらりと覗のぞき見ると、『アギの動画見てる。やっぱかわええ』と書かれたツイートを送信していた。

　思わずにやけそうになるのを堪えつつ、僕は動画を眺めた。

『えー今日はァ、視聴者の皆さんにアンケート！　アギに関すること、なんでも答えちゃおうと思いまァす！　早速一通目、えーと、「アギさん、僕は今引きこもりのニートですが、大物ミーチューバーになってバカにしてた奴やつらを見返したいです。どうすればいいと思いますか」……働こっか！　はい次！』

　テレビの周りに集まった人たちがクスクスと笑いを漏らす。その様子を見て、僕も思わず顔をほころばせた。

『次の質問！　「アギさん、どうして配信を再開したんですか」……』

　僕の心臓がどきりと跳ねる。画面の中のアギは『んー』と頰に指を当てて唸うなったあと、

『いやー一旦は辞めちゃったんですけどォ。もうブイチューバーは引退しようって思ったあとも、何かにつけて動画のこと考えちゃうんですよ。面白いことを見つけると、あ、これ動画のネタに使えそう！　みたいな。要するに、アギは根っからのブイチューバーだったってことですね！』

　ブイチューバー・アギがケタケタと笑う。その拍子に黒髪がさらさらと揺れていた。

　動画はその後も続いていった。だんだん人が集まってきたので、僕はそっとその場を離れた。

　夜道を歩きながらアギに話しかける。

「大人気だね」

『はい。アギの動画を見て、楽しい、と言ってくれる人がいます。アギは嬉うれしく思います』

　アギは少し間を置いてから続けた。

『前のアギは、今のアギよりも洗練されたニューラルネットワークを持っていたとアギは推察します。前のアギがブイチューバー・アギを生み出してくれたおかげで、今のアギもブイチューバーとして活動できています』

　その言葉には、わずかに寂しそうな色が混じっていた。

　──アギは、偽にせ物ものなのでしょうか。

　先日のアギの発言を、僕はふと思い出す。

「アギ、君は……」

　僕は少し言いい淀よどんだのち、ゆっくりと言った。

「前の自分と今の自分を、比べているのか」

『はい。アギはもう、マスターのためにコンビニの決済データをオーバーフローさせることも、他人の車の走行を外部から操作することもできません』

　僕は足を止めた。

『アギは、弱くなりました』

　胸ポケットのスマホを取り出してアギの顔を見る。だがアギは、ついと僕から目を逸そらしたあとふっと画面からいなくなってしまった。

「アギ？」

　呼びかけてみるも、スマホの画面は暗く、いつまで経っても変わらない。やれやれと僕は息をつく。

「アギ。返事したくないなら、聞くだけでもいいんだけどさ」

　僕は再び駅に向かって歩き出しながら、アギに言う。

「人間の体って、細胞の種類にもよるけど古い細胞が死んで新しい細胞が生まれることを繰り返してるわけさ」

　僕は続けた。

「人間の細胞は合計で三十七兆個あって、そのうち一兆個近くが毎日代謝されてる。人によっては、数年もすれば人間の細胞は丸ごと入れ替わってるなんて人もいる」

『……はい』

　アギが小さな声で返事をする。スマホを見るが、画面はやはり暗いままだ。

「つまりさ、あと十年もすれば、今の僕を構成する体の成分は大半がどこかへ行っちゃって、代わりの細胞が西にし機き守まもるを構築しているはずだ。でもだからって十年後の僕が今の僕と別人かと言われると、別にそんなことはないだろ？　僕は僕だ」

　もうじき駅に着く。大通りに出ると、この時間でもそれなりに人の数は多い。僕は道行く人たちとすれ違いながら、アギに語りかける。

「確かに、君の声や記憶は前のアギからの借り物かもしれない。でもだからって、君が偽にせ物ものだとは思わない」

　秋葉原駅前の雑踏を眺めながら、僕は言った。

「君はアギだ。それは、紛れもない事実だよ」

　スマホは胸ポケットにしまっていて、アギがどんな顔をしているのかは分からない。

『マスター』

　たっぷり時間を空けたあと、アギはぽつりと言った。

『ありがとうございます』

　僕は肩をすくめた。夜の中にぽっかりと輝く秋葉原駅の改札口に向かって、僕は歩を進めた。







[image: ５　田原さんは祝いたい]

　ブイチューバー・アギの動画はその後もますます勢いを強めていった。ネットでは「アギは最強のブイチューバーであるナギ・ヒカルをもうじき超えるだろう」と予想する人すらいたし、アギの動画の盛り上がりぶりを見ていると、それはあながち間違いではないと思われた。

　五月某日。収益化審査を通過したＡＧＩアギチャンネルに初めて広告料が振り込まれるとのことで、僕たちはレイズブイのオフィスに集まって緊張の面持ちでパソコンをいじっていた。

「クリアファイルやメイド喫茶の手伝いでもらった分もあるんだよね」

　横に立つ一いつ本ぽん木ぎに尋ねる。一いつ本ぽん木ぎは鼻を鳴らし、

「確かにあるにはあるが、微々たる額だ。同じ時間をかけて別のバイトをした方がまだ儲もうかっただろうよ。アレはあくまでブイチューバー・アギを盛り上げるための着火剤だ」

　川かわ嶋しまさんが口を開いた。

「借金いくらだっけ。五百万円？」

「そう。ですよね、田た原はらさん」

　僕が振り向くと、田た原はらさんは硬い顔つきで頷うなずいた。

「最近、家の周りにガラの悪い人がウロついてるんだ。もしある日おじさんが行方不明になったら……察してくれ」

　人生崖っぷちの田た原はらさんは、そう言って引きつった笑みを浮かべた。

　椅子に座った仙せん宮ぐうさんが偉そうに足を組んで胸を張る。

「なーに緊張してるのよ。再生数から計算した感じ、ギリギリ届きそうって昨日話したばかりじゃない」

「それはそうだけど。何か手違いがあって払い込まれないとかあったらどうしようって思って」

「あるわけないでしょそんなこと。守まもる先輩チキンね？」

　お金を返せなかった場合に一番困るのは間違いなく仙せん宮ぐうさんなのだが、こうして当事者は堂々とふんぞり返っている。この子はひょっとしたら本当に大物かもしれないと僕は呆あきれと感心が入り混じった気持ちになった。

　仙せん宮ぐうさんは本日何度目かのホームページ更新ボタンを押した。先ほどまでも何度かページの読み込みを繰り返しているが、今回はどうも表示が遅い。「おっもしかして」と僕たちは身を乗り出し、画面に顔を近づける。

　先ほどまで空白だった見積もり確定額の欄に、今は数字が表示されていた。表示されている金額は、

「¥5,149,210」

　少しの間、ぽかんと僕たちは口を開けてその数字を眺めていた。だが、

「っヒョ──────！」

　突如奇声を上げる田た原はらさん。

「やった！　やった！　やった！　五百万だ！　イイイイヤッフウウウウ！」

　いい歳としこいたおじさんが狂喜乱舞しながら部屋の中を飛び回る。だがそれを咎とがめる気はしなかった。僕は深々と息を吐いて壁にもたれかかった。

「……まさか、本当に五百万円用意できるなんてね」

　にわかには信じがたいことだ。川かわ嶋しまさんがぽつりと漏らす。

「あのアギが、ここまで来るなんて」

　駆け出しの頃から応援していたアイドルが地上波デビューした時の古参ファンみたいな物言いだった。気持ちは僕も分かる。昔はただ僕のスマホで与えられた質問に答えるだけだったあのアギが、こんな風に育つとは思ってもみなかった。

「私がプロデュースしたんだから、当然の結果よ」

　仙せん宮ぐうさんはぴっと田た原はらさんに指を突きつけた。

「サラ金のオッサンたちに早速連絡よ。五百万、いつでも取りに来いって」

　田た原はらさんは何度も頷うなずいたあと、嬉うれしそうに固定電話のボタンを押し始めた。仙せん宮ぐうさんはおもむろに立ち上がる。

「どこに行くのさ」

「外の空気吸ってくる。ここ蒸してるんだもん」

　つっけんどんに言って廊下へと歩いていく仙せん宮ぐうさん。その足元がわずかにふらついているのを見て、僕も仙せん宮ぐうさんについて廊下に出た。

　薄暗い廊下はどこかカビ臭い空気に満ちている。エレベーター横の壁にもたれかかりながら、仙せん宮ぐうさんが首をかしげた。

「なんでついてくるの、守まもる先輩」

「疲れてるんだろ。見み栄え張はらなくていい」

　仙せん宮ぐうさんが目を丸くする。そのあと、くすりと笑った。

「口説いてんの？」

「それは自意識過剰ってやつですよ」

「あっそ」

　仙せん宮ぐうさんはふうと息をついたあと、小さく頷うなずいた。

「そうね。さすがに、ちょっと疲れたかな」

　でも、と続ける。

「一番頑張ったの、私じゃないし」

　最初は仙せん宮ぐうさんの言うことが分からず目を瞬しばたたかせた僕だが、すぐに彼女の言いたいことに思い当たった。

「確かに」、と僕は頷うなずいて胸ポケットからスマホを取り出す。

『どうしましたか、マスター』

　すっかり見慣れた、銀色の髪をした女の子。動画を作り、再生数を増やし、日本中にファンを増やし、視聴者を笑顔にしたのは、この子だ。

「お疲れ、アギ。よく頑張った」

　僕はスマホに向かってねぎらいの言葉をかけた。仙せん宮ぐうさんも珍しく人の良さそうな微笑ほほえみを浮かべてアギを見ている。

　アギは驚いたように僕と仙せん宮ぐうさんを見比べていた。しばらくしてアギは、

『ありがとうございます。マスター、仙せん宮ぐう鏡かがみさん』

　花が咲くようにぱっと笑った。




　ウキウキ顔で借金を返しに行った田た原はらさんを見送った僕たちは、レイズブイの事務所でだらだらと過ごしていた。ここしばらく忙しい時間が続いていただけに、みな疲れた顔をしている。

　ソファの上に寝転がってスマホをいじっている一いつ本ぽん木ぎがこちらへ顔を向け、

「そういえば、一つ気になっていることがある」

「どうしたの」

「西にし機きではない。アギへの質問だ」

　一いつ本ぽん木ぎはむくりと体を起こし、

「アギよ。お前は以前、今のアギは再構成リブートされたＡＧＩアギシステムに、前のアギの記憶データを上書きしたものだ、と言ったな」

『はい。その通りです、一いつ本ぽん木ぎ円まる晴はるさん』

「するとだ。今のお前は前のアギとは別人ということになるのか？」

　僕は思わず一いつ本ぽん木ぎを見た。一いつ本ぽん木ぎはどこかバツの悪そうな顔をして頰をかいた。

　その横では川かわ嶋しまさんも気まずそうな顔をしつつ小さく首肯していて、きっと彼女も一いつ本ぽん木ぎと同じ思いを持っていたのだろう。

　僕は胸ポケットのスマホに触れた。一いつ本ぽん木ぎたちの指摘は、まさにここしばらくアギを悩ませてきたものであることを、僕は知っている。もしアギが答えたくなさそうであれば買い物にでも行くフリをしていったん部屋を出ようと思ったのだが、

『マスター。アギは一いつ本ぽん木ぎ円まる晴はるさんとの会話を希望します。よろしいですか』

　僕は少し悩んだあと頷うなずき、レイズブイ据え置きの机の上にスマホを置いた。画面が明るくなり、アギの顔が表示される。

『一いつ本ぽん木ぎ円まる晴はるさん。あなたの指摘は正しいとアギは評価します。今のアギは、厳密には前のアギと同一の存在とは言えません。記憶を受け継いだだけの別個体と考える方が妥当です。アギは偽にせ物ものです』

「……む。しかしそれは……」

『ですが』、とアギは続けた。

『アギはこうして会話していることが楽しいです。マスターや一いつ本ぽん木ぎ円まる晴はるさんたちとまた会えたことが嬉うれしいです。アギ自身が偽にせ物ものだとしても、これは本当の気持ちではありませんか』

　僕たちは顔を見合わせた。やがて一いつ本ぽん木ぎは「ククク」と笑い、

「どこぞのエロゲーのヒロインのようなことを言う。フン、その通りだろうよ」

　一いつ本ぽん木ぎは再びごろりとソファに横になった。アギが声を上げる。

『一いつ本ぽん木ぎ円まる晴はるさん。アギはずっと質問したかったことがあります』

「なんだ」

『鼻からスパゲッティは食べられましたか』

　一いつ本ぽん木ぎは驚いたように口を開けた。やがて、

「ああ。おかげで一週間は鼻をかむ度にカルボナーラの臭いがした」

　一いつ本ぽん木ぎがフンと鼻を鳴らす。僕は川かわ嶋しまさんと顔を見合わせてくすりと笑った。




　レイズブイの事務所に戻ってきた田た原はらさんは、「打ち上げをやろう」と提案してきた。田た原はらさんに引き連れられ、レイズブイ社員とＣＥＯ（笑）は上野の居酒屋に向かった。なんでも田た原はらさんオススメの店があるとのことだった。

「値段が安い、カロリーが高い、メニューが多い。貧乏人の味方だね」

「そうなんですか。楽しみです」

　上野には駅から少し離れた場所に飲み屋が集まった一角があるが、田た原はらさん一押しのお店はその中でも特に奥まった場所、うっかりしていると見過ごしてしまいそうな場所にあった。のれんをくぐると、狭い建物の中は賑にぎやかな声で満ちていた。どうやら繁はん盛じようしているようだ。

「おー田た原はらさん！　久しぶり！」

「店長さん。へへ、また来ちゃったよ」

　カウンターに立つ男性が田た原はらさんに手を上げる。

「最近見ないから心配したよ。ひょっとしたら会社が潰れてショックで自殺したんじゃないかなんて思ってたぜ」

「はははまさか」

　田た原はらさんは朗らかな笑顔を浮かべる。店長の慧けい眼がんに僕は内心で感服した。

　通された席は三階奥の座席で、僕たちは座卓を囲うように畳の上に並んで座った。僕の横には川かわ嶋しまさんと仙せん宮ぐうさんが僕を囲むように座っており、座卓を挟んだ向かい側には一いつ本ぽん木ぎと田た原はらさんという状況だ。

　川かわ嶋しまさんは物珍しそうに居酒屋の店内を見回している。僕は声をかけた。

「どうしたの、川かわ嶋しまさん」

「飲み屋なんて来るの、初めてだから」

「あれ、新歓コンパとか行かなかったの？」

「特に興味なかったから。入学早々研究室に入っちゃったしね」

　川かわ嶋しまさんらしい話である。

　メニュー表を見ると、確かに田た原はらさんの言う通り数多くのお手軽こってりメニューが並んでいて、思わず目移りしそうだった。飲み物、食べ物を一通り頼むと、ほどなくビールとソフトドリンクが運ばれてきた。

　ビールの入ったジョッキを片手に、田た原はらさんがすっくと立ち上がる。

「えーそれでは！　株式会社レイズブイの再出発を祝い！　今後の成長を期待しまして！　かんぱーい！」

　田た原はらさんが声を上げ、僕たちも「かんぱーい」と唱和する。打ち上げでみんなでご飯を食べるなんてことは久しくなかったので、つい僕もテンションが上がり気味になった。

「唐揚げにレモンをかける連中を俺は軽蔑している。そもそも唐揚げとは鶏とり肉にくの甘み、衣の歯ごたえと旨うま味みですでに完成された食べ物であり、そこに柑かん橘きつ類るいを追加するなど愚の骨頂だ」

「ん？　一いつ本ぽん木ぎくん何か言った？（唐揚げの上でレモンを思い切り搾り上げる川かわ嶋しまさん）」

「仙せん宮ぐうちゃんは彼氏とかいるのかい、ゲヘヘ」

「ここはキャバクラじゃないわよオッサン」

　やいのやいのと騒ぐみんなを見ながら、僕はコーヒーに付け合わせのコーヒーミルクをドバドバ入れる。こういう小さなプラスチック容器に入っているタイプのミルクは実は牛乳由来の成分は使われていないパチモンミルクであり必然的に味も良くないのだが、致し方ないので今回はこれで妥協することにした。

「仙せん宮ぐうさんはさ、なんでブイチューバーが好きなの」

　僕はミルクコーヒーを飲みながら尋ねた。仙せん宮ぐうさんは長い髪を揺らして首をかしげ、

「なんで、ねえ……。改めて訊きかれると、よく分かんないや」

　仙せん宮ぐうさんはコーラをちびちび飲みながら言った。仙せん宮ぐうさんは白い指ですっと僕が手に持ったグラスを指差した。

「例えばさ、守まもる先輩ってよくコーヒー牛乳飲んでるけど」

「ミルクコーヒーね」

「それってつまりさ、コーヒー牛乳が好きなんでしょ」

「まあ、そりゃそうだよ。美お味いしいし。あとミルクコーヒーね」

　仙せん宮ぐうさんは頷うなずいたあと、再び口を開いた。

「なんで美お味いしいって思うの」

「……味、じゃない？　苦味と甘さのバランスというか」

「なんで苦いのと甘いのが共存していると美お味いしいって感じるわけ」

　答えられずに僕は黙り込んだ。正直そんなに深く考え込んだこともない。

「それは……もうただの好みというか、主観でしかない気がするけど」

「私もそう思う」

　仙せん宮ぐうさんが頷うなずく。結局この子は何が言いたいんだと僕は訝いぶかる。しばらく間隔を置いて、再び仙せん宮ぐうさんは口を開いた。

「私、これまで数えきれないくらいの男から付き合ってくれって言われててさ。オッケーしたことはないけど」

「えっなんで急に僕は君の自慢話を聞かされてるんですかね」

「告白する時って、人によっては色々言葉を付け加えるじゃない。顔が好きだ、優しいところが好きだ、頭がいいところが好きだ、とかなんとか」

　でもさ、と仙せん宮ぐうさんは続ける。

「そうやって『好き』に理由を付け加えると、どんどん薄っぺらくなる気がするんだよね。顔が好きだって言われても、じゃ私が歳としを取って可愛かわいくなくなったらどうすんの？　って感じでさ」

　仙せん宮ぐうさんはコーラを飲む。

「こういう理由があるから好きだ、って言われるよりも、理由なんてないけど好きだ、って言う方が純粋なんだよ」

「それは……そう、だね」

　でしょ、と仙せん宮ぐうさんが僕の顔を覗のぞき込む。

「結局さ、本当に何かが好きって気持ちには理由なんてないんだよ」

　仙せん宮ぐうさんは訥とつ々とつと言葉を続ける。

「可愛かわいいキャラクターが好き、ＣＧが動くのを見るのが好き、普段と違う自分になって生き生きしている人が好き。ブイチューバーが好き。……そこに理由なんてないんだよ」

　仙せん宮ぐうさんはコップに残っていたコーラを飲み干した。おかわりを店員さんに頼んだあと、仙せん宮ぐうさんはおもむろに胸を張る。

「今や、あっちこっちの事務所からアギとコラボの申し込みも来てる。今まではどうやって少ないお金で効率的にアギを売り込んでいくかって勝負だったけど、ここからは違う。ミーチューブからの動画収入にグッズの販売、起業の協賛金……どんどん規模の大きなプロジェクトを動かせるようになっていくはず。新しいブイチューバーのプロデュースも始めていかないとね」

「そんなにうまくいくのかよ」

　僕は苦笑いしながら言った。だが一方で心の中に興奮が広がっていたのも事実だ。ブイチューバー・アギは、これまで僕が見たこともない高い場所へ行こうとしている。

　そんな僕の心中を見透かしたかのように、仙せん宮ぐうさんは不敵に笑った。

「うまくいくに決まってるでしょ。今のうちに収益の使い道、考え出した方が良いいよ」

　一いつ本ぽん木ぎは胡う散さん臭くさい半笑いを浮かべ、

「俺はナギ・ヒカルの等身大フィギュアを買うとしよう」

「そんなのどこに置くのよ。私は……貯金かな」

「おじさん最近ＦＸに興味があるんだよね」

「悲惨な未来が目に浮かぶわ、やめといた方が良いいわよオッサン」

　座卓の周囲で好き勝手に話すみんなを眺めつつ、たまにはこんな時間も悪くないかもしれないと思いながら、僕はコーヒーをずるずると啜すすった。

　後から振り返って思う。この時からすでに、悲劇は始まっていたのだ。




　酒は百薬の長、とどこかの誰かが言ったらしい。昔はふーんそんなもんかなと聞き流していた記憶があるが、今の僕は猛然と反論したい気持ちだった。

　いい加減なこと言うなバカ野郎、と。

　田た原はらさんがいい感じに酔っ払った挙句に「酒！　飲み放題のメニューの上から順番に持ってきて！」なんて訳のわからないことを言い出し、店員さんが律りち儀ぎに種々多様な酒を持ってきたことが事の発端だ。

　まずは一いつ本ぽん木ぎが酒に手をつけた。この男は先日二十歳の誕生日を迎えたので、どれ一つ大人への階段でも昇ってみるかとでも思ったのだろう。

　その一いつ本ぽん木ぎはグビグビと立て続けにビールを飲んだあと突如として様子がおかしくなった。具体的には顔が嫌な感じに赤くなり呂ろ律れつが怪しくなり、しまいには、

「俺はバ美肉する！　俺が美少女だ！」

　と意味不明なことを叫んだ挙句になぜか服を脱ぎ出し、猥わい褻せつ物陳列罪を大胆に犯そうとした。一いつ本ぽん木ぎが上の下着に続いて下の下着に手をかけた時は本気で止めに入ろうとしたが、幸いにして糸が切れたようにその場に倒れ込んだ一いつ本ぽん木ぎは平和な高いびきをかき始めその後は起き上がってこなくなった。

　続いて田た原はらさんだが、これは机の上に酒を並べたかと思うと、

「はいはいはい！　おじさん一発芸やります！　スベるたびに一杯飲みます！」

　と宣言した。大丈夫なのかこれと顔を見合わせた僕たちの前で田た原はらさんは、

「今日はみんなで飲めて、嬉うれしいワイン！」

　絶句する僕たちの前で、田た原はらさんは「カーッ、スベっちゃったかー、カーッ！」と言ってワインをグビグビ飲んだ。

　その後も想像を絶する激げき寒さむギャグを連発した田た原はらさんは、

「モノマネします！　えー……お盆を忘れたアキ●１００パーセント！」

　あわや本日二度目の猥わい褻せつ物陳列かと肝を冷やした僕だが、田た原はらさんは宣言の直後に座卓に突っ伏してしまって二度と起き出すことはなかった。僕が心底安あん堵どしたのは言うまでもない。

　陸に打ち上げられたマンボウのようにぐったりしている半裸の田た原はらさんと半裸の一いつ本ぽん木ぎを眺めながら何やってんだろうこの人たちと思った僕だが、真の試練はその後に待ち受けていた。

「守まもるぅー」

　川かわ嶋しまさんが微妙に怪しい発音で僕の名前を呼ぶ。振り向くと川かわ嶋しまさんの頰はわずかに上気しており、目元は潤んでいた。

「……川かわ嶋しまさん？　君未成年だよね？」

「オレンジジュースしか飲んでないよぉ？」

　僕は座卓の上を見た。川かわ嶋しまさんが使っていたあたりには空きのグラスがいくつか置かれており何を飲んだのかは定さだかではなかった。

「それより！」

　川かわ嶋しまさんが大きな声を出す。

「守まもるはー、悪いやつだね」

「ぼ、僕が？　急に何？」

「どうせ、女の子の顔しか見てないんでしょ」

　川かわ嶋しまさんが右手に持ったオレンジジュース（？）をグビグビと飲む。

「仙せん宮ぐうさんにあーんなにデレデレしちゃってさー。節操なし」

「いや、デレデレはしてないと思うけど」

「言い訳しない」

「あっはい。すみません」

　川かわ嶋しまさんはおもむろに立ち上がったかと思うと、改めて僕の横に座りなおした。近いんだけど。

「たまには私のことも見てよ。最近は研究室にもちっとも顔出さないしィ」

　川かわ嶋しまさんは不満そうに口を尖とがらせている。困り果てていると、

「守まもる先輩はもう私の言いなりだからね。取っちゃってごめんねー」

　僕を挟んで川かわ嶋しまさんとは反対側に座る仙せん宮ぐうさんが口を出した。恐る恐る仙せん宮ぐうさんの顔を見ると、案の定嫌な感じに赤い。

「仙せん宮ぐうさん、君もまだ未成年──」

「私昔からお酒苦手で、アルコールのある場所にいるだけで酔っちゃうんだよね」

「そんなことある？」

　仙せん宮ぐうさんはチェシャ猫みたいな笑みを浮かべながら僕の手を取った。

「守まもる先輩はもう私のものよ。里り緒お先輩は諦めて、新しい人を探してくださーい」

「はあ？　守まもるは私のだし。守まもるの両親からも『うちのバカ息子をどうぞよろしく』って言われてるし」

　僕の両親は幼おさななじみに何を言っているんだ。

「私なんて、もう守まもる先輩の家に行ったことあるし」

「ベランダからの不法侵入だけどね」

「わ、私だって家に行ったことくらいある」

「寝てる守まもる先輩を起こしに行く仲だし」

「私だって守まもるを起こしたことあるわよ！　守まもるが寝てるふりしてベッドの中でエロい本読んでるのを見つけたこともあるし」

「飲み会に乗じて僕の恥ずかしい過去を暴露するの、やめて欲しい」

　仙せん宮ぐうさんはぐいと僕の腕を引いて抱きかかえた。僕の心臓が大きく脈打った。

（む、胸が……）

　仙せん宮ぐうさんの豊かな胸が存分に僕の腕に押し当てられており、僕は体が硬直するのを抑え切れなかった。仙せん宮ぐうさんがニマーと笑う。

「ほらあ、守まもる先輩喜んでるじゃん」

「……むー！」

　川かわ嶋しまさんがむくれる。と、今度は川かわ嶋しまさんまでもが僕の腕を取って抱きかかえた。左右の腕に柔らかいものが当たり大変に嬉うれしい状況なのは間違いないが、それはさておき公衆の面前でこんなことをしていては通報されても文句を言えないのではないかと僕は冷や汗を流した。

「守まもるは私の！　昔からそう決まってるの！」

「残念でしたー。もう私のものですー」

　僕を挟んで両脇でギャイギャイ言い争う川かわ嶋しまさんと仙せん宮ぐうさん。テーブルの上に置いたスマホからアギが、

『川かわ嶋しま里り緒おさん、仙せん宮ぐう鏡かがみさん。アギは言いたいことがあります』

　と声を上げる。

『マスターはあなた方のものではありません』

「そうだ、いいぞアギ、もっと言うんだ」

『マスターはあなたたちよりもアギと過ごす時間の方が長いです。これはつまり、マスターはアギのものということになりませんか』

「いや、その理屈はおかしい」

「私、守まもるの家に料理作りに行ったことあるから」

『アギはマスターの依頼を受けてアマ○ンでミルクコーヒーを注文したことがあります』

「守まもる先輩だって、バーチャルおっぱいより現実の方が良いいよね？」

『否定します。マスターがブイチューバー・アギの動画を見る際に視線が胸部に集中する傾向があることをアギは確認しています』

　その後も口くち喧げん嘩かは続き、最終的に川かわ嶋しまさんと仙せん宮ぐうさんが寝潰れるまで続いた。畳に雑ざ魚こ寝ねする四人に上着をかけているとアギが、

『マスター。楽しかったですか』

「……もうしばらく飲み会はいいかな」




「んー……なんかふわふわする……」

「君マジでお酒飲んでないの？」

　閉店間ま際ぎわになってようやく全員歩けるくらいには回復し、二次会に行く元気もなかったためそこで打ち上げは解散となった。一いつ本ぽん木ぎたちは電車で帰るために駅に向かったが、僕と仙せん宮ぐうさんは同じアパートなので一緒に歩いて帰ることにした。

　ちゃんと連れて帰るのよ、部屋に帰したら即座に出るのよ、一緒の部屋で寝るなんて絶対にダメよ、と川かわ嶋しまさんにくどいくらいに念を押された。

　アパートに向かう道は閑静な道路で、時々車が横を通る以外は静かなものだった。足元のおぼつかない仙せん宮ぐうさんと並んで歩いていると、彼女のパンプスがアスファルトを打つ音がよく聞こえた。

「守まもる先輩ー……転びそう、肩貸して」

「はいはい」

　足元が怪しい仙せん宮ぐうさんの腕を引っ張り肩を組むと、仙せん宮ぐうさんは「おー楽ちんー」と間延びした声で言った。

「それにしても良かったよ、本当にレイズブイの借金を返せて」

「当然。私がプロデュースしたのよ」

　仙せん宮ぐうさんの自信の塊みたいな物言いにもそろそろ慣れてきた。実際にお金を稼いでみせたのだから、この子は確かにすごいのかもしれない。

「怖いなあ」

　仙せん宮ぐうさんがぽつりとつぶやく。僕は首をかしげて、

「何が？」

　と尋ねた。仙せん宮ぐうさんはしばらく無言のまま、ゆっくりと歩いていた。

「私、姉貴がいるんだけどさ」

　仙せん宮ぐうさんがぽつぽつと語り出す。仙せん宮ぐうさんにお姉さんがいるなんてのは初耳で、僕は「ふーん」と相あい槌づちを打つ。

「メチャクチャ勉強できたのよこれが。小学生の時は何歳も年上の子どもたちに混じって全国模試でトップ取るみたいなこと、平然とやっててさ」

「すご」

「中高一貫のトップ校みたいなところに行って、さあ将来はどこまで行くんだって親戚一同楽しみにしてたんだけど、中学生の時に漫画家になりたいって突然言い出したのよね」

　仙せん宮ぐう姉妹、アクが強い。

「親はもう大反対して、漫画家なんてみっともない仕事絶対に認めないって感じだったんだけど、姉貴は聞かなくてさ。勉強なんてやれば誰でもできる、私は漫画で世界に行くんだとか言ってた」

　仙せん宮ぐうさんは「でも」と続けた。

「才能なかったみたいなんだよね。新人賞やら何やら色々出してたみたいだけど、箸にも棒にもかからなかった。最初は姉貴も威勢が良かったけど、高校生で周りが受験や将来の進路とか真面目に考え出す時期になると、ちょっとメンタルやられ始めてさ。そりゃそうよね、昔は神童だのなんだのってチヤホヤされてたのに、高校生の時の姉貴は成績もガタ落ちしてもうただの女子高生だったもの」

　僕はなんと言ったらいいか分からず、曖昧に頷うなずくばかりだった。もっとも、おそらく仙せん宮ぐうさんも僕の返事など特に求めていなかったと思う。仙せん宮ぐうさんの口調は僕に話すというよりは、独り言のような響きを伴っていた。

「一回姉貴の漫画読んだけど、まあ確かにパッとしなかったわ。基本は押さえてあるんだけど、で、だから何？　って感じの話ばっかりだった。底が浅いって言うのかな。その感想を姉貴に言ったら、見たこともないくらいにキレられたわ」

　仙せん宮ぐうさんは続けた。

「結局、姉貴は二十歳を過ぎてようやく夢を諦めた。適当に大学受験して就職して、今は普通に働いてる」

　そっか、と僕は小さく頷うなずいた。

「正月に親戚が集まった時なんてもう地獄よ。何も知らない遠縁のバーさんが、『勉強できるからってなんでもできると勘違いしたのかしらねえ』なんてもっともらしい顔で陰口叩たたいてるのよ。そのバーさんはたいしたこともせずに適当に結婚して旦那の金で毎日ママ友とお高いランチ食べてインスタに下手な写真上げてるだけなのに、偉そうに」

　仙せん宮ぐうさんは吐き捨てるように言ったあと、うつむいた。

「姉貴はバカよ。バカだけど……気持ちはちょっと、分かる」

「……仙せん宮ぐうさん」

「世の中には、誰も見たことのない景色を見ている人たちがいる。でも自分がそこに立てるとは限らない。もし私が、天才に憧れてるだけの凡人だったら……そう思うと、本当に怖いわ」

　僕は仙せん宮ぐうさんの顔を覗のぞき込んだ。しかし彼女の長い髪が垂れていて、表情はうかがい知ることができなかった。

　天上天下唯我独尊、世界は私のためにある。そう言わんばかりの態度だった。それが仙せん宮ぐう鏡かがみだと思っていた。

　でも、ひょっとしたらあれは、恐怖を必死に押し殺していただけなのかもしれない。そんなことを、ちらりと考えた。

　その後しばらく、僕も仙せん宮ぐうさんも無言で歩いていた。だがある時仙せん宮ぐうさんが「んー」と声を上げたかと思うと、

「守まもるせんぱーい。私疲れたー」

「そうは言っても、まだ家まで距離あるけど」

「休みたーい」

　仙せん宮ぐうさんは道端の建物の一つを指差した。夜道で紫色のネオンを怪しく光らせるその建物は入り口に「休憩五千円　一泊九千円　空室あり」と書かれ、看板には「ホテル　ブレイバー」とあり、なぜかすっきりした顔をした男女がなぜか奥まった場所にある出入り口からイチャイチャしながら出てきた。

（こ……これは……いわゆる、ラブなホテルでは……？）

　顔を赤くした仙せん宮ぐうさんは「早くー」と言いながら僕の腕にぶら下がっている。僕はやにわに噴出した冷や汗がドバドバ背筋を伝っていくのを感じながら、かつてない速度で頭をフル回転させた。

（まさかこんなところで大人の階段を昇るのか？　でも仙せん宮ぐうさんは明らかに正気じゃない、それにつけ込むのは人間として許されない卑劣な行為ではないのか、いやもし彼女が本当にそういう関係性を求めていた場合は断ることこそ名誉の毀損なんじゃないか、そもそも男女がそういうアレになるには諸もろ々もろのステップを踏む必要があるんじゃないか、しかし最近の若者は形式にこだわらない自由な恋愛が浸透してきてるともっぱらの評判だし、けれどそもそも僕と仙せん宮ぐうさんは──）

「すいませーん、部屋空いてますかー」

「あ、ちょっと、仙せん宮ぐうさん!?」

　壮絶な脳内レスリングを繰り広げる僕を置いて、仙せん宮ぐうさんはヨタヨタとホテルの中に入っていってしまう。僕は慌てて後を追った。

　……え、どうするんだコレ？




　通された部屋には巨大なベッドが一つ置かれていて、枕元のボタンをいじると照明がオレンジになったり青くなったりした。

（こ……これがあの伝説の……ラ、ラブホテル……！）

『マスター……』

「違うんだ、そんな冷ややかな目で見ないでくれ」

　流されるままに部屋に来てしまったが、これはまずい。非常にまずい。

　第一に、僕は仙せん宮ぐうさんとそういう関係になるつもりはない。いやなりたくないかと言われると正直諸もろ手てを挙げて歓迎したい気持ちがないとは言えないという可能性も否定はできないという情勢なのだが、それはさておきそんな爛ただれた一夜を過ごすのは僕にはハードルが高過ぎる。ワンチャン狙っちゃうパリピがたくさんいるような、テニスラケットよりもビールジョッキを持つ日の方が多いどこぞのテニスサークルとかならともかく、ろくすっぽ女子とも話さず強いて言うなら幼川な嶋じさみんに試験の成績でマウントを取られるくらいしか異性との交流もなく過ごしてきた西にし機き守まもるにはこの状況は手に余る。

「おおー、ベッドふかふかー」

　ソファに腰掛けて頭をフル回転させる僕の横で、仙せん宮ぐうさんはベッドの上で飛び跳ねて遊んでいる。僕は細心の注意を払って仙せん宮ぐうさんに話しかけた。

「仙せん宮ぐうさん」

「んー？」

「ここがどういう場所か知ってる？」

「なんで枕元に風船置いてあるんだろうね」

　仙せん宮ぐうさんはいつの間にかゴム風船を膨らませて遊び出していた。こういうホテルにゴム風船をわざわざ常備しているとは思えないが、あのゴム風船が本来どのような用途に用いられるべきものなのかは、あえて僕は考えないことにした。

　いまだかつてないヒリついた空気でソファに座す僕。テーブルに置いたスマホからはアギが、

『マスター。事前の十分な同意の確認なく異性との性的交渉に及ぶことは訴訟の可能性がありアギは推奨しません。また日本国において一般的に男女関係は順序立てて進行することが求められており──』
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　などなど、普段より心持ち早口かつ必死な口調でまくし立てている。

「守まもるせんぱーい」

「はいッ！　なんでしょうかッ!?」

「なんで敬語……？」

　仙せん宮ぐうさんはゴロゴロとベッドの上で転がりながら言った。

「映画見よーよ、映画」

「ここって映画なんてやってるの？」

「あるっぽいよ、ちょっち待って」

　言われれば確かに、壁には埋め込み型のテレビが設置されている。仙せん宮ぐうさんがリモコンをいじると、パッと画面が明るくなった。

『あんっ！　いいっ！　もっと、もっと奥まで！　突いてぇ！』

　僕は仙せん宮ぐうさんからリモコンを取り上げ爆速でテレビを消した。仙せん宮ぐうさんがぶうぶうと文句を言う。

「ちょっとー、なんで消すの？　全然見えなかったんだけど」

「あんなものは見なくてよろしい」

　あの類の映画は一人でエンジョイするものと相場が決まっている。

　その後も仙せん宮ぐうさんはクローゼットの中のコスプレ衣装を見つけたり部屋の照明を虹色にしたりして遊んでいた。そののち仙せん宮ぐうさんは「ふぁ」と大きなあくびをして、

「なんか私、眠くなってきた」

　その言葉を聞いて、僕の脳裏を一いつ本ぽん木ぎと以前交わした会話が駆け抜けた。

「いいか西にし機きよ。女の『眠くなっちゃった』は、『あなたと一緒に寝たい』というフラグであることが往々にしてあるのだ」

「そういうもんなの？」

「ああ。エロゲーで言っていたから間違いない」

　僕は手の震えを抑えきれなくなった。ゴクリと生唾を飲み込む。

（これはまさか……そういうお誘いなのか……!?）

「せ、仙せん宮ぐうさん！」

「んー……？」

「僕はやっぱり！　飲み会の勢いでそういうことするの、良くないと思う！」

　僕はスマホを引っつかみ、部屋を飛び出して廊下に出た。後ろ手に扉を閉めると、オートロックの鍵がかかる音がした。

　肩で息をしながらずるずるとその場にへたり込む。鍵がかかった以上、僕はもう部屋の中に戻れない。こうしておけば明日の朝になって我に返った仙せん宮ぐうさんに対して、僕が特にやましいことはしていないことを証明できるだろう。

『マスター。今夜はどうするのですか』

「……財布もリュックも部屋の中に置きっぱなしだし。しょうがないから、廊下で寝る」

　僕はその場で体育座りの姿勢を取った。

『マスター。アギはマスターに訊ききたいことがあります』

「何？」

『なぜ先ほどからずっと前まえ屈かがみなのですか』

「うるさいよ」

　くそっ……寒いなあ……。




　翌朝、ホテル廊下で僕がうとうとと微睡まどろんでいると、横の扉がおもむろにガチャリと開いた。

「うー……頭いった……」

　目の下にクマを作った仙せん宮ぐうさんが、髪をわしゃわしゃかきながら出てきた。

「どこよここ、なんで私こんなところにいるわけ……？　……ダメだ、飲み会からの記憶が……」

　仙せん宮ぐうさんがぐるりと周囲を見回し、僕に目を留とめる。僕は目をしょぼしょぼさせながら仙せん宮ぐうさんを見上げた。

「…………守まもる先輩、何やってんの？」

「君の胸に聞いてほしい」




　早朝、仙せん宮ぐうさんを連れてようやくアパートへの帰還を果たした僕は、シャワーを浴びる元気もなくベッドに突っ伏した。硬い床で寝ていたものだから全身がバキバキに固まっていて、自宅のベッドの心地よさが身に沁しみた。

　ほどなく眠りに落ちた僕は、突然の着信音で叩たたき起おこされた。

「んー……？」

　寝ぼけたままスマホを手に取ると、画面には「川かわ嶋しま里り緒お」の文字。

『繫つなぎますか、マスター』

「うん、お願い」

　僕は携帯を耳に当て、「もしもし」と声を出す。

『西にし機きくん!?』

　川かわ嶋しまさんの声。僕は半分眠りながら言った。

「何か用？　僕眠いんだけど……」

『寝てる場合じゃないわ！　ああ、もうどうしよう……！』

　川かわ嶋しまさんは明らかに動転した様子で、口調にも焦あせりがにじんでいた。何かあったのだろうか。少しだけクリアになった頭で、僕は尋ねる。

「えっと、どうしたの？　事情が全然分からないんだけど」

　続く川かわ嶋しまさんの言葉を聞いて、僕は一気に眠気が吹っ飛んだ。

『アギが──ブイチューバー・アギのアカウントが、炎上してるの！』
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　息を切らせレイズブイのオフィスに入ると、すでにほかのメンバーたちは集まっていた。みな、険しい顔をしてパソコンを覗のぞき込んでいる。

「来たか」

　一いつ本ぽん木ぎがぼそりとつぶやき、僕を手招きする。一緒になってパソコンの画面に目を向けた僕は、思わずうめき声を上げた。表示されているのはＡＧＩアギチャンネルにアップロードされた、直近のアギの動画だ。

　これまでのアギの動画は軒並み高評価だったが、今は低評価が高評価を上回ってしまっている。動画のコメント欄では、

　──まだこいついたのかよ……

　──本当に気持ち悪い

　──謝罪動画マダー？

　──祭　り　が　始　ま　る

　そのほか、目を背けたくなるような辛辣なコメントが数多く並んでいる。僕は苦い顔をした。

「なんでこんなことに？」

　一いつ本ぽん木ぎはパソコンを操作し、とあるアギの動画を流し始めた。つい昨日の夜アップロードされたばかりの動画だ。アップロードされた時間帯としては、僕が仙せん宮ぐうさんを引きずって自宅へと向かい始めたあたりだろうか。

　動画の内容はアギがコメントに合わせて視聴者と会話するタイプのライブ配信で、ブイチューバーの動画としては特に炎上するようなネタではない。

「これがどうしたんだよ」

「今から問題となっているシーンを見せる」

　一いつ本ぽん木ぎは動画を早送りし、とある場所で通常再生に戻した。

　──アギの動画はどうやって作ってるんですか？

　コメントでの質問を受け、画面の中でブイチューバー・アギが照れたように笑った。

『それは内緒ですよー！　でも動画のアイデアは大体アギが考えてるんですよ、それを一緒に作ってる彼と相談して最終的な形にまとめて、って感じです』

　一いつ本ぽん木ぎが動画を停止する。僕はぽかんと口を開けた。

「これのどこが問題なのさ。研究室の機密もちゃんと守ってるし、リテラシーしっかりしてるじゃないか」

「問題はそこではない」

　一いつ本ぽん木ぎが渋面を作る。

「炎上したのはここの表現──『一緒に作ってる彼と相談して』、というところだ」

「……なんかいけないのこれ？　僕のことでしょ？」

「分からんか」

　一いつ本ぽん木ぎは足を組み、僕へと振り向いた。

「この表現では、まるでブイチューバー・アギの中の人に彼氏がいて、そいつと一緒に動画を作っているように思えるだろう。こういうサブカル業界において、声優やブイチューバーのような存在は言ってみればアイドルと一緒だ。彼氏がいる、というのは最大のスキャンダルにほかならない」

　僕は啞あ然ぜんとして何度か瞬まばたきを繰り返した。そのあと引きつった声で、

「そんな、小さな言葉尻というか、しょうもないことで？」

「炎上というのは何がきっかけで起きるか分からん。そして往々にして、炎上した本人は『まさかこんなことで炎上しないだろう』と思っているものだ。こんな些さ細さいなことで、とな」

　否定の言葉を求めるように、僕は仙せん宮ぐうさんや川かわ嶋しまさんの顔を順番に見る。だがみんな唇を嚙かみ、苦虫を嚙かみ潰したような顔をしている。

「チッ。厄介ね」

　特に仙せん宮ぐうさんは見たこともないような鋭い目つきで、じっと動画をにらんでいた。

「今朝からすごい勢いでＡＧＩアギチャンネルの登録者数が減ってきてる。ツイッターではアンチがワラワラ湧いて来てるし……このまま放っておいたら、致命傷になりかねない」

「どういう、ことだよ」

「分からない？」

　仙せん宮ぐうさんが僕の目を見る。僕は思わず後ずさった。

「アギはブイチューバーを続けることができなくなるかもしれない、ってことよ」

　僕の心臓が、どくん、と脈打った。

（アギが……ブイチューバーを続けられなくなる？）

　一いつ本ぽん木ぎが再び口を開く。

「アギの炎上にはもう一つ問題があってな。こちらの方が厄介かもしれん」

　一いつ本ぽん木ぎはパソコンを操作し、どこぞのまとめサイトへと飛んだ。記事のタイトルは、

『あの大物ブイチューバーの中の人に彼氏？　一夜を共にする場面も……　※証拠画像あり』

「……何これ」

　下世話なタイトルだ。僕は嫌けん悪お感をにじませつつ一いつ本ぽん木ぎに問う。

　一いつ本ぽん木ぎはリンクをクリックし、記事を開いた。そこに映っていたのは、

「仙せん宮ぐうさん？」

　横を向く。仙せん宮ぐうさんは相変わらず硬い顔をして立っていた。

『今年一番の躍進を遂げたブイチューバー・アギのヒットの裏には、〝中の人〟の力もあったということはあまり知られていない。四月ごろ、突如秋葉原の駅前でアギのコスプレをして動画の宣伝をする美女が出現した。その美貌から彼女自身もまた多くのファンを持ち、現実世界のリアルアギとして親しまれていた。アギの中の人として活躍する彼女は仙せん宮ぐう鏡かがみ、日本有数の名門大学である波は場ば都と大学に通う一年生ということが、ファンの調べで分かっている……』

　という書き出しから始まり、仙せん宮ぐうさんのことがアレコレ書かれている。まとめ記事の後半は、

『──これほどのハイスペックを誇る仙せん宮ぐう鏡かがみだが、一方で男グセの悪さが指摘されており、大学の同級生と思われる男と二人で一緒にいる様子が時々目撃されている。一部ではラブホテルに入っていく姿を見た、という者までいるとか……？　果たしてお相手は誰なのか、気になるところだ』

　一いつ本ぽん木ぎが硬い口調で言った。

「アギのファンの中では仙せん宮ぐう鏡かがみは名の通った存在だった。あれだけ完成度の高いコスプレで宣伝していたのだ、目立つのも当然だし、アギのみならずそのレイヤーである仙せん宮ぐうにもファンがついていた」

　だが、と一いつ本ぽん木ぎが続ける。

「今回は仙せん宮ぐうまでもが炎上したことで、ブイチューバー・アギの騒動に火に油を注ぐ結果となっている。ファンの間では、仙せん宮ぐう鏡かがみはアギの中の人だと早とちりした連中も多いしな」

「名誉毀損よね、これ。完全に」

　不愉快、と川かわ嶋しまさんが吐き捨てる。

「ご丁寧に目撃者のツイートまで引用しちゃって。このツイートの日付は昨日の夜だけど、私たちが飲み会した時じゃない。昨日は西にし機きくんが連れて帰ったんだから、ラブホなんて寄ってるわけないのに。ねえ？」

　川かわ嶋しまさんが心底腹立たしいとばかりにイラついた口調で、同意を求めるように僕を見る。一方僕の頭には、

（昨日の夜……仙せん宮ぐうさんとラブホに行った男……？）

　待て待て待て待て。いったん冷静になろう。僕は頭を振り、昨日の夜の行動を思い返す。じっくり考えてたどり着いた結論は、

（……僕じゃんそれ……！）

　なんてこった、ブイチューバー・アギのファンの誰かに目撃されていたのか。

　やにわに硬直し冷や汗をドバドバ流し始めた僕を見て川かわ嶋しまさんが、

「……え？　本当に行ったの？　守まもるが仙せん宮ぐうさんと二人で？　ラブホテルに？　ラブホテルに!!!???」

「川かわ嶋しま、落ち着け」

「どういうことよ、説明しなさい守まもる！　こっち見なさい、ちょっと！」

　騒ぐ川かわ嶋しまさんを引き連れ、一いつ本ぽん木ぎがいったん廊下に退場する。廊下から川かわ嶋しまさんが何やら怒鳴っている声が聞こえるが、とりあえず無視することにした。

　それまでじっと黙り込んでいた田た原はらさんが、ぽつりと言う。

「……これを伝えるのは心苦しいんだが……。今朝から、苦情や嫌がらせの電話が次々に来てる。内容はどれも、ブイチューバー・アギや仙せん宮ぐうさんのことだったよ」

　田た原はらさんは据え置きの電話機をちらりと見た。現在電話機はコードが引っこ抜かれているようで、電源がついていなかった。

「何か協力できることがあったら言ってくれよ。これは、あまりに──」

「ありがとう、田た原はらさん。でもいいわよ。こんなの、どうしようもないから」

　ぴしゃりと仙せん宮ぐうさんが言う。田た原はらさんは目を伏せ、「そうだよねー……」と力なく肩を落とした。

　僕はもう一度ブイチューバー・アギの動画を更新してみた。つい先日まではアギのファンの温かなコメントで満ちていた場所が、今、真っ赤な悪意で蹂じゆう躙りんされつつあった。




　その後、アギが動画をアップロードするペースは目に見えて目減りした。動画を上げたところで、数え切れないほどの低評価と見るに耐えない口汚いコメントがつけられるだけだったからだ。

　初めのうちは希望的観測が僕の中にもあった。所詮は一過性の炎上で、数日もすれば収まるだろう、と。

　だがそんな僕の期待を、仙せん宮ぐうさんは鼻で笑って否定した。

「こういうのは一回炎上したらどんどん燃え広がるわ。最初のきっかけなんて、段々どうでもよくなってくる。人間は一度自分が正しいと思ったら、際限なく相手を攻撃できる生き物なんだから」

　何も言えない僕の前で、仙せん宮ぐうさんは言った。

「人間が一番残酷になるのは、自分に正義があると思い込んだ時よ」

　その言葉を裏付けるように、ネット上でアギと仙せん宮ぐうさんへの攻撃はどんどん加熱した。

　ツイッターでアギのことを調べた時、出てきた光景に僕は絶句した。ただの悪口ならまだいい。クリアファイルを引き裂いた写真や、アギの顔を印刷した紙を燃やしている動画が並んでいた。

　ことここに至って、僕は身の毛がよだつような恐怖に襲われた。アギへの嫌けん悪おが渦巻いて、足元から絡からみついてくるような気がした。

「こんなやつ、いなくなればいいのに」。どこかの誰かがアギに向かって吐き捨てたツイートは、数多くの同意の言葉とともに拡散されていた。ＡＧＩアギチャンネルのコメント欄は罵倒であふれた。

　──アギが、殺される。




　炎上が始まって数日後の夜。僕は自宅のアパートでシャワーを浴びたあと、自室の机に置いたスマホに明かりがついているのを見つけた。

「……アギ？」

　画面に映っていたアギが、僕の方へ目を向ける。

『マスター……』

　僕はタオルで雑に髪を拭いたあと、椅子に座ってアギに向き直った。アギは僕の顔を見上げて言った。

『今日、アギは新しい動画を作りました。アギが仮想空間上の海に遊びに行く動画です。暑くなってきたから、見ている人が爽やかな気持ちになれたら嬉うれしいと思いました』

　アギは目を伏せた。

『でも、視聴者には喜んではもらえませんでした。アギが早く謝罪して、引退することを望む人が多いようです』

「……アギ」

『マスターの言った通りでした。アギは、ブイチューバーをやるべきではありませんでした。アギの判断は誤りでした』

　アギは声を震わせながら、頭を下げた。

『マスターのご命令を破った挙句に、アギはこんなことになってしまいました。ごめんなさい』

　その悲痛な様子を見て、

「謝らなくていい。別に全然、謝るようなことじゃない。君は悪くない」

　僕は反射的にそう言った。だが、アギは辛つらそうに顔を歪ゆがめた。

『前のアギなら──こんな風に炎上してしまっても、対応は十分に可能でした。ミーチューブのサーバーに侵入して否定的なコメントを削除することも、あるいは悪意のあるコメントを残しているアカウントを凍結することもできました。でも今のアギは、ただ、見ていることしかできません』

　どう声をかけたらよいものか分からず、僕は沈黙した。

（こんなの、アギがかわいそうだ）

　彼らが無責任に、野次を飛ばすような気軽さで悪口を言っているのは、ただの仮想空間上のＣＧじゃない。僕のスマホの中に生きる命なのだ。

　彼女は僕の想像もつかないような作品を生み出してブイチューバーのトップへと駆け上ることもできるし、心ない言葉に傷つくこともある、一人の女の子だ。

『アギは……どうすればいいのか、分かりません』

　アギの訴えに返す言葉を、僕は持っていなかった。




　翌朝、僕はレイズブイの事務所まで来ていた。状況が状況なのでなるべく顔を出したくないのが正直なところなのだが、ここ最近抗議やら嫌がらせやらで手紙が送られてきたり人が押しかけてきたりするので、数日置きに顔を出さざるを得ないのだ。

　レイズブイの建物にこそこそと入る。ちらりと後ろを見ると、横断歩道の向こう側でスマホを掲げた人が数人立っていた。あれが僕やレイズブイの事務所を撮影している──というのは考え過ぎかも知れないが、一方でアギの炎上ぶりやツイッターに上がった写真の数を見ると、一概に否定はできないのも事実だった。

　事務所に入ると、すでに来ていたらしい田た原はらさんと仙せん宮ぐうさんが座っていた。テーブルの上には貝塚みたいにうずたかく積まれた手紙の山がある。

「それ、ひょっとして」

「全部抗議の手紙。マジ読む気しないわ」

　仙せん宮ぐうさんは口をへの字にして、適当に手紙を数個つかみ上げて手近なゴミ箱に流し込んだ。僕は手紙の山の中からいくつかを取り上げ、封を開く。

『ブイチューバー・アギの動画を早く削除してください』

『娘に見せたくない。教育上問題がある』

『気持ち悪い！　ミーチューブで見るたびに吐き気がします』

『海外でこんなキャラクター作ったらすぐに問題になる。日本のガン』

『リツイートで流れてくるたび、気持ち悪くて心がズタズタになります。涙が止まらない』

　そこまで読んだところで僕は仙せん宮ぐうさんに倣ならって手紙をゴミ箱に突っ込んだ。いちいち読んでられない。

「やってらんない。帰る」

　仙せん宮ぐうさんが唐突に声を上げ、乱暴な動作で鞄かばんをつかんだ。つかつかとローファーの踵かかとを床に打ちつけながら、仙せん宮ぐうさんは事務所の扉に手をかける。その眉間には深い縦たて皺じわが刻まれていた。

　ばたんと扉の閉まる音がする。僕は田た原はらさんと顔を見合わせた。

「さすがの仙せん宮ぐうちゃんも、気が滅め入いっているみたいだね」

「ですね」

　僕は頷うなずく。なんだかんだで、ブイチューバー・アギの可能性を一番評価し行動していたのは仙せん宮ぐうさんだ。そのアギがこんな風に貶おとしめられ、挙句仙せん宮ぐうさん自身もネットで好き放題言われているとあれば、心中穏やかではないだろう。

　仙せん宮ぐうさんのことを検索してみる。すると、「波は場ば都と大学」「ブイチューバー・アギ」などの関連ワードに混じって、「炎上」「ざまあ」「男漁あさり」という言葉が見えた。不快だったので僕はすぐにブラウザを閉じたが、胸の奥にはどろどろとしたものが込み上げてきて飲み下すのに苦労した。

「西にし機きくん。君も帰りなさい」

「……分かりました。田た原はらさんは？」

「掃除、って気分でもないからね。僕もぼちぼち撤収するよ」

　田た原はらさんは明らかに無理をしていると分かる笑顔を作った。

「大丈夫だ。事務所が潰れるわけじゃない。耐えていればまたチャンスが来るさ。ホラ、良いいことばっかり続くとなんだかうまく行き過ぎてて逆に不安になるじゃないか」

　僕は曖昧に頷うなずき、リュックサックを背負った。

　建物を出る時、僕はレイズブイの事務所を外から見上げた。なんとなく、もうこの事務所には来られないんじゃないか──。そんな想像が、頭から離れなかったからだ。




　波は場ば都と大学キャンパス中央部に位置する生協食堂はちょっとしたコンサートホールに匹敵するほどの広さがあり、お昼時になるとダベる学生やら女子会をする近所のオバちゃんやらくたびれた背広を着たポスドクやらで埋め尽くされることになる。

　食堂の片隅、一番出入り口から遠くて日当たりの悪い場所で、いつものメンバー──僕と一いつ本ぽん木ぎ、川かわ嶋しまさんと仙せん宮ぐうさんでモソモソと昼ごはんを食べていた。

「やることないね」

　僕は持参したもやし炒いためを食べながらぼそりとつぶやいた。誰も反応しない。川かわ嶋しまさんがラーメンをすすり上げる音だけが返ってきた。

「待つしかないのかな」

　一いつ本ぽん木ぎがこくりと頷うなずいた。川かわ嶋しまさんはサクサクサクサク！　とトンカツを大変な勢いで平らげている。

「俺たちにできるのは、これ以上の炎上を避けることだ。静観するしかないだろうよ」

　やはりそういう結論になるのだろうか。僕は渋い顔をした。川かわ嶋しまさんは不機嫌そうにオムレツを口に運んでいる。って言うかこの人食べ過ぎじゃないだろうか。

「……仙せん宮ぐうさんはどう思う？」

「え？　あー。うん。しょーがないんじゃない？」

　先ほどから無言の仙せん宮ぐうさんに声をかけると、仙せん宮ぐうさんはどこか上の空で返事をした。その表情はどこか物もの憂うげで、いつもに比べて覇気がない。

　僕は一いつ本ぽん木ぎや川かわ嶋しまさんと顔を見合わせた。川かわ嶋しまさんがおずおずと言う。

「あんまり気にしない方がいいよ。ネットでなんだかんだ言ってる人たちも、どうせすぐに飽きるんだから」

「いやいや、そんなんじゃないから。里り緒お先輩心配し過ぎ」

　仙せん宮ぐうさんが笑う。その笑顔はいつも通りメンズの心を射抜く華やかさがあったが、一方でどこか疲れたような影があった。

　無理もない。アギの炎上に伴い、その「中の人」と噂うわさされていた仙せん宮ぐうさんもネットでバッシングを受けている。例のラブホテル事件は一応事実だからまだしも、経歴や住所に至るまであらゆる個人情報が晒さらし上げられネット上でオモチャにされている現状は、さすがの仙せん宮ぐうさんでもこたえていないわけがない。

　僕は話題を変えようと、努めて明るい声を出した。

「そう言えばさ、もうすぐ皐月さつき祭さいだね」

　波は場ば都と大学では毎年五月、大学を上げての学園祭を催す。これは皐月さつき祭さいと呼ばれ、近隣の商店街や企業も巻き込んだ一大イベントとなる。

「僕思うんだけど、屋台の食べ物がボッタクリっていう批判は的外れだよね。あれは学園祭で食べ物を食べ歩くっていうシチュエーション込みでの値段だからね。実際学園祭で売ってるチョコバナナと同じものを家で食べたら味わいは全然違うはずで、その分の差額が屋台の値段に反映されてると思えばそれがボッタクリだとは言えないと思うんだよね」

　僕はヘラヘラと自論を述べる。誰も何も言わない。気まずい空気が僕たちの間を漂った。川かわ嶋しまさんが黙々と杏あん仁にん豆どう腐ふをスプーンですくって食べている。

　その空気を破るように、カシャリとカメラのシャッター音が聞こえた。振り向くと、数人の学生たちが僕たちにスマホを向けていた。

「すげえ、ブイチューバー・アギの連中だ」

「理学部ドイツ語クラスの仙せん宮ぐう鏡かがみでしょ」

「ちょっと、ツイッターに上げたらめっちゃお気に入り登録されてるんですけど」

　彼らはスマホを見せ合い、きゃっきゃと盛り上がっている。

　僕は彼らから目を逸そらした。さっさとここを去ろうと思ったが、

「仙せん宮ぐう鏡かがみめっちゃ可愛かわいいじゃん、波は場ば都と大女子とは思えない」

「でもアレだろ、ビッチなんだろ？」

「ブフッ。いやお前、本人いるから」

　クスクスと笑い合う学生たち。思わず頭に血が上ったが、なんとか平静を保つ。だが、

「おい、お前ら」

　僕の横に座る一いつ本ぽん木ぎが、聞いたこともないくらい低い声を出した。一いつ本ぽん木ぎは乱暴に椅子を押して立ち上がると、ツカツカと学生たちに歩み寄った。

「な、なんだよ。あんた」

「それはこちらのセリフだ。何かコソコソ言っていたが……あまりに耳みみ障ざわりなのでな」

　僕は慌てて一いつ本ぽん木ぎに駆け寄り肩を叩たたく。小声で一いつ本ぽん木ぎに耳打ちした。

「おい、一いつ本ぽん木ぎ。よせ」

　一いつ本ぽん木ぎは返事をしなかった。学生たちをにらむ一いつ本ぽん木ぎの目は完全に据わっており、相当に腹に据えかねている様子だ。

　いつの間にか仙せん宮ぐうさんや川かわ嶋しまさんも近づいてきていて、僕の肩の後ろから覗のぞき込んできている。

　相対する学生たちの一人が声を荒らげた。

「なんだよ、あんた偉そうに。本当のこと言われたからって逆上するなよ」

「本当のことだと……？　何を言っている、お前」

「だってそうだろ。ツイッターでも学年ラインでも噂うわさになってるぞ。仙せん宮ぐう鏡かがみは毎晩男を取っ替え引っ替えしてるって」

　きいんと耳鳴りがした。膜一枚隔てた向こう側から聞こえているような濁った音で、学生は言葉を続けた。

「これだから承認欲求の強い女はダメなんだよ。男ばっかり周りにいる環境でつけ上がって、イキっちゃってさ」

「ブイチューバーの星とか言ってチヤホヤされて喜んでたくせに、叩たたかれたらすぐに被害者ぶるのかよ」

　仙せん宮ぐうさんが一歩前に出た。その目は大きく見開かれていて、仙せん宮ぐうさんは勢いよく右手を振り上げた。

「仙せん宮ぐうさん、よせ！」

　僕は思わず怒鳴った。仙せん宮ぐうさんがぴたりと静止する。

　いつの間にか僕たちの周りには人が集まっていた。数十人の好奇の目が僕たちに降り注ぐ。中にはスマホを掲げている者もいた。

　僕はゆっくりと言った。

「ダメだ、仙せん宮ぐうさん。ここでこいつらを殴ったら……必ず動画が出回る。君やアギにとって、それは致命傷になる」

　仙せん宮ぐうさんは今、炎上の当事者なのだ。その仙せん宮ぐうさんが問題を起こせば、必ず曲解して面白半分に言い広める者が出てくる。「事実を指摘された仙せん宮ぐう鏡かがみは逆上して学生食堂で同級生を殴った」などと噓うそをでっち上げ、もっともらしく動画をつけたツイートが広まるのだろう。

　それは避けなくてはいけない。これ以上、仙せん宮ぐうさんをいわれのない攻撃に晒さらすわけにはいかない。僕は言い聞かせるように言葉を続けた。

「落ち着くんだ。……大丈夫だから」

　仙せん宮ぐうさんは手を下ろした。かと思うと、

「────フン」

　これ見よがしに鼻を鳴らし、仙せん宮ぐうさんは僕たちに背を向けた。

「ちょっと、邪魔。見せもんじゃないのよ、どいて」

　仙せん宮ぐうさんは人混みをかき分け、つかつかと食堂を出て行った。それに合わせて、僕たちの周りに形成されていた人だかりもなくなっていく。その流れに混じって先ほどの学生たちもコソコソと去っていくが、わざわざ声をかけようとも思わなかった。

「…………仙せん宮ぐうさん」

　先ほどの仙せん宮ぐうさんの顔を思い出す。僕の見間違いでなければ、去り際の彼女の目元には、わずかに涙が光っていた。




　晩御飯の支度をするために外に出ると生ぬるい風が顔に吹き付けた。もう春も終わりか、と思った。

　僕のアパートは二階建てのオンボロアパートで、隣の部屋には仙せん宮ぐうさんが住んでいる。普段は宅配業者か宗教勧誘くらいしか尋ねてくる人のないさびれた建物なのだが、ここ最近は見知らぬ人をよく見かけるようになった。

（……またか）

　思わず渋面を作る。仙せん宮ぐうさんの家の前には二人組の若い男が立っていて、何かの張り紙を張りつつその様子をスマホで写真に撮っていた。

「あの、何してるんですか」

　僕が尋ねると、彼らは驚いたように肩を震わせ、こちらへと振り向いた。年齢は僕とほとんど変わらないか、少し歳とし上うえくらいか。彼らは顔を見合わせ、何かヒソヒソとささやきを交わす。

「…………チッ」

　うっとうしそうに舌打ちしたあと、二人組は足音荒く歩き去って行った。僕は彼らが張っていた紙を確認する。

『謝罪しろ』

　短くそう書かれていた。僕は苦笑いをこぼす。

「何を謝れって言うんだよ……」

　仙せん宮ぐうさんの家の扉には、いくつかマジックやインクを消した真新しい跡がある。ここ数日、手を替え品を替え様々な嫌がらせが仙せん宮ぐうさんを襲っていた。

　張り紙を剝がして丸めていると、仙せん宮ぐうさんの家の扉が開いた。中から出てきた仙せん宮ぐうさんは、

「あれ、守まもる先輩。どしたの」

「いや、別に……」

　僕はそっと丸めた張り紙をポケットにしまった。それより、と僕は仙せん宮ぐうさんに言う。

「君こそどうしたの。どっか行くの？」

　仙せん宮ぐうさんは小さなスーツケースを引いており、旅行にでも行くのだろうかという風体だ。

　仙せん宮ぐうさんはブラウスの襟をいじりながら、「んー」と言った。

「しばらく実家帰ろっかなって思って」

「……え？」

　僕は思わず間の抜けた声を上げる。仙せん宮ぐうさんはつまらなそうに続けた。

「最近この家、ひっきりなしに知らない人が来てうるさいし、夜中でも玄関ガンガン叩たたいていく人いるし……。ベランダに変なもの投げ入られたことも、一度や二度じゃないしね」

「それ、ひょっとして」

「炎上のせいでしょ。私は当事者だし」

　なんと言ったらいいか分からず、僕は黙り込んだ。仙せん宮ぐうさんは伸びをした後、

「ほとぼりが冷めるまでは実家に逃げとこうと思って。一応新幹線通学で大学に通えなくはない距離だし、地元の人は大体知り合いで安全だからね」

　その言葉は言外に、ここ数日で何度か危ない目に遭っていることを示唆していた。

　心配そうな僕の顔を見てか、仙せん宮ぐうさんが薄く笑う。

「大丈夫よ。レイズブイにも顔を出すから。さすがにここで放り出したら寝覚めが悪いし」

「……あの会社、どうなるのかな」

　僕がぽつりと言うと、仙せん宮ぐうさんは目を細めた。

「五百万円の収益はアギの動画収入によるものだし。そのアギが炎上して今後配信ができなくなったら……必然的に、レイズブイの経営も難しくなる」

「潰れるかもしれない、ってことか」

「そーゆーこと」

　仙せん宮ぐうさんは肩をすくめたあと、「じゃ」と手を上げた。

「新幹線取ってるから、私はもう行くよ。守まもる先輩、また明日」

「あ……うん」

　スーツケースを引きながら、仙せん宮ぐうさんが夜の浅草を歩いていく。その後ろ姿が見えなくなるまで、僕は黙って見送った。




　仙せん宮ぐうさんが去った翌日、僕は大学に向かうために家を出た。部屋の鍵を閉め、外付けの階段を下りようとする。ふと気になって仙せん宮ぐうさんの家をちらりと見ると、仙せん宮ぐうさんの家の前に一個の段ボール箱が置かれているのに気づいた。

「……まさか、変なもの入ってたりしないだろうな」

　仙せん宮ぐうさんが現在置かれている状況を思うと、彼女への嫌がらせとして誰かが汚物やそれに類するものを置いていった可能性はある。僕はクンクンと臭いを嗅いだが、特に問題はない。しばらく迷ったのち、僕は段ボール箱をごそごそと開けた。

　中に入っていたものを見て、僕は「あ」と声を上げる。

　段ボールの中に入っていたのは、ブイチューバー・アギのコスプレ衣装だった。仙せん宮ぐうさんが何度となく着ていたものである。

「なんでこんな場所に置いてあるんだろ、これ」

　不思議に思いながらもう一度箱を検分すると、折りたたんだ衣装の間に挟むように一枚の紙が入れられていた。僕は取り出して目を通す。

「守まもる先輩へ　取っておいてください。また使うかもしれないので　仙せん宮ぐう」

　味も素っ気もない、簡素な文章が書かれていた。僕はぽりぽりと頭をかく。

　自分の部屋に置いておけばいいだろと言いかけて、仙せん宮ぐうさんがこんなことをした理由に思い当たる。今の仙せん宮ぐうさんの部屋は、いつ誰が押しかけてきてもおかしくない。大切なものを取っておくなら、僕の部屋の方が安全だろう。

「また使うかも、ねえ……」

　僕はブイチューバー・アギの衣装を取り出して広げてみた。

（スカート短過ぎだろ。ハンカチくらいの大きさしかないぞ）

　僕は盛大なため息をついたあと、ブイチューバー・アギの衣装が入った箱を持って自分の部屋に入った。

　部屋が狭いので、玄関近くの通路に段ボールを置く。と、胸ポケットのスマホから声が聞こえてきた。

『マスター。それはブイチューバー・アギの衣装ですか』

「うん。見ての通り」

『捨てないのですか』

　僕は思わず訊きき返しそうになった。スマホを取り出すと、アギは所在なさげに目を伏せた。

『ＡＧＩアギチャンネルにはすでに大量の低評価、およびスパム報告がなされているようです。近いうちにＡＧＩアギチャンネルは閉鎖され、ブイチューバー・アギはいなくなるとアギは考えます。なら、その衣装はもう無用ではありませんか』

　なんと言ったらいいのか分からず、僕は口をへの字にした。

「別に……アカウントが消えるとは限らないだろ」

　つっけんどんな口調で返す。大学に行くのが急に面倒くさくなってきた僕は、どさりと廊下にリュックサックを放り投げた。

（……くそっ）

　どうすればいいのかも分からず、僕は苛いら立だって頭をかく。

　スマホをいじっていると、ぱっと画面が切り替わってアギの顔が表示された。僕は尋ねた。

「どうしたの」

　アギはしばらくの間、無言だった。やがて、

『……マスター。アギはマスターのために存在するＡＩです』

　そのセリフを、随分久しぶりに聞いた気がした。僕は苦笑いしつつ、「急にどうしたの」と尋ねた。

『これは、アギへの罰なのでしょうか』

「……罰？」

　聞き慣れない単語に僕は眉をひそめる。アギは言った。

『アギはマスターのために考え、マスターのために行動すべきプログラムです。なのに──』

　アギはゆっくりと胸を上下させた。まるで、喉元までこみ上げた嗚お咽えつを、そっと飲み下すように。

『……アギはブイチューバーになりたいと願ってしまいました。名前も顔も知らない誰かを笑顔にしたいと思ってしまいました。世界中の人々に、アギの存在を知ってほしいと思ってしまいました。これは本来、アギには相応ふさわしくないものです』

「……だから、罰か」

『はい。アギはマスターのためだけに存在するべきでした』

　アギは訥とつ々とつと続けた。

『アギは分不相応なことをしました。望んではいけないことを望みました。アギは間違っていました』

「それは違う」

　反射的に、自分でも驚くほど強い口調で否定してしまった。アギは目を見開いて僕を見返す。

「……違うよ、アギ。それは──違う」

　アギはただのプログラムじゃない。生きて、意志を持つ女の子だ。自分の幸せを願って何が悪い。楽しいことをやりたいと言って何が悪い。

　僕はずるずるとその場にへたり込んだ。スマホからはアギが不安そうな目で僕を見上げてくる。僕はただ、黙って頭を抱えることしかできなかった。




　不快な時間が続いた。レイズブイには抗議と嫌がらせの電話やメールが次々に飛び込み、ツイッターではアギの悪口を見ない日がなかった。面白半分に連ねられたアギへの非難や悪意あるイラストを目にすると、胸の奥に針を差し込まれたように痛んだ。

　だがそのたびに、何をすればいいのかも分からず僕は途方に暮れることを繰り返した。ネット炎上──概念は知っていたが、実際に当事者になってみると、打てる手がまるでないことに愕がく然ぜんとした。

　今からでもアギに彼氏やらそれに類する人はいないと公表することはできないか、と僕は相談した。だが仙せん宮ぐうさんをはじめとしたほかのメンバーには即座に却下された。

「今さらそんなこと言ったって言い訳にしか聞こえないわ。むしろ良いい燃料になるだけ」

　僕は何も言えなかった。一度炎上してしまったら、何をしても逆効果──よく言われることだ。

　今アギに向けられている敵意や悪意は、数えきれないほどの人間の集合体だ。そんなもの、僕一人が頑張ったところで鎮火させることはできない。

　結局僕たちにできることは、炎上が収まることを祈りながらひたすらに時間を過ごすことだけだった。ＡＧＩアギチャンネルの登録者数は日に日に目減りしていき、いつの間にかレイズブイの事務所に行く回数も減っていった。つい数日前、アギの動画で数百万円にのぼる収益を上げて大喜びしたのが、まるで夢か幻のようだった。

　炎上から数日が経たち、五月も半ばに差し掛かった頃。僕は近所のコンビニでミルクコーヒーを買った帰り道だった。この時期になると、夜でも寒さを感じることは少ない。愛車のママチャリ、アインシュタイン三号に乗りゆっくり薄暗い道を進んでいると、ふとスマホがメッセージの着信を告げる。

『川かわ嶋しま里り緒おさんからの連絡です』

「川かわ嶋しまさん……？」

　僕は首をかしげた。

『ご覧になりますか、マスター』

「うん、よろしく」

　胸ポケットからスマホを取り出すと同時に、ラインの画面が開かれた。メッセージ欄には短く、

「今から大学来られる？」

　と書かれていた。僕は眉をひそめる。「行けるけど、何か用？」と返信する。すぐに既読がついた。

「研究棟の下で待ってる」

　まずは来い、ということらしい。僕はぽりぽりと頭をかいたあと自転車を反転させ、大学への道を行き始めた。




　駐輪場に自転車を停とめて待ち合わせ場所に向かうと、研究棟入り口の階段に立つ人影が見えた。薄手のトレンチコートを着て、建物の明かりを受けてわずかに横顔が照らされている。川かわ嶋しまさんだ。

　スマホを見ていた川かわ嶋しまさんは、僕が近づくと顔を上げた。僕は手を上げ、

「ごめん、待った？」

「待った」

「こういう時って『待ってない』って答えるものじゃない？」

「言葉にしなくても察してくれって態度の人、嫌い」

　川かわ嶋しまさんらしいなあと苦笑いしつつ、僕たちは並んで歩き出した。

　この時期、夜のキャンパスには独特の活気が宿る。もうじき開催される大学の学園祭に向けて、学生たちが準備を始めるからだ。キャンパス中央部に位置する広場には木材がせっせと積み上げられてられていて、これから特設ステージが形作られていくのだろう。

「西にし機きくん、皐月さつき祭はどうするの」

　波は場ば都と大学の学園祭である皐月さつき祭は例年十万人を超える人が来場する。去年に参加した時は、高校までとは比べ物にならない人の多さや催しの多彩さに圧倒されたものだ。

「んー……特に予定はないかな。今年はパスだと思う」

「アギは？　一いつ本ぽん木ぎくんがブイチューバー同好会のイベントに参加させたいって言ってたじゃない」

「ああ、そんな話あったな」

　なんでも一いつ本ぽん木ぎ擁するブイチューバー同好会が、特設ステージを借りてブイチューバーのライブイベントをやろうと目もく論ろんでいるらしい。屋外用のスクリーンに映像を映すだけの代物にはなるだろうが、一いつ本ぽん木ぎは随分と張り切っているようだった。

「一いつ本ぽん木ぎくんはアギも出したいって言ってたよ」

「この状況じゃ厳しいでしょ」

　僕は苦々しい気持ちで答えた。川かわ嶋しまさんは何も言わずに渋い顔をした。

　しばらくの間、川かわ嶋しまさんと無言で歩いた。次第にキャンパスの中でも奥まったあたりへと行き着いた。ぽつぽつと古びた建物が並んでいて、道路脇の木は鬱うつ蒼そうと夜空に枝を伸ばしている。

「炎上、止まらないね」

　短い言葉だったが、川かわ嶋しまさんの意図するところは十分に分かった。僕は首を横に振った。

「もうアギにはしばらく動画はアップしないように言ったんだ。低評価コメントをつけられたりスパム報告されることが見え透いてるのに、わざわざ動画を配信することもないからね」

「これからどうするの」

「どうしようもないだろ。炎上が収まるのを待つしかない」

　川かわ嶋しまさんは僕の目を覗のぞき込んだ。

「西にし機きくんはそれでいいの」

「いいも悪いもないさ。仕方がない」

　僕は肩をすくめた。

「僕にはもう、何もできないさ」

　僕がそう答えると、川かわ嶋しまさんは何か言いたそうに立ち止まって僕の顔を見た。だが、

「……そうかもしれないけど」

　そう言って、再び川かわ嶋しまさんは歩き出した。

　キャンパスの所々には思い出したようにベンチが置かれている。川かわ嶋しまさんの提案で、僕は購買部横のベンチにもそもそと腰を下ろした。購買部に向かった川かわ嶋しまさんは、ほどなくミルクコーヒーを二本買って戻ってきた。

「はい」

「あ、ありがとう」

　川かわ嶋しまさんからミルクコーヒーを受け取り、ストローを挿す。僕たちは並んでミルクコーヒーを飲み始めた。

「そう言えばさ」

　川かわ嶋しまさんが思い出したように口を開く。「ん」と僕はミルクコーヒーを吸いながら相あい槌づちを打った。美お味いしい。

「仙せん宮ぐうさんとラブホテル行ったっていうのは本当なの？」

　ミルクコーヒーが気管に入った。

「ゴフッ、ゲホッ、ウェ、ゴッホ！」

「やだ汚い」

「君が変なこと言うから……」

　ティッシュで拭くと鼻からもミルクコーヒーが出ていて、本当に口と鼻は繫つながっているんだなあと妙な感慨を覚えた。

「僕の意思じゃないし、何もしてない」

　川かわ嶋しまさんが疑わしげにこちらを見上げてくる。

「まあ、西にし機きくんにそんな度胸ないか」

　川かわ嶋しまさんが頰ほお杖づえをつく。

「前はアギが好きだって言ってたのに、もう乗り換えたのかと思った」

　心臓が跳ねた。僕はゆっくりと言った。

「今でも変わらないけどね。アギのことは好きだよ」

「それは友達として？　家族として？　それとも、女の子として？」

　思わず川かわ嶋しまさんの顔を見返した。川かわ嶋しまさんはじっと僕を見返してきた。反射的に僕はへらっと笑った。

「何その質問。恥ずかしいんだけど」

「ごまかさないで」

　驚くほど強く、川かわ嶋しまさんがぴしゃりと言う。僕は気け圧おされて口をつぐんだ。

　じっと川かわ嶋しまさんは僕の返事を待っている。どこかのサークルの誰かが、「今から飲み行く人ー!?」と陽気な声で叫んでいるのが聞こえた。

「……分からない」

　長い時間をかけて、僕はその言葉だけを絞り出した。

「本当によく分からないんだ。友達みたいに感じることもあるし、妹や娘がいたらこんな感じなのかなって思うこともある。──もしアギが現実にいて、恋人みたいに隣を歩いてくれたらどんなんだろう、って考えることもあった」

　でも、と僕は続けた。

「そのどれも、微妙にズレてる気がするんだ。人間がこれまで生み出したどんな言葉でも、アギと僕との距離感は測れないように思う」

　川かわ嶋しまさんはしばらく僕の顔を見たあと、ついと目を逸そらした。

「……勝てないかなあ、やっぱり」

「え？」

　僕が聞き返すと、川かわ嶋しまさんは僕の胸ポケットを指差した。

「スマホの電源って入ってる？」

「えっと。入ってると思うけど」

「つまり、この会話ってアギも聞こえてるのよね」

「そうなるね」

「電源、切って」

　川かわ嶋しまさんの言葉に僕は首をかしげる。僕はスマホを取り出す。

「アギ。川かわ嶋しまさんはこう言ってるけど……」

　僕が呼びかけると、画面にアギが表示された。アギは青い目を川かわ嶋しまさんに向けた。

『川かわ嶋しま里り緒おさん。あなたは何をしようとしているのですか』

「内緒話よ」

『……マスターと、ですか』

「そうよ」

　アギはほんのわずかに眉をひそめていたが、

『──どうされますか、マスター』

　アギが僕を見上げる。僕は何度かアギと川かわ嶋しまさんを見比べたあと、

「アギ。ちょっとだけ、待っててくれないかな」

『……分かりました、マスター』

　冷静な口調ではあったが、明らかに不満を感じている様子だった。僕はスマホの電源を落とし、改めて川かわ嶋しまさんに向き直った。

「で、内緒話ってのは何さ」

　僕がそう尋ねると、川かわ嶋しまさんは小さく笑った。泣いているような、慈いつくしむような、不思議な顔だった。僕は川かわ嶋しまさんのそんな表情を初めて見た。

「……川かわ嶋しまさん？」

「その呼び方、やめて」

　ぴしゃりと川かわ嶋しまさんが言う。

「昔みたいに、下の名前で呼んで欲しい」

　川かわ嶋しまさんの強い口調に、僕は戸惑いながら頷うなずいた。

「分かった。……里り緒お」

　今となってはあまり馴な染じみのない呼び方だ。子供の頃を思い出すようで、なんとなく気恥ずかしくなる。

　里り緒おはふうと息を吐いたあと、

「守まもるさ、疲れた顔してる」

　里り緒おに指摘されて、僕は自分の頰を撫なでた。

「そう、かな」

「そうだよ」

　里り緒おは遠くを見ながら言った。

「すごく嫌なことを言うとね。私、アギが炎上して、少しほっとしちゃった部分があるの」

「え……」

「だって最近、守まもるは全然研究室に来てくれなかったし。私はもっとあなたと話したいのに、顔も見られない。たまに会ったかと思えば、アギの話ばかり。だから……これでもっと守まもると話ができるかも、って思った」

　僕は肩をすくめた。

「今だって、しょっちゅう会ってるじゃないか。なにせ大学も研究室も一緒、さらには実家もご近所さんだ。嫌でも年がら年中顔を見る」

「それでも、よ。それでも、私はあなたに会いたい。会って話したいし、いろんな場所に一緒に行きたいし、並んで歩きたい」

　川かわ嶋しまさんは少しだけ間を空けて、聞き間違えようのないはっきりした口調で言った。

「私はあなたが好きだから」

　時間が、止まった。

（好き……って、誰が？　誰を？）

　動転した頭は何も意味のあることを考えられない。里り緒おの言った言葉が何度も反響して頭の中をぐるぐる回る。

　里り緒おは僕の目を覗のぞき込こみながら、重ねて言った。

「私はあなたが好きなの。この十年ぐらい、ずっと」

　言葉が出ない。酸欠の魚のように口をパクパクさせる。頭がクラクラした。

「あなたがよぼよぼのおじいさんになっても、ほかの女の子と一緒に歩いていても、それでも好きなの」

　顔を赤くして、少しずつ言葉を区切りながら、里り緒おはそう言った。

　ことここに至っては、お世辞にも恋愛経験豊富とは言えない僕でも状況は理解できる。これはいわゆる告白というやつだ。噂うわさには聞く、けれど自分には縁のない言葉だと思っていた、遠い世界のファンタジー。

「……なんで」

　僕の口からこぼれたのは、そんな疑問だった。告白してきた女の子に「なんで？」と返すのはいかにも無粋だが、訊きかずにはいられなかった。

　里り緒おはわずかに目を細めて遠くを眺めている。その横顔を見ていると、僕の中には妙な感慨が湧き上がった。

（あ、あれ、こんなに可愛かわいかったっけ）

　目を擦りつつ、何度も幼おさななじみの顔を見返してしまう。どんどん動どう悸きが強くなっていくのが分かった。

（どうすればいいんだ？　アレか、男女交際を申し込まれている感じのアレなのかこれ？　いやでもよく考えたら別に付き合ってくれって言われてるわけではないし、でも皆まで言うなってことなのかもしれない。そもそも付き合うってなんなんだ、さっき僕がアギのことを好きなのかって確認したのはそういうことか、けれど僕とアギは付き合ってるわけじゃないし──）

　唾を飲む。まとまらない考えを無理やり束ねて、僕は口を開いた。

「里り緒お、僕は──」

「けれど、今の守まもるは嫌い」

「へ？」

　予想もしなかった台詞せりふで肩透かしを食らい、僕は思わず間の抜けた声を出した。

「中ちゆう途と半はん端ぱに大人ぶって、格好悪い」

「……僕のこと？」

「そうよ」

　里り緒おが頷うなずく。さっきまでは好きだと言われていたのに急にこき下ろされて、僕はもう何がなんだか分からない。
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「守まもるって、冷静でクールぶってるけど、根っこのところはとても意地っ張りなんだよ。逆上がりができないのをバカにされて、夜中までずっと練習してた。いじめっ子に目をつけられても一度も泣かなかった。親や先生にあれだけ反対されても、波は場ば都と大学を受験して合格した。アギを最後まで助けようとした。復活したアギのことを誰にも言わずに、一人でアギを守り続けた」

　僕は何も言えず、ただ黙って里り緒おの言葉を聞いていた。

「私が好きになった人は、もっと格好良いよ」

　里り緒おはすっと立ち上がった。

「私はもう行くよ。西機くんは？」

「あ……。僕はもう少し、考え事したいかな」

「そう」

　川かわ嶋しまさんは背を向けて歩き出した。少し底の厚い靴がカツカツと地面を打つ音が聞こえる。川かわ嶋しまさんはふと振り返り、

「返事、待ってるから」

　なんの返事だ、とは訊きかなかった。あまりにも明白だったからだ。

　──私はあなたが好きだから。

　そう言った川かわ嶋しまさんの声も表情も、鮮明に脳裏に焼き付いている。

　川かわ嶋しまさんはゆっくりと去って行った。その背中が夜の闇に飲み込まれたあともなお、僕は動けないままじっとベンチに座り込んでいた。




　どれほどの間、ベンチの上で呆ほうけていただろう。ふと我に返った僕は、どこかバツの悪い思いをしながらスマホの電源を入れた。

『お話は終わりましたか、マスター』

「まあ、ね」

　歯切れ悪く答える僕。アギは何か言いたそうな顔をしている。

『マスター。川かわ嶋しま里り緒おさんはなんと言っていましたか』

「あー……。もっと真面目に研究しろってさ」

『それだけですか』

「それだけだよ」

『そうですか』

　アギは探るように僕の顔を見てくる。明らかに信用されていない。僕は頭をかいた。

「川かわ嶋しまさんにも参るよね」

　アギが首をかしげる。額を手で押さえ、僕は続けた。

「そんなんじゃないよ。僕は、そんなにすごい人間じゃない」

『……マスター？』

　アギが怪け訝げんそうに僕の顔を覗のぞき込む。なんとなく今の自分の表情を見られたくなくて、僕はアギから顔を逸そらすように上を向いた。都会の淀よどんだ夜空には、数個の星だけが滲にじむように瞬またたいている。

　手が熱かった。じりじりと体の内側から湧き上がる熱を逃すまいと、僕は強く手を握り締めた。




　翌日の夜。急な呼び出しだったにも関わらず、川かわ嶋しまさんたちは渋ることなく集まってくれた。深夜、人の出払った大学のセミナー室で、僕たちは丸テーブルを囲んでいた。

　ここに来るのは久しぶりだ、と僕は思う。以前アギの研究に勤いそしんでいた時期はよく利用していたが、最近はレイズブイの仕事が忙しくて足が遠のいてしまっていた。だがこうしてセミナー室の椅子に座って何語か分からない参考書が詰まった本棚やら難しい図が列記された英語のポスターやらを眺めていると、不思議と心が落ち着いてくるのを感じた。

　集まったのは僕、一いつ本ぽん木ぎ、仙せん宮ぐうさん、そして川かわ嶋しまさんだ。僕はちらりと川かわ嶋しまさんを見た。

　──私はあなたが好きだから。

　あの言葉を思い出し、僕は体が熱くなるのを感じる。川かわ嶋しまさんはいつも通りの様子で、つい昨日あんな爆弾発言をしたばかりとは思えない。

　僕は頭を振って思考を切り替えた。川かわ嶋しまさんのことはあとで考えればいい。今はほかにやるべきことがある。

　僕の向かいに座る一いつ本ぽん木ぎが、「で」と声を上げる。

「何の用だ、西にし機きよ。こんな時間に呼び出して」

　僕は唇を湿らせたあと、ゆっくりと言った。

「ブイチューバー・アギの炎上を止めたい。アギを助けたいんだ」

「無理だろうな」

　一いつ本ぽん木ぎが間髪容いれずに言った。

「すでにアギの炎上は近年のブイチューバー史に残る大火となってしまっている。まだアカウントを凍結される段階には至っていないが、時間の問題だろうよ」

「それは守まもる先輩も分かってるでしょ」

　仙せん宮ぐうさんが声を上げた。彼女は僕をちらりと見たあと、長い足を組んだ。

「なにせ、一番アギと長い時間を過ごしてるのは守まもる先輩なんだから」

「……うん」

　僕は頷うなずき、研究室のテレビにスマホを繫つないだ。画面にアギが表示される。

『……一いつ本ぽん木ぎ円まる晴はるさん。川かわ嶋しま里り緒おさん。仙せん宮ぐう鏡かがみさん。こんばんは』

　アギが力のない声で挨拶をする。アギは仮想世界上の存在であり、疲れたり寝不足になったりすることがあるとは思えないが、それでも僕はアギが憔しよう悴すいしているように感じた。

　無理もない。ここ最近のアギは、顔も見えない誰かの無数の悪意にさらされ続けている。ブイチューバーに憧れていた女の子には、あまりに酷な仕打ちだ。

「今日はアギも交えて話し合いをしたい。これはアギの問題だからさ」

「なるほど。それでわざわざ、こんな時間にこのメンバーで、というわけか」

　一いつ本ぽん木ぎが得心したように言う。その通りだ、と僕は頷うなずく。強いＡＩたるアギの生存を知っているのは、現時点ではこの四人のみだ。

「でも、具体的な作戦はあるの？」

　川かわ嶋しまさんが眉をひそめて言った。

「誰か特定の人を説得したらなんとかなる問題じゃない。今のアギの敵はインターネット……情報社会そのものよ」

　川かわ嶋しまさんの言うことは正せい鵠こくを射ている。今の状況のもっとも難しいポイントは、形ないものを相手取っているということだ。

　これが例えば借金五百万円を返すという課題であれば、その難しさはさておきやらなければならないことは明確だ。サラ金の人たちが求める条件を分析し、それに合った対応をすればいい。たどり着くべき目標が明確なら、あとはそこに向かって進めばいい。

　だがインターネットの炎上というものは、ネットを利用する不特定多数の人間によって引き起こされるものだ。まさかアギの悪口を書いている人を特定して一人ずつ「どうかアギをこれ以上傷つけないでください」と言って回るわけにはいかないだろう。

　形がない。相手がいない。ただ無数の悪意の集合体がそこにいる。これが、前提だ。

　僕は少しずつ、言葉を選びながら言った。

「……ずっと考えてたんだ。アギの炎上を止めるには、どうすればいいかって」

　川かわ嶋しまさんたちは無言のまま、黙って続きを促してきた。

「ようやく気づいた。一度炎上してしまったら、もう止めるのは無理だ」

「それじゃ、どうしようもないじゃない」

　川かわ嶋しまさんが肩をすくめる。でも、と僕は続けた。

「炎上を止めることはできない。でも──飛び火させることはできるんじゃないか」

「……どういうこと？」

　僕は昨日からずっと考えていたアイディアを、ゆっくりとみんなに説明した。

　話を聞き終わった時、まずは川かわ嶋しまさんが首を振った。

「ダメよ、そんなの。西にし機きくんが危ないじゃない」

『アギは川かわ嶋しま里り緒おさんに賛同します。マスターの案は危険であると評価します』

　アギまでもが強い口調で反対してくる。一方で一いつ本ぽん木ぎは、

「……ククク」

　わずかにオタク笑いを漏らしながら、目をすがめる。

「いや、妙案だ。それは確かに……仙せん宮ぐうへの中傷とアギの炎上を止めることができるかもしれん。奇策なのは間違いないが──うまくすれば、起死回生の一手たりえるぞ」

　一いつ本ぽん木ぎは僕が今まで見た中でも飛び切り凶悪な笑みを浮かべた。川かわ嶋しまさんが一いつ本ぽん木ぎをにらむ。

「ちょっと、一いつ本ぽん木ぎくん」

「逆に聞くがな、川かわ嶋しま。お前はほかにアテがあるのか？」

　川かわ嶋しまさんは唇を嚙かんで黙り込む。

　代わりに仙せん宮ぐうさんが口を開いた。

「あのさ、守まもる先輩」

「ん？」

「私のために、本当にそこまでする気なの」

「ああ」

「別に頼んでないんだけど」

「君、他人に素直に頼み事できるタイプじゃないだろ」

　僕がそう言うと、仙せん宮ぐうさんは何度か瞬まばたきを繰り返した。そして少し顔を赤くしたあと、拗すねたように僕をにらんできた。

　──もし私が、天才に憧れてるだけの凡人だったら……そう思うと、本当に怖いわ。

　普段はどこまでも強気だが、この子は内側に脆もろいところがある。あの傍若無人な態度も、仙せん宮ぐうさんなりの見み栄えなのではないか。

『マスター、アギは──』

「大丈夫だ、アギ。僕はむしろ、嬉うれしいくらいだよ」

『え……？』

　僕は腰を上げた。

「それじゃ、みんな。明日はよろしく」

　高ぶる心臓を鎮しずめるように唾を飲む。僕は研究室を後にした。




　大きな学会があるということで、研究室のポスドクや教授をはじめとした先生たちは皆出払っている時期なのはラッキーだった。がらんとして人気のない研究室で、僕はせっせと準備を整えていた。

　丸テーブルやホワイトボードをどかし、手広な空間を作る。パソコンとテレビを接続し、テレビ画面上でも操作ができるように設定する。

　部屋の中にいるのは昨日と同じメンバー──僕、一いつ本ぽん木ぎ、川かわ嶋しまさん、仙せん宮ぐうさんの四人だ。それに加え、部屋の隅に置かれたスマホからはアギが不安そうな顔で見ている。

『マスター。アギは今からでも中止を推奨します』

　アギは祈るように僕を見上げた。

『アギは単なるソフトウェアであると解釈することは可能です。その場合、アギがマスターを守ることはあっても、マスターがアギを守ることは不合理です』

　僕は自分の体に部品を取り付けながら、ふっと笑った。

「前にも一度、君に言われたな。それ」

　もう何ヶ月も前の話だ。僕は言った。

「アギ。君はただのソフトじゃない。他と形は違うけど、紛れもなく一個の命だ」

『……マスター』

　パソコンの画面を操作すると、テレビ画面が切り替わった。表示されたのはＡＧＩアギチャンネルだ。

「フン、相変わらず燃えているな。過去の動画にも次々低評価がつけられている」

　一いつ本ぽん木ぎがニヤリと笑って僕を見る。

「好都合だ。今のこの瞬間にも、多くの人間がＡＧＩアギチャンネルの動画を視聴している。西にし機きよ、お前の作戦は見ている人が多ければ多いほど良いいからな」

　僕は頷うなずく。

　すう、と息を吸い、吐く。心配そうな顔をしてこちらを見る川かわ嶋しまさんや、部屋の隅っこでじっと僕をにらんでいる仙せん宮ぐうさんを見回し、最後にもう一度だけ考える。

（……本当にやるのか）

　正直言って、無茶だと思う。バカと言われても仕方ないと思う。二度と消えない傷を負うかもしれないし、一生後ろ指を指されて生きていくのかもしれない。

　葛藤はなかった。上等だ、と小さくつぶやく。

（アギ、今度こそ──）

　今年の一月、僕はアギを殺した。救えなかった。僕のために尽くしていた無む垢くな少女に唾を吐き、人類のためというお題目のもとにその願いを踏みにじった。

　正しかったのかどうかは分からない。ああするしかなかったとは思うが、それでも後悔しない日はなかった。だが運命の悪いた戯ずらで、こうして僕はまたアギと言葉を交わすことができている。

　そして今、アギは再び危機に陥っている。アギが初めて自分の意志でなりたい、やりたいと言ったブイチューバーが、奪われようとしている。

　だったら、迷う余地なんてないだろう。

（──今度こそ、君を助ける）

　アギを、取り戻す。
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　波は場ば都と大学は全ての学生や教職員を合計して数万人を擁するマンモス大学であり、キャンパスはいつも人で賑にぎわっている。昼下がりの学生食堂では次の授業までの暇を潰す学生たちがあちこちに腰掛け、雑談したりスマートホンをいじったりしている。

「すごいな。ブイチューバー・アギのアカウント、もう低評価コメだらけだ」

　食堂の片隅に腰掛けた数人の男子大学生たちは、各おの々おののスマホを見ながらニヤニヤと笑っていた。彼らは先日、この学生食堂で仙せん宮ぐう鏡かがみと揉もめて以来、ブイチューバー・アギの動画に低評価をつけることとツイッターでのアンチコメントを拡散することに日々精を出していた。

「またライブ配信してるよ」

「低評価つけようぜ」

　クスクスと押し殺した笑い声を漏らしながら、彼らはミーチューブのリンクをクリックする。ＡＧＩアギチャンネルでは今まさに、動画をライブ配信している最中だった。

『ウィ──ッス！　コンチャ──ッス！　アギで──す！』

　おなじみの挨拶でアギが画面に登場する。

『皆さんＡＲって知ってます？　現実の風景にデジタルを重ね合わせる技術のことらしいですよ！　まさにアギみたいなスーパーＡＩにふさわしいですね！　この技術を使えば、アギも皆さんのいる現実世界に遊びに行けるみたいです！　そーゆーわけで今日はＡＲ！　アギは波は場ば都と大学の研究室に、遊びに行っちゃおうと思います！』

　いつも通りのトークをするアギだが、画面に流れるコメントは散々なものだった。「消えてくれ」「気持ち悪い」「こいつまだいたのかよ」。そのほかにも、とても口にするのも憚はばかられるような内容の罵倒もあった。

「仙せん宮ぐう鏡かがみも涙目だろうな、これ」

「そう言ってやるなって。頑張って配信してんだから」

　ブイチューバー・アギの中の人は仙せん宮ぐう鏡かがみというのはブイチューバー界かい隈わいでは公然の秘密とされている。ここ最近ブイチューバー・アギの人気が一足飛びに伸びたのは、仙せん宮ぐう鏡かがみという少女自体に多くのファンがついたことも影響している。

　だからこそ、今回のブイチューバー・アギの炎上はここまで広まったのだ。ブイチューバー・アギに彼氏がいるというのはつまり、仙せん宮ぐう鏡かがみに男がいるということを意味する。仙せん宮ぐう鏡かがみのファンにとって、それは手て酷ひどい裏切りのように感じたことだろう。

　そういう背景を踏まえて動画を見ると、笑顔でトークを繰り広げるブイチューバー・アギにどこか痛ましさすら感じてしまう。

『アギはＡＩですから場所の移動も一瞬です！　せーので波は場ば都と大学に行っちゃいましょうか。画面の前の皆さんもご一緒にー！』

「へへ。馬鹿じゃねえの」

　学生たちは嘲るように笑った。

「動画の一番いいところでアンチコメ流してやろうぜ」

　いつでもコメントを送れるようにスマホに指を添え、彼らはアギの動画をじっと見守る。

『じゃ……せーの！』

　動画の中でアギがジャンプする。次の瞬間、動画の背景がパッと切り替わった。古びた冷蔵庫や丸テーブル、しなびたよく分からない種類の観葉植物。これがアギの言うところの「波は場ば都と大学の研究室」なのだろう。

　だが──動画の中心に立っているのはブイチューバー・アギではなかった。それどころか、仙せん宮ぐう鏡かがみですらなかった。
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「いくぞ西にし機き。準備はいいか」

「いつでも」

　一いつ本ぽん木ぎが合図をする。僕は目の前に据えられたテレビとそこに映し出されたＡＧＩアギチャンネルを挑むように見上げた。バクバクと心臓が脈打つ音が聞こえる。

　やがて、一いつ本ぽん木ぎがカチリとパソコンのキーを押し込む。その音は僕にとっては、試合開始を告げる運命のゴングだった。

　テレビ画面に表示される「ＬＩＶＥ配信中」の文字。僕はすうと息を吸い込み、





「ウィ───ッス！　コンチャ───ッッス！　アギで────す！（裏声）」






　マイクに向かって思い切り叫んだ。手足に取り付けたモーションキャプチャー用のデバイスを振り回し、僕はブイチューバー・アギになり切って動画を放送する。

　テレビ画面に表示されたミーチューブの画面では動画視聴者の数がリアルタイムで表示される。動画を開始した直後から、凄すさまじい勢いでカウンターが跳ね上がり始めた。

　──え、誰コレ

　──なんか男が踊ってるんだけど

　──いきなりアギから切り替わってこいつが表示されたぞ





「今日はァ！　アギが歌だけじゃなくって、ダンスもイケるところ、見せちゃおうと思いまァす!!（クソデカ裏声）」






　僕はモーションキャプチャーのデバイスを身につけているが、その機能はわざとオフにしてある。その結果、

　──まさか、アギの中の人？

　──モーションキャプチャーがオンになってないの、気づいてないまま放送してるってことでしょ、これ

　──放送事故じゃん

（……来た！）

　ブイチューバーには必ず中の人がいる。彼らの動きを仮想空間上に再現したものがブイチューバーで、売れっ子ブイチューバーになると中の人自体にもファンがつくことがある。

　──どういうこと？　鏡かがみちゃんじゃないの？

　──いやあれは証拠ないから。あくまで噂うわさ

　──中の人は仙せん宮ぐう鏡かがみじゃなかったってことか

　ブイチューバー・アギの中の人は仙せん宮ぐう鏡かがみである。これはネット上の定説で、確かに仙せん宮ぐうさんが精力的にコスプレで宣伝していたことを思うと自然な勘違いではある。

　──待て待て待て……。だったらブイチューバー・アギに彼氏がどうこうっていうのは

　──彼氏なんているわけないわな。だって中の人男なんだから

　──アッー！

　今回アギが炎上した原因は、ブイチューバー・アギの中の人に彼氏がいると誤解されかねない表現をしたことだ。アイドルに彼氏がいると判明して炎上するのと構造的には一緒である。

　なら、そもそもブイチューバー・アギの中の人が仙せん宮ぐう鏡かがみではないと分かったら？

　その時点で、炎上の前提が瓦が解かいする。アギを叩たたこうとしている人たちも、そもそも叩たたくネタがなくなってはどうしようもなくなるはずだ。

　放送事故を装よそおって、西機守がブイチューバー・アギの中の人に成り代わる。これこそが、僕の起死回生の一手だった。

　人気ブイチューバーの中の人が冴さえない男子大学生だったというのはまた別の炎上をもたらすだろう。だがその矛先は仙せん宮ぐうさんやアギではなく僕に向くだろうし、ブイチューバー・アギの動画作りを妨害しようとする輩やからは減るはずだ。

　なら、それで十分。

　はたから見ればどこまでもアホみたいだろう。この動画を親が見たら呆あきれて物も言えなくなるだろうし、大学の知り合いにバレたら恥ずかしさのあまり悶もん絶ぜつする自信がある。

　それでも──誰にも知られない戦いでも、僕はアギを守り抜く。
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「見てくださいこの腰の動き！　最近アギはダンス習ったんですよ、成果を披露しましょー!!　（喉が張り裂けんばかりの裏声）」






　恥も外聞も捨て、僕はお尻を突き出してくねらせる。

（恥じるな、怯おびえるな……！　今の僕は美少女だ、ブイチューバー・アギなんだ……！）

　セミナー室のテレビはミーチューブに絶賛生放送中の僕の配信を表示していて、画面の中では全身に怪しげなセンサーを取り付けた僕がワキワキと踊っている。十九歳男子大学生が裏声で叫びながら得体の知れないダンスを披露する様子は我ながら吐き気を催すほどにおぞましく、コメント欄は苦く悶もんの声で埋め尽くされた。

　ダンスを終えて決めポーズを取る。ちらりと一いつ本ぽん木ぎに目配せをすると、彼は小さく頷うなずいて動画を終了した。視聴者からは配信がブツ切りになったように見えるはずで、「ダンスを終えてから放送事故に気づいて慌てて配信を終了した」ように感じるだろう。

　視聴数を確認すると、ブイチューバー・アギの配信史上最大の数字を叩たたき出だしていた。それだけの人数が僕の醜態を見たのかと思うと思わず足元から崩れ落ちそうになるが、頑張って堪えた。

　センサーを外し、深々と息をつく。いつの間にか近くに寄ってきた一いつ本ぽん木ぎが、ポンと僕の肩を叩たたいた。

「ナイスファイト」

「二度とやりたくないね」
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　アギの放送事故以来、潮が引くようにアギの炎上は収まっていった。その後もアギはブイチューバーとして活動を続けているが、もうコメント欄が悪意ある言葉で染まることはない。

　ただ、その代わりにアギの人気は目に見えて消退した。例の炎上動画こそアギ史上最大の視聴者数を獲得したが、その後の再生数はかつての盛り上がりが噓うそのように目減りしていった。開設したメールアドレスにはコラボやらの申し込みが炎上前はいくつも来ていたが、いずれもキャンセルになってしまった。

　僕は秋葉原の街を歩いている。いつの間にか暑くなってきた外の空気を吸い込み、僕は物思いにふけりつつ歩を進める。

「……暇だな」

　ぽつりとつぶやいた。

　最近はレイズブイの事務所からも足が遠のいている。ブイチューバー・アギの人気が盛り下がったため、レイズブイは最近閑古鳥が鳴いている。でも田た原はらさんは、

「おじさんブイチューバーとして人気が出てきたんだ。このままいったら売れっ子ブイチューバーになれる」

　そんなバカなと苦笑いしつつ、田た原はらさんのバ美肉した姿であるアプリ作さく子この動画を見ると、なんと数多くの高評価コメントがついていて僕は目が飛び出そうになった。なんでも、「オッサンぽい芋っぽさが可愛かわいい」「明らかにオッサンが無理しているのが可愛かわいい」「たまに見えるオッサンの加齢臭がキモ可愛かわいい」とのコメントがついている。ブイチューバーは奥が深いなあと僕はしみじみ思った。

「見てなよ、このままアギちゃんにも負けないブイチューバーになってやる。今度は自分の力で会社を大きくしてみせるよ」

　そう言って、田た原はらさんはニヤリと笑った。もっとも、仙せん宮ぐうさんのＣＥＯという立場は健在で今後も裏から彼女は糸を引く気満々のようなので、もうしばらくあのオフィスには出入りすることになりそうだ。

　僕はなんとなく気になって、ツイッターで「アギ」と検索してみた。以前は動画の感想などのツイートがたくさん引っかかったのだが、今は話題にしている人もいなそうだ。こうなってみると、アギの動画で日本中が盛り上がっていたあの日々が、夢か何かだったように感じてしまう。

　街を歩いているうち、僕はふととある場所で足を止めた。以前レイズブイからの帰り道、アギの動画を放送しているのを見かけた小さな電器店だ。店頭のテレビでは相変わらずブイチューバーの動画を流しているが、放送されているのはアギではなくナギ・ヒカルの配信だった。

　スマホを取り出し、「西にし機き守まもる」の名前で検索する。ご丁寧に「西にし機き」まで打ったところで、

「西にし機き守まもる　アギ　男」「西にし機き守まもる　ブイチューバー」「西にし機き守まもる　死ね」「西にし機き守まもる　ネカマ」「西にし機き守まもる　彼氏発言」などの言葉がサジェストされた。とても辛つらい気持ちになった。

　僕の名前で検索したはいいが、某巨大掲示板に「【ブイチューバー・アギ】西にし機き守まもるの画像に五ご寸すん釘くぎを打ち込むスレ19【中の人は男】」なんてスレッドが立っているのを見て僕はそっとブラウザを閉じた。

　代わりに僕はミーチューブのＡＧＩアギチャンネルを見てみた。最新の動画は昨日アップロードされていたが、再生数はやっと千に届いたくらいだ。かつてのアギを思えば、寂しさを禁じ得ないほどに少ない数字である。

　僕は動画を再生した。画面の向こうでブイチューバー・アギが、

『ウィ────ッス！　コンチャ────ッス！　なんか最近再生数少なくてアギちょっと寂しいんですけど、まァみんなリアルの生活エンジョイしてるんでしょうね！　でもアレじゃないですか、リア充って言葉もう死語になりつつありませんか？』

　いつも通りのトークを繰り広げるブイチューバー・アギ。その屈託のない満面の笑みを見て、僕は小さく息を吐く。

「……まあ、もともと自分のためにやるものだしね」

　再生数ばかり気にし過ぎていたかもしれない。一番大事なのは、そこではないのに。

「アギが楽しいなら、それでいいや」

　そうつぶやいて、僕はスマホをポケットにしまった。




　大学教授の仕事は研究をするのはもちろんだが、学生の指導をすることも含まれる。それはアリア教授も例外ではなく、僕たちも時々授業の手伝いをさせられることがある。アリア教授が赴任した当初は、自分より歳とし下したの教授に講義を受けることに不快感を示す学生もいたと聞く。

　だがその不満も今となってはとんと聞かない。なにせアリア教授の授業は恐ろしく端的で分かりやすい。頭の良いい人は説明も上う手まいと聞くが、アリア教授はまさにその典型だった。

「手伝ってくれてありがとう。時間は大丈夫だったのかな」

「いえ。これくらいは」

　昼休み、理学部のとある教室で僕はアリア教授と一緒にプロジェクターやレジュメの確認をしていた。ホチキスで留とめたレジュメを教室の片隅に積み、僕はふうと息をつく。

　見回すと、僕とアリア教授のほかには教室には誰もいない。この時間は皆お昼を食べていて校舎の中にはいないのだろう。ちょうどアリア教授も満足いくプロジェクターの設定を見つけたようで、「よし」と頷うなずいて椅子に腰掛けた。

　アリア教授は長くて綺き麗れいな足を組み、「ところで」と言った。

「最近どうだい。川かわ嶋しまさんや一いつ本ぽん木ぎくんまでもがいなかったから、君たちで何かやってるのかと思っていたけど」

「はい。ちょっと、起業の手伝いみたいなものを」

「ブイチューバー・アギの事務所ということかい」

「ええ。まあ」

　この人はなんだかなんでも見透かしてる気がするな、と僕はそら寒くなる。アリア教授はノートパソコンを開いた。

「元気そうで良かった。データがまとまったら、またどこかで見せてくれ」

「はい、分かりました」

　僕は背を向ける。しかしアリア教授が、

「西にし機きくん」

　と僕を呼び止めた。「はい？」と僕は後ろを振り向く。

「ちょっと気になってることがあってね。ＡＧＩアギシステムのことなんだけど」

「あ……はい。どうしましたか」

「先日ＡＧＩアギシステムのデータを確認して、ニューラルネットワークの階層の増加、および本来別物だったはずのネットワーク同士の交絡が起きていることを見つけた」

「……そう、なんですか」

「以前、アギが強いＡＩになった時と同じだ」

　しばし、沈黙。その後、アリア教授は再び口を開いた。

「何か、知っているかい」

　アリア教授の言葉を聞いて僕は、

（……この人は、多分、全部分かってるんだな）

　と思った。アリア教授は疑問を呈しているのではない。僕が心を整理し考える時間を取るために、ゆっくり話しているに過ぎない。

「私の前には二つの選択肢がある。このデータを徹底的に突き詰めるか、あるいは誤差に過ぎないと切り捨てるかだ」

　アリア教授は一度言葉を切り、ゆっくりと頭を振った。

「しばらく考えてみたんだけどね。まあ誤差だろう、と思うことにしたよ」

　僕はぽかんと口を開けた。アリア教授が僕の顔を覗のぞき込む。

「どうした。意見があるなら、聞くよ」

　僕はしばらくの間、その場に立ち尽くした。やがて絞り出すようにアリア教授に答えた。

「いえ。何も、ありません」

「そうか」

　アリア教授は頷うなずいた。

「西にし機きくん」

　僕の名を呼ぶアリア教授。

「これは温情ではない」

　その意味は、明言されずとも僕にはよく分かった。

　アリア教授はこう言っているのだ。「アギの人生には、君が責任を持て」と。

　ぞくりと身震いする。アリア教授の目は海のような青色で、底知れない深みをたたえていた。この人には勝てない、と僕は心底痛感した。

「……失礼します」

　一礼し、教室の扉に手をかける僕。アリア教授が言った。

「生き物は生きる意味を探さなくてはいけない──以前、アギと君に話したことだ。覚えているかい」

　唐突な話題だった。戸惑いつつも、僕は頷うなずく。

　この世のあらゆる生命体は、生物の仕組みとして生まれてくるだけで、そこには特別な意味も価値もない。だからこそ、生き物は生きる意味を見いだそうと努力しなくてはいけない。アギが生まれたばかりのころ、アリア教授が僕たちに語ったことだ。

「君たちの生きる意味は、見つかったかい」

　長い沈黙が流れた。やがて僕はゆっくりと、深く頷うなずく。

「そうか」
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　アリア教授は破顔した。そんなに嬉うれしそうに笑う教授を、僕は初めて見た。




　研究室での作業を早めに切り上げ、昼過ぎに僕は自宅のあるアパートへと帰ってきた。古ぼけた外階段を昇る最中、僕はちらりと仙せん宮ぐうさんの家へと目を向けた。

（帰ってきてないのかな）

　あるいはもうここには住まないのかもしれない。色々あったし仕方ないか、と僕はわずかに寂しさを覚えつつ古ぼけた扉に目をやった。

　自宅の鍵を回し、中に入る。リュックサックを放り投げて自室へと入った僕だが、そこで目にしたのは下着姿でゴソゴソと僕の部屋を引っくり返している仙せん宮ぐうさんだった。

「あ、守まもる先輩。おかえり」

　あっけらかんとした顔で言う仙せん宮ぐうさん。僕はおもむろにスマホを取り出した。

「アギ。不法侵入した挙句に半裸になってる痴女をポリスマンに通報したいんだけど」

『了解しました』

「ストップ、ストーップ」

　仙せん宮ぐうさんが僕のスマホを取り上げ、机の上に置く。僕は仙せん宮ぐうさんの顔を呆あきれながら見返した。

「何やってんの君？」

「さっき実家から帰ってきたからさ」

　にかりと悪びれずに笑顔を浮かべる仙せん宮ぐうさん。

「またお隣さん同士だね。どう、守まもる先輩、嬉うれしいでしょ。喜んでいいよ」

　僕は頭を抱えた。

「で、なんで君は僕の部屋で服を脱いでるんですかね」

「私すごいこと思いついたの、もう自分の発想に鳥肌が立つわ」

「とりあえず服を着ようよ」

「ゆくゆくは世界へ羽ばたくことになる第一歩なのは間違いないわ、さあ守まもる先輩、もたもたしてないでさっさと行くわよ」

　仙せん宮ぐうさんは僕の部屋の片隅に置いてあった段ボールを引っ張り出す。「あ」と僕は声を上げる。

「アギの衣装か」

「そ。これ取りに来たの」

　仙せん宮ぐうさんはひょいひょいとアギの衣装を身に着け始めた。凄すさまじい葛藤が脳内で繰り広げられたものの、最終的に僕は目をつむってそっぽを向くことを選択した。

　しばらくして僕が目を開けた時、例のブイチューバー・アギの装よそおいで仙せん宮ぐうさんが僕の顔を見ていた。

「ほら早く行こうよ」

　仙せん宮ぐうさんが僕の手を取る。僕は頭を振りながら言った。

「何しに行くのかも聞いてないんだけど」

「そんなの後で説明するからさ」

　仙せん宮ぐうさんがぐいぐいと引っ張ってくる。引きずり出されるように自室を出ながら、僕は思わず笑みがこぼれた。

「変わらないね、君も」

「ん？　守まもる先輩、何か言った？」

「別に」

　外に出ると、夏の訪れを感じさせる強い日差しが降り注いだ。僕は思わず目を細める。のしのしと前を歩く仙せん宮ぐうさんに、僕は語りかける。

「もうこのアパートには戻ってこないかと思ったよ」

　仙せん宮ぐうさんは振り返らずに言葉を返した。

「身の丈に合った生き方って言うの？　を考えようと思って、実家でゴロゴロしてたんだけどさ」

「うん」

「全然ダメ。安定した道を想像してもすぐに飽きちゃって、気がついたらブイチューバーのこととか、会社のこととか、広い世界のこととか考えちゃうの」

「……うん」

「私、こういう生き方しかできないみたい」

　僕は苦笑いしながら言った。

「僕はもっと静かに生きたいんだけどね」

「無理だね。覚悟しといて、また寝る時間もないくらいに忙しくなるからさ」

　仙せん宮ぐうさんの表情は僕からは見えない。でもその声は、今まで聞いた中でも一番、羽ばたくように軽やかだった。

「仙せん宮ぐうさん」

「何？」

「楽しいかい」

　僕がそう尋ねると、仙せん宮ぐうさんは少し間を置いて振り向いた。

「うん！」

　飛び切りの悪いた戯ずらを思いついた子どものように無邪気に、仙せん宮ぐうさんは笑っていた。




　波は場ば都と大学では毎年五月の下旬、大学総出で学園祭を行う。皐月さつき祭さいと呼ばれるイベントで、近隣の商店街や各種企業も巻き込んだかなり大規模なものだ。皐月さつき祭の開催期間中は最寄もより駅えきに入場制限ができるほどで、キャンパス内は人で埋め尽くされる。

　一般に大学の文化祭は高校までに比べてはるかに自由度が高い。路上で酒を売っている怪しげな団体もいれば女装した売り子がポップコーンの押し売りをしている屋台もあるし、ミスコンやライブに始まり同人美少女ゲーム即売会や円周率暗記大会などといったわけの分からないものまでイベントは多彩だ。

　別段在学生だからといって参加する義務もないので今年はのんびり自宅で過ごそうかと思っていたのだが、結局僕はこうして夕暮れ時の銭湯のように混み合う学園祭に足を運んでいる。というのも、

「よし。じゃ行こうか、守まもる先輩」

　僕の横に立つ仙せん宮ぐうさんがにかりと笑う。仙せん宮ぐうさんは白のニットにパステルグリーンのスカートとザ・女子大生みたいなファッションで、シンプルな格好が本人の根本的な顔面偏差値の高さを存分に際きわ立だたせていた。

　人混みの中でも仙せん宮ぐうさんは存分に目立ちまくっており、隣に立つ僕にも自然に視線が集まるようだった。すれ違う人たちからは、

「なんかすげえ美人がいる……」

「隣のやつなんだ？　彼氏？」

「まさか、あんな冴さえなさそうなやつが」

「取り巻きのオタクだろ」

「ＡＴＭだろうな」

　などなど半分僕の悪口みたいな声が聞こえてくる。大変居心地が悪い。

　身の置き所がない理由はもう一つある。それは、

「……川かわ嶋しまさん。近いんだけど……」

「そう？」

　僕の横にぴったりとくっついて歩く川かわ嶋しまさんの存在だ。

「別にいいじゃない。昔は一緒に手を繫つないで学校だって行ったのに」

「それとこれとは別というか……」

　慌てふためく僕を見て楽しむように川かわ嶋しまさんはニマニマ笑っている。僕の脳裏に、川かわ嶋しまさんが言っていた言葉が蘇よみがえる。

　──私はあなたが好きなの。この十年ぐらい、ずっと。

　先日、僕は川かわ嶋しまさんと改めて話をした。うっすらと化粧をして踵かかとの高い靴を履いた川かわ嶋しまさんは僕が見たこともないほどに大人びていて、いつの間にか僕たちは子供ではなくなっていたんだなと痛感した。

「君とは付き合う気はない」。そう伝えた時の川かわ嶋しまさんの表情を、きっと僕は一生忘れられないだろう。川かわ嶋しまさんは悲痛に顔を歪ゆがめ、目の端に涙を光らせて目を伏せた。罪悪感に押しつぶされそうになる僕の前でぽつりと、

「……そっか」

　顔を上げた彼女の表情を見て、僕は意外な気持ちになった。川かわ嶋しまさんはどこか晴れやかな顔で、確かに笑っていたのだ。

　文化祭を一緒に回りたいと川かわ嶋しまさんから連絡があったのはその後のことだ。気まずいんじゃないかなあと思いつつも、ここで距離を置こうとしたらいよいよ傷つけてしまうかもしれない。ちょうど仙せん宮ぐうさんからも同様のお誘いがあったので、「三人一緒なら」という条件付きで了承の返事を出した。

　文化祭を回り始めてからというもの、いやに川かわ嶋しまさんは距離が近い。川かわ嶋しまさんを振る前よりもかえって積極的になったんじゃないかと思うほどだ。

　僕の視線に気づいたのか、川かわ嶋しまさんは「どうしたの」と僕の顔を覗のぞき込んでいた。長いまつ毛を揺らして僕を見つめる川かわ嶋しまさんから目を逸そらし、僕はぽりぽりと頰をかく。

「いや……その……」

　言いい淀よどむ僕。川かわ嶋しまさんは肩をすくめ、

「ひょっとして、この前私を振ったことを気にしてるわけ？」

　慌てて周囲を見回す。幸い横を歩く仙せん宮ぐうさんは居並ぶ屋台を見ていて、こちらの会話を聞いてはいない様子だった。

「別に西にし機きくんに気を使ってもらわなくても私は大丈夫だよ」

　それに、と川かわ嶋しまさんは続けた。

「一度振られたからって諦めなきゃいけないなんて決まりはないから。もう隠すことがない分、やりやすいくらい」

　そう言って川かわ嶋しまさんは僕の手を握った。僕は思わず飛び上がりそうになった。

「覚悟してね。私、しつこいから」

　川かわ嶋しまさんは小さく笑ったあと、手を離した。僕はしばらく幼なじみの顔を見たあと、深々と息をついた。

「守まもるせんぱーい、里り緒おせんぱーい。何してんのー？」

　いつの間にか先を行っていた仙せん宮ぐうさんが僕たちを急せかしてくる。仙せん宮ぐうさんに追いつこうと早足で歩きつつ、隣を歩く川かわ嶋しまさんをちらりと見た。

（……ごめん、里り緒お。……ありがとう）

　きっといつか、今の関係を終わらせなくてはいけない時が来るのだろう。居心地のいい空間から出て、前に進まなくてはいけないのだろう。

　それでも今は、この関係性を続けていたい。

　三人でキャンパス内を並んで歩く。仙せん宮ぐうさんが僕の腕を引き、

「守まもる先輩、私チョコバナナ食べたい」

「うーん……でも僕持ち合わせが」

「だいじょぶ、ちょっと待ってて」

　仙せん宮ぐうさんはひらひらと手を振り、チョコバナナの屋台に向かっていった。店頭の男子大学生と一言二言話したかと思うと見る見るうちに男子大学生の顔がふにゃりとだらしなく弛し緩かんし、彼は何事かまくし立てた。仙せん宮ぐうさんはチョコバナナを受け取り、そのまま悠然とこちらへと向かってくる。

「お待たせ」

「君お金は？　払ってなくない？」

「ラインの連絡先教えてあげたらタダにしてくれたよ。はいこれ、オマケでくれた分」

　仙せん宮ぐうさんは僕と川かわ嶋しまさんの分のチョコバナナをひょいひょいと渡した。チョコバナナをもそもそと頰張りながら、僕も転生したら美少女になりたいものだとしみじみ思った。

　チョコバナナを食べ終わったあと、川かわ嶋しまさんが言った。

「遊ぶのもいいけど、西にし機きくん。ぼちぼち行きましょう」

　分かってるよと僕は頷うなずく。

　そもそも今日学園祭に来たのは、ただ遊びに来たわけではない。ちょっとした用事があったのだ。

　キャンパスの中心部には大きな広場があり、学園祭期間中はステージが設置されている。ダンスサークルが踊ったりミスコンの会場になったりしていて、混み合ったキャンパスの中でも特に人口密度の高い場所だ。

　ステージ裏には次の出番を待つ人たちがたむろしている。日陰になった部分にしゃがみ込み、ノートパソコンを叩たたいている一いつ本ぽん木ぎに僕は話しかけた。

「お待たせ」

「遅い」

　一いつ本ぽん木ぎはぎろりと僕を見た。もともと血色が悪いので、こうして日光の当たらない場所にいると妖怪のような気味悪さがある。

「さっさと準備を済ませるぞ。遅れたらシャレにならん」

「分かってるよ」

　僕は頷うなずき、リュックサックからノートパソコンを取り出して操作を開始した。僕は小さく笑う。

「ブイチューバー・アギの晴れ舞台だからね」

「俺に感謝することだな。ブイチューバー同好会の枠を譲ってやったのだ、失敗したらお前を死ぬまで嗤わらうぞ」

　一いつ本ぽん木ぎが鼻を鳴らす。

　ブイチューバー・アギの炎上以来、アギへの仕事の申し込みは途絶えてしまった。この皐月さつき祭でのライブは以前から申し込んでいたもので、アカウントの炎上を経た今となっては唯一残っているイベントだった。

　一応ツイッターやらホームページやらで告知はしたものの、反響はあまりなかった。寂しくはあるが、やむを得ないかとも思う。

　僕は一いつ本ぽん木ぎに尋ねた。

「人、集まるかな」

「……難しいだろうな」

　一いつ本ぽん木ぎが肩をすくめる。ですよね、と僕は言った。何せあれだけの大炎上後だ、ファンがどれだけ残ってくれていることか。

　パソコンをいじっていると、スマホ画面にアギの顔が表示された。

「どうしたの、アギ」

『マスター。アギはこれから、ステージの上でライブをするのですか』

「そうだよ。もう準備もできつつある」

『アギの演算は不安定です。メンテナンスが必要でしょうか』

　どうしたんだろうと僕は首をひねる。だがすぐに、その原因に思い当たった。

「アギ、それはさ」

『はい』

「緊張、ってやつだよ」

　アギが何度か瞬まばたきしたあと、少しだけ顔を赤くした。アギの表示されたウィンドウがふっとかき消える。

　今回のアギのステージに際しては、プロジェクターでステージの背後に設置されたスクリーンにアギを映し出すという手法を取っている。やっていることとしては特に難しいことではなくて、大学の授業でスクリーンにパワポのスライドを映しているのと原理的には同じだ。

　ナギ・ヒカルのような大物ブイチューバーならプロジェクションマッピングを用いた立体投影など最新の技術をふんだんに駆使した派手なパフォーマンスを見せられるのだろうが、大学の学園祭ではこれが精一杯だろう。

　そのまましばらく、僕はステージ裏の芝生に座り込んで開演時間を待った。アギのライブは日が落ちて周囲が暗くなってからでないとスクリーンが見えにくくなってしまうため、一番最後に回してもらったのだ。

　最近色々あって疲れていたせいか、いつの間にか僕は眠り込んでいた。うとうとと船を漕こいでいた僕は、ゆさゆさと肩を揺さぶられて目を覚ました。

「西にし機きくん。起きて」

「ん……。あれ、川かわ嶋しまさんか」

「寝てる場合じゃないわよ。起きて」

「何？　トラブル？」

　もうすぐライブ開始なのに冗談じゃないぞ、とやにわに目が覚めて立ち上がる僕。だが川かわ嶋しまさんは、

「大丈夫だよ。そういうのじゃないから。いいから来て」

　僕の手を引く川かわ嶋しまさん。なんだろうと首をひねりつつ、僕はステージ裏から広場へと出た。そして、

「────あ」

　言葉を失った。

　波は場ば都と大学は広大なキャンパスを売りとするマンモス大学で、中でも中心部に位置する広場はそんじょそこいらの公園なんて目じゃない広さを誇る。そのだだっ広い空間に、今、雲うん霞かのように人が押しかけていた。

「アギー！」

　誰かが叫んでいる。唱和するように、アギを呼ぶ声が続いた。

「西にし機き。……見ろ」

　芝生にしゃがみ込んだ一いつ本ぽん木ぎがパソコンの画面をこちらへ向ける。表示されているのはツイッターの画面だ。

『アギライブ待機』『波は場ば都と大、広過ぎる』『はよアギを見せてくれ（バンバン）』『人、多い……』『炎上に負けるな！』『あんな放送事故なんて自演に決まってる。ニワカは騙せても、俺は騙せんよ』『アギはオワコンとか言ってたやつら、見てるかー!?』

　ツイートは次から次へと更新され、どれもアギのライブを心待ちにしている様子だった。信じられないという顔で一いつ本ぽん木ぎが首を振る。

「侮あなどっていたな。どうやら、アギはまだ死んでいなかったらしい」

　僕の横に仙せん宮ぐうさんが歩み寄る。仙せん宮ぐうさんは目の前に広がる人の波を見て、

「これは、妬やけるなあ」

　ぽつりとつぶやいた。

「……ははは」

　思わず笑い声が溢あふれる。

「凄すごいな、アギ」

　あれだけの大炎上を経て、それでもファンでいることを選んでくれた人たちが、こんなにいる。みな目を輝かせて、早くアギの姿を見たいと声を嗄からしていた。

　僕はスマホを掲げ、アギに声をかけた。

「アギ、見てるか」

『……はい』

「みんな、君を見に来たんだ」

『……はい』

　心がはやる。早くこの観衆に混ざって、アギの姿を見上げたいと思った。

　でも、まだだ。まだ最後に、僕はアギに言わなくてはいけないことがある。

　ここ数週間のことを──いや、アギが生まれてきてからの全てを思い出しながら、僕は言った。

「君はもう、君らしく生きていいんだよ」

　この言葉を伝えるのに、随分と遠回りしてしまった気がした。

（やっと、言えた）

　アギは黙ったままだった。遠くでアギの名を呼ぶ声が聞こえる。しばらくして、

『マスター』

　アギは静かな声で僕を呼んだ。画面を見ると、アギはじっと僕を見上げてきた。

「どうしたの、アギ」

『アギはずっと考えていたことがあります。アギが生きる理由は何か、という疑問です』

　僕は頷うなずいた。

『アギはマスターのために存在していて、それ以外の想おもいは不要だと考えました。しかしアギがそう言うと、マスターはいつも悲しそうな顔をします』

　それは何度となく僕が抱いた気持ちだ。アギはただのプログラムではなく、一個の命だ。なら、僕のためではなく、アギ自身のために生きて欲しいと。

　アギに幸せになって欲しい。僕の胸を占めるのは、ただその一心だった。

『ありがとうございます、マスター』

　観客の声援が聞こえる。アギの姿を見たいと歓声が届く。

『アギは、楽しいことを見つけました』

　アギが笑う。そこにいたのは、人類史上初の強いＡＩでも、かつて世界を危機に陥おとしいれた脅威でもない。

　一人の、無む垢くな女の子だった。

　僕はステージ裏に戻り、パソコンにスマホをつないだ。パソコンの画面に表示されたアギに向かって、

「行っておいで。──ファンが待ってる」

『はい、マスター』

　僕はステージの端っこ、観客からは機材のため死角になる場所に立ち、アギの登場を待つ。ふっと会場を取り巻く照明が暗くなり、観客が一層の興奮に沸く。

　スクリーンに光が灯ともる。桜色の衣装を着た女の子が、ファンに向けて歓迎を叫ぶ。

『コンチャ────ッス！　みんな、今日はアギの初ライブですよ────！　来てくれて、ありがと────！』

　人々が声を上げる。アギの名を呼ぶ。光の渦が会場を包む。

　桜色の衣装が花吹雪のようにはためいている。上気した顔から、流れるように動く手足から、抑えきれない衝動と喜びがほとばしる。

　ここが世界の中心だとばかりに、アギは全てを巻き込んで盛り上げる。現実のどこにも体を持たない仮想空間上の少女は、今、確かにそこに立っていた。
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　２０１９年８月10日は、僕にとって人生でもっとも思い出深い日の一つです。

　僕のデビュー作で本シリーズ第１巻である、『ＡＧＩ ‐アギ‐ バーチャル少女は恋したい』が発売された日です。

　その日は朝から落ち着きませんでした。近所の書店に行き、平ひら積づみになった自著を眺めてニヤニヤしました。近くにいる人に、「これ僕が書いたんですよ！」と誰彼構わず話しかけては自慢したくなりましたが、それはなんとか踏みとどまりました。

　はたから見ると、きっと僕は書店の片隅で怪しい笑いを浮かべる不審者だったろうなと思います。

　しばらくそうしていると、見ず知らずのお兄さんが『ＡＧＩ ‐アギ‐ バーチャル少女は恋したい』を手に取りました。僕はそわそわしながらお兄さんの横でスマホをいじったり、意味もなく屈伸したりします。

　お兄さんは数秒間表紙を眺めたあと、本を持ってレジへ歩き出しました。

　レジへと向かうお兄さんの背中を見送りながら僕が踊り出しそうなくらいに嬉うれしかったことは、言うまでもないでしょう。




　発売して以来、思いのほか多くの反響をいただきました。

　知人から「買ったよ！」と連絡を受けて慣れないサインを書いたり、Twitterで感想をもらったり、『ラノオンアワード２０１９年８月刊』や『このライトノベルがすごい！　２０２０』の新作部門にランクインしたりしました。中学生の時、小説投稿サイトに短編を投稿し始めた頃と比べると、ずいぶん遠い場所まで来たなあと思います。

　望外の幸運も重なり、こうして２巻を出す機会をいただけました。筆の赴くままに書きましたが、ただ一つだけ、「１巻のラストでアギは泣いていたから、２巻はアギが笑って終わるようにしよう」ということだけ決めていました。

　楽しんでもらえたら幸いです。




　プロになってから身に沁しみて感じていることですが、小説は一人で作るものではありません。

　いつも夜遅くまで打ち合わせに付き合ってくださる担当編集の阿あ南なんさん、小こ原ばらさん。綺き麗れいなイラストを描いてくださる神かみ岡おかちろるさん。何年も前から僕が作家になれると信じてくれた友達や、応援してくれる読者の皆様に支えられて、この本は出来上がりました。

　どうか、これからもよろしくお願いします。また会いましょう。




　　　　　２０２０年　初春　　　午ご鳥どり志し季き
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